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エピローグ


あとがき





　長なが野の県の南に、山に囲まれた村がある。


　治ち水すい村という、小さな村だ。


　だけど、この村の本当の名前は、血を吸う村と書いて血ち吸すい村。


　村人全員が吸きゆう血けつ鬼きというとんでもない村なのだ。


　六十年程ほど前、この村へやって来た一人の西洋人宣教師。彼の正体が実は吸血鬼だった。


　そして、宣教師はついうっかり一人の村人の血を吸ってしまう。


　あっと言う間に村中に吸血鬼が伝染し、数日もたたずに老ろう若にやく男なん女によすべての村人が吸血鬼となってしまったのだった。


　さすがに反省した宣教師は、村人達を人間に戻もどす方法を見つけるために、長い旅に出ることにした。


　そして、自分が戻ってくるまで村人達が誰だれにも迫はく害がいされずに暮らしていけるよう、村に二つの呪のろいをかけたのだった。


　一つは、決して晴れない呪い。


　そしてもう一つは、牛が、血液の代用品となる乳を出す呪い。


　この二つの呪いに守られながら、村人達は待っているのだった。


　宣教師が、人間に戻る方法を見つけ戻ってくるのを。
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　　　　１




　ある曇くもり空ぞらの朝。


　木造四階建ての治ち水すい高校の校舎。その三階に位置する二年Ｃ組の教室にて、直なお樹きは強きよう烈れつなまでの居い心地ごこちの悪さを感じていた。


　何もそれはおかしなことではない。ここは吸きゆう血けつ鬼きの村にある吸血鬼の学校だ。いまだ人間のままでいる直樹が、１００パーセントリラックスしていい場所ではないのだ。


　もし直樹が人間だってことをクラスメイト達が知ったら最後、彼らは吸血鬼の本性をさらけ出し鋭するどい牙きばと爪つめで直樹に襲おそい掛かかってくることだろう。


　だけど直樹が今感じている居心地の悪さは、それとは別のものだった。


　原因は、直樹の目の前にあった。と言うか………いた。


　一人の少女が椅い子すに座り、直樹の机に両肘ひじを載のせている。


　天然のウェーブのかかった長い髪かみの毛。日本人離ばなれしたクッキリと整った目鼻立ち。プロポーションだって抜ばつ群ぐんにいい。文句なしの美少女だ。


　彼女の名前は、神楽かぐら紅べに華か。村の名家である神楽家の一人娘むすめ。この村が吸血鬼の村になった時からの住人で、治水高校の生徒会長である。


　とくに何かをしているわけじゃない。ただ直樹を見つめているのだ。


　もしその表情に擬ぎ音おんをつけるとしたら、『うっとり』が適切だろう。


　こんなゴージャス美少女に、ジッと見つめられるのだ。直樹が居心地を悪くするのも当然だった。


「あ、あの、会長。さっきから何を？」


　おずおずと尋たずねると、紅華は微笑ほほえみながら答える。


「高たか村むらクンを見てますのよ」


「僕なんか見てても面おも白しろくないですよ」


「あら、そんなことありませんわ」


　軽くかぶりを振ふってから、紅華は衝しよう撃げき的な言葉を口にする。


「愛する男性の顔は、一日中見てたって飽あきませんわ」


　遠巻きに見ていたクラスメイト達から歓かん声せいが上がる。直樹はというと恥はずかしさで顔が真っ赤になった。


　紅華が言ったことは、実に困ったことに冗じよう談だんではない。


　こうやって直樹のもとを訪おとずれるのも、これが初めてのことではなかった。朝、昼休み、放課後と頻ひん繁ぱんに直樹のもとへとやって来ている。生徒会の仕事はどうしているかと心配になるぐらいにだ。


「ねえ、高たか村むらクン」


　紅べに華かは、妙みように艶つやっぽい声で語りかける。


「そろそろ返事を聞かせて欲しいですわ。わたくしの気持ちを受け止めてくれるかどうか」


「えっと、それは……」


　口ごもる直なお樹きに顔を近づけると、紅華は囁ささやくように言う。


「高村クンが望むなら、わたくし、どんなことだってしてあげますわよ」


　直樹だって健全な男子高校生。『どんなこと』って部分に、いろいろと良からぬことを想像してしまう。


「えっと、その、あの」


　顔をさらに真っ赤に染め、しどろもどろになっている時だった。


「あ！　紅華！　お前、また来てやがったのかよ！」


　教室にそんな声が響ひびく。怒いかりの足音を響かせ二人のもとへやって来たのは、ボーイッシュな短たん髪ぱつの少女。よく日焼けした浅黒い肌はだが特とく徴ちよう的だ。


　利と根ね崎ざき智とも衣い、それが少女の名前だ。もちろん言うまでもなく吸きゆう血けつ鬼き。


　智衣は、二人の間に割って入ると紅華を睨にらみつけた。


「紅華、お前三年だろ!?　用もないのに二年の教室に来るんじゃねーよ！」


　敵意剝むき出しで吠ほえる智衣に、紅華はフフンと鼻で笑う。


「あら、別に三年生は下級生の教室に入ってはいけないって校則はありませんわよ。それに、用事ならちゃんとありますわ。生徒会長として、この高校の生徒達の様子を知るための巡じゆん回かいですわよ」


　しれっとした顔でそう言った。


「何が巡回だよ。直樹のことしか見てないくせに」


　不満気に智衣がぼやく。


「とにかく、お前はさっさと自分の教室に戻もどれよな！」


　息まく智衣の後ろから、援えん護ご射しや撃げきが飛ばされる。


「そーです！　神楽かぐらセンパイ！　いくら生徒会長だからって、別の学年の教室に入いり浸びたるのはあんまり感心できませんよ」


　小動物を連想させるような、小こ柄がらで可か愛わいらしい少女だった。頭の上のリボンが目立っている。鳩はと羽ばエリ子。治ち水すい高校の一年生だ。


「エリ子、お前まで来たのかよ」


　智衣が盛大に顔をしかめた。


「言っときますけど、エリはちゃんとした用事があるんですから」


　そう主張する。


「どんな用事だよ？」


「勉強で分からないところがあったから、高たか村むらセンパイに訊きこうと思って」


　エリ子は持っていた数学の教科書を開くと直なお樹きの机に置いた。


「高村センパイ。ここのとこ教えて欲しいんです～。エリ、こんな難しい問題初めてで分かりませ～ん」


　猫ねこ撫なで声で甘えるように言う。


「エリ子ちゃん。何を言ってますの？　あなたは二十回以上も高校一年生を繰くり返してますのよ。そんな問題が分からないはずありませんわ」


　冷ややかに紅べに華かが言う。


　肉体的な成長をしない吸きゆう血けつ鬼き達が住むこの村は、いわば時が止まった村だ。


　生徒達は進級することなく、同じ学年を延々と繰り返しているのだった。


　紅華、智とも衣い、エリ子の三人が牽けん制せいするかのように睨にらみ合う。中央に位置している直樹としては居い心地ごこちが悪いことこの上ない。


（ああ、川かわ澄すみ。早く来てくれ！）


　この状じよう況きようをうまく処理してくれそうなクラスメイトを思い浮かべるも、残念ながら本日はまだ登校していないようだった。


　と、その時だ。


「し、失礼します」


　そんな声と共に、おずおずと教室に入ってくる人物がいた。長い黒くろ髪かみの大人しそうな雰ふん囲い気きの少女だ。大きな眼鏡と、制服の上からでも分かる大きな胸が目立っている。


　沢さわ田だ綾あや菜な、学年は紅華と同じ三年生。生徒会の書記をしている。その胸むな元もととは正反対に性格は実に控ひかえ目めだ。


　二年Ｃ組の生徒達に気を使いながら紅華のもとへとやって来た綾菜は、小声で囁ささやいた。


「あの、会長。もうみんな生徒会室に集まってるんですけど……」


「あ、そう言えば朝会の日でしたわね」


　紅華が実に気乗りしない顔をする。


「綾菜さん。わたくしの代わりに進めておいてくれません？」


「そんな、無理です。わたしには会長の代わりなんてできません！」


　泣きそうな顔で首を振ふる綾菜に、紅華はやれやれと息を吐はき出した。


「分かりましたわ」


　直樹を見つめる。


「それでは、高村クン。また後で[image: ]」


　軽くウインクをすると、紅華は教室を出ていく。


「し、失礼しました」


　綾菜もそれに続いた。


　暴風雨が去ったような、そんな静けさが教室に戻もどる。


　次の瞬しゆん間かん、男子達が直なお樹きのもとへとワッと集まってきた。


「高たか村むら！　今日という今日は教えてもらうぞ！　どうやって会長をホレさせたのか!?」


「あの難なん攻こう不ふ落らくとまで呼ばれた神楽かぐら紅べに華かなんだぞ！　お前なんかよりもはるかに格好いい先せん輩ぱい達が何ヽ十ヽ年ヽもアタックし続けても相手にされなかったんだぞ！　それなのに、ほんの一年足らずで彼女の心をゲットするなんて!?」


「言え！　言えよ！　一体お前は何をしたんだ！　何をして彼女の心をゲットしたんだよ！」


　羨せん望ぼう、やっかみ、嫉しつ妬と、そういったものが相乗効果で男子達のテンションをはね上げさせている。


「お前ら、落ち着けよ！！！」


　意外にも、彼らを制したのは一人の少年だった。丸まる坊ぼう主ず頭で見るからに田舎いなかの少年といった風体。これでも吸きゆう血けつ鬼きなのだからギャップに驚おどろかされる。


「高村は、高村にしかない魅み力りよくを持ってるんだ。紅華先せん輩ぱいはそれに惹ひかれた。ただそれだけのことなんだ。あれこれ詮せん索さくするなんて良くないぞ！」


「熊くま谷がい、お前……」


　スケベなだけだと思っていた熊谷の意外な言葉に、直樹は不覚にも感激してしまう。


　だけど、やっぱり熊谷は熊谷だった。


　クルリと直樹に向き直ると、こんなことを言ってくる。


「で、高村。紅華先輩と付き合ったら、あ～んなことやこ～んなことをしてもらうんだろ？　もちろん俺には逐ちく一いち報告してくれるよな？」


　男がスケベなことを想像した時になる、見事なまでの『うひひ顔』だった。


　全力で殴なぐりたくなる気持ちを抑おさえ、直樹は叫さけぶ。


「馬ば鹿か言うなよ。そんなことしてもらわないぞ！」


　さらに、こう付け加える。


「そもそも、まだ付き合うかどうかだって分からないんだから」


「ええええ！」


　男子達からどよめきが起こった。


「高村、お前何考えてるんだよ！　神楽先輩に言い寄られてるんだぞ！」


「美人でスタイルも抜ばつ群ぐんじゃないか。一体何が不満だっていうんだ？」


「ハッキリ言ってやる！　もう二度とこんなチャンスはないぞ！」


「いいからＯＫしろよ！　そして、紅華先輩の水着写真でも撮とって俺に寄こしやがれ！」


　もちろん、最後のは熊谷の魂たましいの叫びだった。


「え～～～い、うるさい！　自分で考えるからほっといてくれよ！」


　そう叫ぶと、直樹はわずらわしい男子の集団から逃にげ出す。


「あ、待て！　高たか村むら！」


「俺達の話をちゃんと聞けよ！」


　男子達が追いかけ、教室を出ていった。


「何だか大おお騒さわぎね」


「でも、男子達の気持ちも分かるかも。だって、あの神楽かぐら先せん輩ぱいだもんね」


「ねえねえ、もし高村君が神楽先輩と付き合ったら、これって二年Ｃ組にとってもいいことだと思わない？」


「そっか、高村君からお願いしてもらえれば、神楽先輩の会長権限でいろいろやってもらえるかも？」


「掃そう除じの分担を楽なとこにしてもらったり」


「文化祭の費用を少し多めにもらえたり」


「購こう買ばいに来たブラッディーミルクをうちのクラスに優先的に回してもらったり」


「ちょっとちょっと！　これはもう高村君と会長を是ぜが非でもくっつけるしかないわよ！」


　女子生徒も、おおいに盛り上がりを見せる。


　そんな光景を、渋しぶい顔で見つめる二人がいた。智とも衣いとエリ子だ。


「まずいぜ。優ゆう柔じゆう不ふ断だんな直なお樹きのことだ。このままだと、周りの雰ふん囲い気きに流されて……」


「神楽センパイとくっついちゃう……ってことにもなりかねませんよね」


　深刻そうにエリ子が唇くちびるを引き結ぶ。


　そして二人は同時に呟つぶやいた。


「オレも、行動しなくちゃな」


「エリも、行動しなくっちゃ」








「残念でしたわね。智衣さんが乱入してこなかったら、高村クンを頷うなずかせていたはずですのに」


　生徒会室への廊ろう下かを歩きながら、紅華が少々残念そうな顔を見せる。


「だけど、焦あせることありませんわよね。このわたくしの魅み力りよくに、高村クンがなびかないはずがないですもの。ねえ、綾あや菜なさん」


　すぐ後ろを歩く綾菜に声をかける。


「は、はい、そうですね。会長は魅力的ですから」


　ふうと息を吐はく。


「本当に、魅力的ですから……。わたしなんかよりもずっと」


「ん、何か言った？」


「いいえ、何でもありません」


　プルプルと綾菜が首を振ふる。


「そ、ならいいけど」


　さほど気にしない様子で、紅べに華かは生徒会室へとツカツカと歩いていく。


　足を止めた綾あや菜なは、少々思いつめた表情で呟つぶやいた。


「わたしも、わたしも、ちょっとだけがんばらないと」








　　　　２




「なるほどね、何だか教室がざわざわしているとは思ったけど。朝からそんなことがあったのね」


　そう口にしたのは、涼すずやかな雰ふん囲い気きの美少女だった。彼女は、川かわ澄すみ季き代よ実み。直なお樹きのクラスメイトであり、何かと頼たよりにしている友人だ。


「そうなんだよ。男子連中は大おお騒さわぎするし、女子達も妙みように会長のこと薦すすめてくるし。何だか十年分ぐらい疲つかれた気分だ」


　げっそりとした顔でぼやく直樹。


　二人がいるのは、学校からの帰り道。時はすでに放課後だった。


　わずらわしいクラスメイト達や、紅華の訪問をかわし、授業が終わると共に学校を後にしたのだった。


「会長だって、何も休み時間のたびにうちの教室に来なくたっていいのに」


「それだけ直樹君のことが気に入ったってことよね」


　季代実が言った。


「まあ、仕方がないかもしれないわ。だって、直樹君はこの村を救った英えい雄ゆうなんだから」


　季代実の言葉に、直樹は嬉うれしいような困ったような微び妙みような表情を浮かべた。


　この間、村の牛達が牛乳を出さなくなるっていう非常事態が発生した。


　この血ち吸すい村始まって以来の特大ピンチを命をかけて解決したのが、何を隠かくそう直樹だった。


　そしてそれがきっかけで、紅華は直樹にＬＯＶＥしてしまったのだ。


「それで、直樹君。どうするの？　このまま会長と付き合うことにする？」


　季代実の質問に、直樹は全力で首を横に振ふる。


「そんな簡単に決められる問題じゃないよ。それに、この間の牛のことで会長は少しばかし熱っぽくなってるだけかもしれないし。うかれてＯＫしたものの、会長の熱が冷めてポイッと捨てられるなんてことになったら目もあてられないからな」


　さすがは、村にやって来た当初手ひどく騙だまされた経験を持つだけのことはある。実に慎しん重ちようなかまえだ。


「第一、僕は会長ほどの女の人に好かれるほど魅み力りよく的ってわけじゃないしね。調子に乗らないようにしなくちゃな」


「魅み力りよく的じゃない……か。知らぬは本人ばかりなりってとこかしら」


　季き代よ実みがふうと息を吐はく。


「それもまた、直なお樹き君の魅力の一つなのかもしれないわね」


　直樹にはよく分からないことを口にしてから、季代実は軽く微笑ほほえむ。


「でも、少し安心したわ。直樹君がそう言ってくれて」


「えっ？」


　不思議そうな顔をする直樹に、季代実は笑顔のまま言った。


「それじゃ、また明日ね。さよなら」


　軽く手を振ふり、分かれ道を行く。その先が彼女の家なのだ。


「安心した？」


　直樹は首をひねって考えた。


（僕が、会長とまだ付き合わないってことで、どうして川かわ澄すみが安心するんだ？　ひょっとして、ひょっとして川澄も僕のことを……）


　あまりに都合のよい妄もう想そうに、直樹は苦笑した。


「何てね。そんなことあるわけないか」


　となると、答えは一つだ。


「きっと、会長に捨てられるかもしれない僕のことを心配してくれたんだろうな」


　ありがたいような、それでいて情けないような気分だった。


「とにかく慎しん重ちようにいこう。何度も言うように、僕はそんなに魅力的じゃないんだから」


　自分を戒いましめるように再びそう繰くり返してから、直樹は自宅に向かって歩き出す。


　しばらく田舎いなか道を歩いた後だった。後ろから声が響ひびいた。


「お～～～い！　直樹！」


　パワフルな呼び声だった。直樹が足を止め振り向くと、走ってくる智とも衣いの姿が見えた。


　吸きゆう血けつ鬼きの力を使わなくたって、智衣は陸上部のエースだ。たちまち直樹のもとへとたどりつく。


「ったく、何さっさと帰ってんだよ。オレ、学校でお前のこと探してたんだぜ」


　不満っぽく、智衣が唇くちびるを尖とがらせる。


「ああ、悪い。即そつ行こうで出たんだよ。ほら、智衣も知ってのとおり、何かと騒さわがしいからさ」


　そこで、何かを思い出し尋たずねる。


「あれ、智衣。部活はどうしたんだ？」


「ああ、いいんだよ。今日はちょっと用事があってな。うん、大事な用事なんだ」


　含ふくみでもあるような口調で言うと、智衣は直樹をまっすぐに見た。


「なあ、直樹。まさかとは思うが、紅べに華かと付き合おうなんて思ってるんじゃないだろうな？」


　季代実にされたのと同じ質問の登場だった。


「すぐには決められないよ。会長の気の迷いかもしれないんだし」


　先さき程ほどよりはコンパクトにした答えを口にする。


「そ、そうなのか。そいつは良かったぜ」


　智とも衣いが安あん堵どの表情を浮かべる。


「ひょっとして、それを聞くために僕を追いかけてきたのか？」


「あ、ああ。そんなところだ」


　頷うなずく智衣に、直なお樹きは苦笑した。


「僕が会長に捨てられるんじゃないかって、智衣も心配してくれてたのか」


「え？」


「だから、会長の熱が冷めて僕が捨てられた時のことを心配してくれたんだろ？　ひどく落ち込むんじゃないかって。サンキューな」


　軽く言う直樹に、智衣が声を張り上げる。


「そ、そんなんじゃねーよ！」


　直樹をしっかりと見据すえる。


「オレは、オレはお前が紅べに華かと付き合うのが気に入らないんだ。いや、紅華だけじゃない。他ほかの誰だれとだってダメだ！」


　顔を真っ赤にすると、智衣は半ば叫さけぶように言う。


「直樹！　オレと付き合ってくれ！」


「へっ？」


　思いがけない言葉に、直樹はついポカンとしてしまう。智衣の言葉の意味が、まだ頭の中で処理できていないのだ。


「ああ、もう！　分からない奴やつだな！　オレは、お前のことが好きなんだよ！」


　そのままの勢いで続ける。


「ずっと前、オレが落ち込んでた時に、お前はマラソン大会を企画してオレを元気づけようとしてくれたよな？　さらに、自分の血を牛乳に混ぜてまでしてオレを助けてくれた。そんなお前に、オレは、オレは、オレは」


　すうっと息を吸い込むと、智衣は力ちから一いつ杯ぱいに叫んだ。


「ホレちまったんだ～～～！！！」







　ホレちまったんだ～～～！！！




　　ホレちまったんだ～～～！！！




　　　ホレちまったんだ～～～！！！







　智衣の叫びが、田舎いなかの山々に木霊こだまする。


　……と、


「ちょっと待ってください！！！」


　そんな声と共に、お取り込み中の現場に飛び込んできたのはエリ子だった。


「利と根ね崎ざきセンパイ！　ズルいです！　一人だけ勝手に告白しちゃうなんて！」


　智とも衣いに文句を言ってから、エリ子は直なお樹きに顔を向ける。大きな瞳ひとみを真しん剣けん色に叫さけんで訴うつたえた。


「エリ、高たか村むらセンパイのこと大好きです！　エリが、おじさんに撃うたれそうになった時にかばってくれたあの時からずっと。だからお願いです！　エリを高村センパイの彼女にしてください！」


　智衣の告白だけでもハンマーで後頭部をガツンとされたぐらいの衝しよう撃げきなのに、さらなる一撃だ。冗じよう談だん抜ぬきで意識が飛びそうになってしまう。


「エリ、料理が得意ですから毎日高村センパイのためにお弁当を作ってあげますよ！　あ、家まで行って夕飯を作ってもいいです！」


　自己アピールを始めるエリ子に、負けじと智衣が張り合った。


「直樹！　弁当だったらオレが作ってやる！」


「不器用な利根崎センパイにお弁当なんて作れるはずありませんよ」


「馬ば鹿かにするなよ、エリ子。この間、親おや父じに料理を習って少しはできるようになったんだぜ」


　智衣の家は居い酒ざか屋やだ。村の牛乳を材料に使った、吸きゆう血けつ鬼きでも食べられる料理を提供している。


「だったら食べさせてくださいよ！」


　エリ子に叩たたきつけられた挑ちよう戦せん状を、智衣はがっちりと摑つかみ取った。


「望むところだぜ！　オレの作ったじゃがチーズ揚あげのうまさに悶もん絶ぜつしろよな！」


　直樹の存在をきっぱり無視し、二人は智衣の家の方角へと去っていった。


　一人残された直樹は、まだ呆ぼう然ぜんとしていた。当たり前だ。ダブル告白の威い力りよくはそんな生なま易やさしいものじゃない。


「智衣とエリ子ちゃんが……僕に告白」


　自分の頰ほおをつねった。痛かった。


「夢じゃ……ないんだな」


　しばらくその場で呆ほうけている直樹に、声がかけられる。


「あ、あの、高村さん」


　ゆっくりと首を動かすと、綾あや菜なが立っていた。


「あ、沢さわ田だセンパイ。どうも」


　ぼんやりとしながらも、一応軽く会え釈しやくする。


「珍めずらしいですね。こんなところで会うなんて」


「すみません。ちょっと高村さんにお話ししたいことがあって、それで家を訪ねようとしていたんです」


　申し訳なさそうに綾あや菜なが言う。


「話？」


「はい、その、高たか村むらさんはすごく驚おどろかれると思うんですけど、やっぱりちゃんと話しておかなくちゃって」


　かなり緊きん張ちようしているのだろう。いっぱいいっぱいの様子で直なお樹きに告げる。


「いや、もうこれ以上驚くことなんてないですから」


　力なく笑う直樹だったけど……。


「わ、わたし！　高村さんのことが好きです！」


　顔を真っ赤にした綾菜が口にしたのは、そんな言葉だった。


「えええええ！」


　直樹は驚いた。


　そりゃあもう、驚いた。


「前に、ケーキを食べるっていうわたしの夢を叶かなえるために、高村さんは体を張ってがんばってくれました。あの時から、わたしは、わたしは高村さんのことが」


　綾菜の一いつ所しよ懸けん命めいな言葉も、驚きすぎて呆ぼう然ぜんとしている直樹にはよく聞こえていなかった。
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　自宅のベッドの上に、直樹はゴロンと仰あお向むけに横になっていた。古ぼけた天てん井じようを見上げている。


　夕飯だと呼ぶ父親の声が聞こえていたけれど、後でと叫さけんだら静かになった。


　父一人子一人の父ふ子し家庭だ。父親は今いま頃ごろ、一人寂さびしくもそもそと夕飯を食べていることだろう。少しばかし気の毒かなとも思ったけれど、今は食欲なんてまるでない。


　だって、告白の嵐あらしだったのだから。


　紅べに華かに告白され熱心に口く説どかれているだけでも驚きだったのに、智とも衣い、エリ子、綾菜までもが名乗りを上げてきたのだ。


　女性関係においては惨さん憺たんたるものだったこれまでの人生を思えば、奇き跡せきとしか言いようがない。ただの奇跡じゃない。メガトン級の奇跡だ。


　もちろんこんな経験をしたことなんてないから、直樹はおおいに困こん惑わくしてしまう。


「ドッキリってこと……ないよな」


　そう呟つぶやくも、彼女達の真しん剣けんな瞳ひとみを思い出す。冗じよう談だんって感じじゃなかった。本気ってのがジンジンと伝わってくる瞳だった。


「となると、やっぱり夢なのかも」


　この期ごに及およんでも性しよう懲こりもなく、直なお樹きはそう思った。とりあえず起き上がると軽く壁かべに頭をぶつけてみる。


「夢じゃ……ないな」


　ジンジンとするおでこをさすりながら、直樹は再びベッドに横になった。


　問題はこれからだった。このまま何事もなかったようにってわけにはいかない。


　明日には、何らかの返事をする必要があるだろう。


「クラスの連中も言ってたけど、こんなチャンスなかなかないし。誰だれかと付き合うってのも悪くないのかもしれないな」


　そんなことを呟つぶやいてから、直樹は少女達を思い浮かべる。


　まず最初は、ゴージャスな美少女、紅べに華かだ。


（会長は、あんなに美人でリーダーシップもあるし、すごく素す敵てきな女性だよな。一時の気の迷いとかじゃなく僕のことを好きになってくれているなら、こんな幸運はないぞ）


　続いて、健康美溢あふれる智とも衣い。


（智衣はこれまであんまり女の子ってのを意識したことないけど、よく見れば可か愛わいいよな。何だかんだで一番付き合いやすいし、彼氏彼女になってもわいわい楽しくやれるんだろうな）


　続いて、後こう輩はいのエリ子だ。


（センパイセンパイって慕したってくれるエリ子ちゃんのことは、前から可愛いって思ってたし。料理も上手だし、いつも明るいし。何かと落ち込みやすい僕に元気をくれるかもしれないな）


　最後に考えるのは、大きな眼鏡と胸がチャームポイントの綾あや菜なだ。


（沢さわ田だセンパイは、いつも穏おだやかで優やさしくて。吸きゆう血けつ鬼きだらけの村で精神的に疲つかれていた僕を何度も癒いやしてくれたっけ？　もちろんあの大きな胸も魅み力りよく的だけど、すべてを包み込んでくれるような温かい雰ふん囲い気きは沢田センパイしか持っていないぞ）


　一通り考えたものの、誰か一人を選ぶなんて到とう底ていできなかった。


　甲こう乙おつつけ難がたいぐらいに、みんなみんな魅力的なのだから。


　ああと声を上げると、直樹は腕で顔を覆おおった。


「駄だ目めだ。僕一人じゃ決められないよ。川かわ澄すみにでも相談しなくちゃ」


　そこで、直樹は首を振ふる。


「何考えてんだよ僕。こういうことは自分で決めなきゃならないことじゃないか」


　こんな時でさえ季き代よ実みのことを考えるなんて、自分はどれだけ頼たよってるんだろうって直樹は苦笑した。


（もうちょっと、しっかりしなくちゃな）


　改めて、直樹は考え始める。


　一体誰を選べばいいのか？


　ひたすら真しん剣けんに、直なお樹きは考え続けた。


　誰だれと付き合っても、きっと幸せになれるだろう。そんな気はしている。


　だけど、何とも言えないモヤモヤ感が胸に残っていた。


　選ばなかった少女達に対する申し訳ないという気持ちだけでない、他ほかの理由のモヤモヤ感だった。
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　朝の治ち水すい村だった。


　一人の少年がちゃりちゃり自転車を漕こいでいた。


　高校の制服を着た丸まる坊ぼう主ず頭の少年。そう、二年Ｃ組の問題男子。熊くま谷がいだ。


　その顔は、いつになく引き締しまっていた。さらに、瞳ひとみの奥が燃えている。


「今日こそは、高たか村むらを説得してやるぞ。紅べに華か先せん輩ぱいと付き合うようにって」


　これが、純じゆん粋すいな友情からならまだマシなのだけど、そこは熊谷だ。


「そしたら、高村に頼たのみ込んで紅華先輩のエロエロな写真を撮とってもらうんだ。恋人になってるならきっと可能なはずだから」


　うひひひひひひ。


　思わずぶん殴なぐりたくなるような笑えみを熊谷が浮かべた時だった。茂しげみから、ぬっと人が現れた。


「うわあああ！」


　慌あわてて避さけようとハンドルを切った熊谷は、そのまま道みち端ばたに自転車ごと倒たおれた。


「あたたたたた」


　しこたまぶつけた足をさする熊谷に、その人物がすまなそうに声をかける。


「ああ、すみません。大だい丈じよう夫ぶですか？」


　やたら背の高い男だった。もう夏だというのに、コートを着て手て袋ぶくろをしている。ニット帽ぼうを深くかぶりサングラスを着用。厳重にマスクまでつけていた。


（誰だれだ？　こいつ……）


　熊谷はいぶかし気に男を見つめる。


　ここは、村民全員が吸きゆう血けつ鬼きという秘密を抱かかえている村だ。外から人間が入ってくることを基本的には良しとしていない。


　値ね踏ぶみするような熊谷の視線に気づき、男はマスクの中で軽く笑い声を漏もらした。


「心配いりませんよ」


　男がサングラスとマスクを外す。現れたのは彫ほりの深い顔だ。日本人ではなく西洋人だった。


「君と同じ吸血鬼ですから」


　軽く見開いた男の瞳ひとみが真っ赤に染まるのを見て、熊谷は安あん堵どの息を吐はき出す。


「何だ。驚おどろかさないでくれよ」


　立ち上がり、倒れた自転車を起こす熊谷に男は尋たずねる。


「役場への道を教えてくれませんか？　六十年ぶりで記き憶おくが曖あい昧まいなんです」


　痛い思いをしたことをまだ根に持ってたから、熊谷はぶっきらぼうに道を教える。


「あっちだよ。そこの道をまっすぐ行って、右に曲がると建物が見えるから。分からなくなったらまた別の人に聞いて。俺は忙いそがしいんだから」


　自転車にまたがりチャリチャリと漕こぎ出す熊くま谷がい。だけど、しばらく進んでから自転車を停とめる。


　何かが心に引っかかっていた。何かとてつもなく重大なことを忘れている。そんな気分だ。


　それは、先さき程ほど遭そう遇ぐうした西洋人の男に関係している気がした。


「六十年ぶりにやって来た外国人の吸きゆう血けつ鬼き。六十年ぶりにやって来た外国人の吸血鬼。六十年ぶりにやってきた……」


　三度目にして、熊谷はやっと『とてつもなく重要なこと』を思い出した。


「あああああああああああああああああ！！！」


　熊谷の絶ぜつ叫きようが、朝の田舎いなか道に響ひびいたのだった。
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　目の下にくっきりとしたクマを作り、直なお樹きは登校した。


　もちろんクマの原因は寝ね不ぶ足そくに他ほかならない。明け方近くまでずっと考えていたのだ。


　誰だれを選ぶのかなんて決まっていなかった。


　何とも言えないモヤモヤ感の正体だって、まだ分かっていなかった。


　本音を言えば今日は学校を休んでしまいたかった。だけどこういった時に不便なのは吸血鬼の特性だ。基本的に病気にならないから、風か邪ぜを引いたっていう言い訳が通用しないのだ。


（ああ、智とも衣い達に会ったら何て言えばいいんだろう？　昨日の返事はって詰つめ寄られたら……）


　悩なやむ直樹だけど、待てよと思い直す。


（でも、さすがに告白した翌日だからな。智衣やエリ子ちゃんや沢さわ田だセンパイは、恥はずかしがって声をかけてこないかもしれないぞ）


　そうなったらありがたいと直樹は思った。今はとにかく、ゆっくりと考える時間が欲しいのだ。


　だけど、直樹が上うわ履ばきに履き替かえ廊ろう下かを歩き出した瞬しゆん間かん、声がかけられる。


「直樹！　待ってたぜ！」


「高村センパイ！　待ってましたよ！」


　立ちはだかるのは、智衣とエリ子の二人だった。


　恥ずかしがるどころじゃなく、二人は直樹に向かって同時に叫さけんだ。


「昨日の返事を聞かせろよ！」


「昨日の返事を聞かせてください！」


　真しん剣けんな瞳ひとみを向けられる。


「智とも衣い、エリ子ちゃん」


　タジタジになる直なお樹き。そこに新たな人物が現れる。


「聞き捨てなりませんわね」


　腕うでを組んだ紅べに華かだった。すぐ後ろにはいつものように綾あや菜なが控ひかえている。


「昨日の返事だなんて言ってましたけど、それってどういうことですの？」


　一いつ瞬しゆんだけためらう素そ振ぶりを見せたものの、智衣もエリ子も堂々と言い放った。


「オレ、直樹に告白したんだよ」


「エリを、高たか村むらセンパイの彼女にしてくださいって」


「ぬ、抜ぬけ駆がけですわ！」


　語気を荒あらくする紅華に負けじと、智衣が声を張り上げる。


「冗じよう談だんじゃねーよ。最初に抜け駆けしたのは紅華、お前じゃねーか！」


「そうです。それに、神楽かぐらセンパイはこの間の牛乳の一件から高村センパイのことを好きになったんですよね。エリはもっと前からなんですから！」


　妙みようなところで張り合おうとするエリ子に、智衣が嚙かみ付く。


「ちょっと待て、それで言うなら一番はオレだぜ。何せマラソン大会の時からだからな」


「いつ好きになったかなんて、関係ないと思います！」


　意外にも、そう声を張り上げたのは綾菜だった。


「そのとおりですわ。さすがは綾菜さん。よく分かってますわ」


　綾菜を褒ほめる紅華だけど、すぐに様子は変わった。綾菜は顔を赤らめながらも、紅華の後ろから歩み出て直樹へと近寄る。


「高村さん。昨日の返事、もし良かったら聞かせてください」


　智衣、エリ子、紅華に動どう揺ようが走った。


「綾菜さん、あなたまさか……!?」


「綾菜……お前もなのか？」


　と同時に、危機感も走る。


　何かと控ひかえ目めな性格の綾菜だけど、その胸のボリュームは智衣達だって知っている。それだけでも直樹を虜とりこにする可能性があることを。


　一同が直樹に詰つめ寄った。


「直樹、誰だれを選ぶんだ!?　オレだよな!?」


「高村センパイ！　エリを選んでください！　お願いします！」


「高村クン！　もちろんわたくしですわよね？　そうでなきゃ許しませんわよ」


「高村さん。わたし、真しん剣けんです」


　思えば、こういった状じよう況きようはこれが初めてじゃない。彼女達には何度も詰め寄られている。


　だけど、その理由は直樹の血が目当てだって相場が決まっていた。今回は違ちがう。彼女達が求めているのは血ではない。直なお樹きの心だ。


　この重圧感に比べれば、まだ血を狙ねらわれていた方がマシなのではと直樹は本気で思った。


「直樹！」


「高たか村むらセンパイ！」


「高村クン！」


「高村さん！」


　さらに四人の顔が近づいてくる。


『みんなの気持ちは嬉うれしいよ。だけど突とつ然ぜんのことで、僕もまだ答えを出せないんだ。もう少し、考えさせて欲しい』


　毅き然ぜんとした態度でそう言えれば多少は収まるのだろうけど、経験のない直樹には不可能だった。


（こ～～～なったらもう、全員まとめて！　しかないのか!?）


　焦あせりに焦った直樹の頭は、そんなとんでもない答えを思いつく。


「わ、分かった！　だったら全員……」


　直樹が、最悪の間ま違ちがいを叫さけぼうとした瞬しゆん間かんだった。


「た、たたたたたた！　大変だあああああ！」


　そんな大声と共に、玄げん関かんから飛び込んで来る丸まる坊ぼう主ずの少年がいた。クラスメイトの熊くま谷がいだ。


「やかましい！　今こっちは大事なとこなんだ！　さっさと教室に行けよな！」


　智とも衣いが一いつ喝かつする。お調子者の熊谷だ。いつもならヘラヘラ笑いながら『こりゃまた失礼しました～』なんて立ち去っていただろう。


　だけど、この時は違っていた。血相を変えて声を張り上げる。


「それどころじゃないんだよ！　大変なんだよ！　とんでもないことなんだよ！」


　散々喚わめき散らしてから、熊谷は叫んだ。


「とうとう帰ってきたんだよ！　教会の神父が!?」


　一瞬一同は押し黙だまる。あまりに予想していなかった言葉に、反応ができなかったのだ。


「し、神父様が!?」


　驚おどろきの声を真っ先に上げたのは紅べに華かだった。


　エリオット神父。


　六十年程ほど前、この村に宣教師としてやって来た吸血鬼。うっかり村人に嚙かみ付き、村を吸きゆう血けつ鬼きの村としてしまった張本人だ。


「熊谷クン。それ、本当のことですわね!?　質たちの悪い冗じよう談だんだったら承知しませんわ！　その間ま抜ぬけな口にぎゅうぎゅうにニンニクを詰つめ込みますわよ！」


　紅華の恐おそろしい言葉に、熊谷は青ざめながらも全力で首を振る。


「本当なんだって!?　俺、学校来る途と中ちゆうで妙みような外国人と会ったんだよ。それで！」


　急せき込み、説明する。


「俺はその神父の顔知らないけど、ここまで条件がそろったら間ま違ちがいないだろ!?」


「そうですわね」


　紅べに華かが険しい顔つきで考える。


「六十年ぶりに村にやって来た西洋人の吸きゆう血けつ鬼きといったら、確かにエリオット神父様以外には考えられませんわ」


　エリオット神父の帰き還かん。それは村にとっての一大事だった。


　彼は、この村を吸血鬼の村にしてしまったことに責任を感じ旅立った。


　その目的は、村を元通りにすること。つまり、吸血鬼を人間に戻もどす方法を見つけること。


　そんな彼が戻ってきたということは……。


「吸血鬼を人間に戻す方法を見つけたんだな！」


「エリ達、人間に戻れるんですね!?」


　目を輝かがやかせる智とも衣いとエリ子だけど、紅華は慎しん重ちようだった。


「ま、まだですわ。別人だって可能性もありえますし。ちゃんと確かく認にんいたしませんと。もし仮にその方が本当に神父様だとしても、吸血鬼を人間に戻す方法が見つかったのかどうかまでは分かりませんわ！」


「何だよ紅華。いやに疑り深いじゃねーかよ。まさか、人間に戻りたくないとか言うんじゃねーだろうな？」


　そんなことを言う智衣に、紅華はピシャリと言葉を叩たたきつけた。


「喜んでしまったら、後で間違いだった時に悲しくなるからですわ！」


　紅華はこの村が吸血鬼の村になった時からの住人だ。誰よりも長く吸血鬼として生きている。


　さすがに無神経だったかと、智衣は申し訳なさそうな顔をした。


「とにかく、本当かどうかを確かめるしかありませんわ。急いで役場へ行きませんと。熊くま谷がいクン、このことはまだみんなには秘密にしておくように。もし間違いだったら悲しませることになりますから。いいですわね！」


　強く言われ、熊谷はコクコクと頷うなずいた。


「綾あや菜なさん、行きますわよ」


「は、はい！　ご一いつ緒しよします！」


　綾菜が頷く。


「オレも行くぜ！」


「エリもです！」


　四人がそれぞれ外そと履ばきに履き替かえ、校舎を後にする。


　つい先さき程ほどまで直樹を巡めぐって火花を散らしていたとは思えない息の合いようだった。


　四人がいなくなってから、熊谷はがぜん張り切った様子で鼻息を荒あらくする。


「こうしちゃいられないや！　早くクラスの連中に知らせなきゃ！」


「おい、熊くま谷がい。まだ秘密にするようにって会長に言われたばかりじゃないか」


　直なお樹きが止めるのも聞かず、熊谷は廊ろう下かを突つっ走っていってしまった。吸きゆう血けつ鬼きの力をさらけ出した全速力だ。人間の直樹が追いつけるはずもない。


「しょーがない奴やつだな」


　苦笑したものの、直樹は少しだけ熊谷に感謝する。


　四人に迫せまられ進退窮きわまっていた状じよう況きようから救い出してくれたのだから。


（危なかった。本当に危なかったぞ。もしあそこで熊谷が来てくれなかったら、僕は『全員まとめて！』って叫さけんでたんだからな）


　我ながら自分の狼ろう狽ばいっぷりにひとしきり呆あきれてから、熊谷の話を思い出す。


「もし、熊谷が会ったのが本当にエリオット神父で、人間に戻もどる方法を見つけて帰ってきたんだとしたら……」


　村民は人間に戻り、もう直樹がビクビクする理由もなくなる。


　これからは堂々と髪かみの毛を伸のばし、堂々と普ふ通つうの弁当を食べ、堂々と鼻血を流すことができる。


　告白問題はまだまだ悩なやむところだけど、一つの大きな脅きよう威いが消えることに、直樹は少しホッとしたのだった。
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　治ち水すい村の役場へと、紅べに華から一いつ行こうがやってくる。


　もう始業時間を過ぎてしまっているが、そのことを心配する声は上がらない。


　今後の村の運命を左右する一大事だ。授業どころではなかった。


　役場へと足を踏ふみ入れると、中は騒そう然ぜんとしていた。


　興奮した口調で電話をかける者。歓かん喜きの声を上げている者。むせび泣いている者までいる。


　まず、普ふ通つうでない雰ふん囲い気きだ。


「なあ、紅華。この様子なら間ま違ちがいないんじゃないか？」


　期待のこもった声で智とも衣いは言った。


「ま、まだですわ」


　硬かたい表情で紅華が首を振ふる。


　誰だれよりも長く吸血鬼として過ごしてきた紅華だからこそ、簡単には喜べないのだ。


　そんな紅華に、声がかけられる。


「紅華君!?　紅華君ですね!?」


　奥の部屋から顔を出した西洋人だった。顔をほころばせ歩み寄ってくる。


　紅べに華かが瞳ひとみを大きくした。かすれた声でその名前を口にする。


「エリオット神父様」


「紅華、間ま違ちがいないんだな？　あいつが六十年前にこの村にいた吸きゆう血けつ鬼きの神父なんだな？」


「間違い、ありませんわ」


　頷うなずく紅華のもとへと、エリオットはやって来る。大きな手で紅華の手を握にぎった。


「紅華君。元気そうで何よりです」


「神父様。お久しぶりです」


　軽く会え釈しやくをしてから、紅華ははやる気持ちを押さえきれず尋たずねた。


「神父様がお戻もどりになったってことは、期待してもいいんですわね!?」


　すがるような瞳に、エリオットは大きく頷いてみせる。


「六十年も待たせてしまって申し訳ありませんでした。でも、もう終わりです。この村を、吸血鬼という終わりのない呪のろいから解放する術すべ。私はそれを見つけました」


「わたくし達、人間に戻れますのね」


　これまでブレーキをかけていた喜びを全開にした。


「良かった。本当に良かったですわ」


　嬉うれしさに、紅華の瞳に涙なみだが浮かんだ。


　エリオットが、智とも衣いらに顔を向ける。


「君達は……」


「彼女達は、神父様が旅だった後にこの村の住人になった方々ですわ」


　そう説明してから、紅華は少々バツが悪そうに小声で続けた。


「どうしても吸血鬼の本能を抑おさえることができず、一年に一度だけ」


「ああ、夕ゆう月げつ祭りのことですね。話は聞いています」


　夕月祭り。それは治ち水すい村で七月に行われている夏祭りだ。その実態は、生いけ贄にえを追いかけまわし嚙かみ付き新しい村の住人にするという恐おそろしい吸血鬼の祭りだ。


　何を隠かくそう、昨年の夕月祭りの生贄こそが直樹なのだ。（どうにか未み遂すいに終わったけれど）


「軽けい蔑べつ、なさいますわよね。そんなことをしていたなんて……」


　ゆっくりとエリオットは首を振ふった。


「そんなことはありません。むしろ六十年もの間それだけで本能を抑えられていたことの方が奇き跡せきだと思っています」


　エリオットは、智衣らに深く頭を下げた。


「元はといえば、私が村の住人に嚙み付いてしまったことが原因です。本当なら、皆みなさんはこの村に来ることなく人間として生きていられたはずなのに。すみませんでした」


　確かに大本の原因はエリオットにあるのだけど、こうも丁てい寧ねいに謝られると恐きよう縮しゆくしてしまう。


「い、いいんだぜ。この村はこの村で楽しいし。それに、また人間に戻れるんだから」


「あの、エリオットさん」


　エリ子が軽く右手を上げると、少しだけ心配そうに尋たずねる。


「一体どうやって吸きゆう血けつ鬼きを人間に戻もどすんですか？　やっぱり薬ですか？　エリ、注射じゃないと嬉うれしいんですけど」


「何だエリ子。お前、注射が怖こわいのかよ。ホント、見かけどおりのお子様なんだな」


　馬ば鹿かにしたように智とも衣いが鼻で笑った。


「べ、別に怖いってわけじゃありませんよ！　ただ、できれば飲み薬とかの方がいいかなって思っただけですよーだ！」


　エリ子が歯を見せて、い～～～ってした。


　しょうもない争いをする二人にやれやれと嘆たん息そくしてから、紅べに華かもエリオットに尋ねる。


「神父様。それはわたくしも知りたいですわ。一体どうすれば、吸血鬼という呪のろいが解けるのか」


「難しい方法ではありません。皆みなさんは耳を澄すませているだけでいいんです」


　エリオットの説明に、一同はそろって小首を傾かしげる。


　その直後だった。コートに手て袋ぶくろにニット帽ぼうにサングラスにマスクという怪あやしい格好をした男が役場へと入ってくる。


　サングラスを外しマスクをずらした。役場の若い職員だ。


「あの、神父様。頼たのまれていた荷物。回収してきましたけど」


「ありがとう」


　お礼を口にすると、エリオットは紅華らに顔を向ける。


「これが、この村を吸血鬼の呪いから救う道具です」


　エリオットと共に、紅華達は役場の駐ちゆう車しや場へと出た。他ほかの役場職員達も集まってくる。


　一台の軽トラックが停とまっている。荷台には、うずくまった大人が簡単に入れてしまうほどの大きさの木箱が置かれていた。


「最初は、村の役場に直接送るつもりだったんです。でも、人間の運送業者が村に入ってくるのが心配になって、近くの営業所に留め置いてもらうよう依い頼らいしていたんです。それで、さっき大至急役場の方に取りに行ってもらったんですよ」


　役場の職員の怪しい格好は、昼間村を出るためのものだったようだ。


　職員の手によって、木箱が荷台から下ろされた。


「ありがとうございます。後は私が」


　エリオットは木箱へと歩み寄った。その瞳ひとみが真っ赤に染まり、指先から鋭するどい爪つめが伸のびる。


　吸血鬼の怪かい力りきで、木箱の蓋ふたがこじ開けられた。ぎっしりと詰つまった緩かん衝しよう材の中、鈍にぶい銀色を放つ物体が収められている。


「鐘かね…ですわ」


　紅べに華かが呟つぶやく。


　実際それは鐘かねだった。大きさはそれほどでもない。大人が抱かかえられるぐらいだろうか？


　もっとも、その重さはかなりのものだろうけど。


　うっすらと、何か文字のようなものが刻み込まれている。


「祝福を与あたえられた特別な鐘です。ヨーロッパの古城で見つけた後、私が魔ま法ほう式しきを彫ほり込み完成させました」


　エリオットは、教会のある方向へと目を向けた。


「この鐘を教会に設置し鳴り響ひびかせれば、それだけでこの村は吸きゆう血けつ鬼きという終わりのない呪のろいから解放されます」


　ただ、鐘を鳴らすだけ。


　エリオットに知らされた方法は、あまりに簡単すぎるものだった。


　だけど、疑いを抱いだく者などいない。


　吸血鬼というものが、得体の知れない呪いのようなものだってことは、長く生きている吸血鬼であればあるほど骨ほね身みに染しみて理解していた。


　だからこそ、聖なる鐘の音で浄じよう化かされるというのが、実にしっくりと受け入れられたのだ。


「ただし、鐘を鳴らすのはいつでもいいというわけではありません。星の巡めぐりも関係していますから。今晩の午前０時から夜明けまでの数時間。その間に鐘を鳴らさなければ、また次のチャンスは数十年先になってしまいます。間に合って本当に良かった」


　しみじみとエリオットが息を吐はき出した。


「明日の朝には、この村は戻もどっているはずです。この村の本来の姿に」
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　時刻は午後の十一時を少し回った頃ころだった。


　明るい月明かりの下、直なお樹きは山道を歩いていた。手にしたリードの先には、高たか村むら家の眉まゆ毛げ犬けん、マロがいる。


　直樹がマロと共に向かっているのは、治ち水すい村の教会だった。この山道を登った先に建てられている。


（それにしても、吸きゆう血けつ鬼きを人間に戻もどす方法が鐘かねの音だったなんてな）


　エリオット神父の帰き還かんの情報は、大々的に発表された。


　村はもうお祭り騒さわぎ。学校だって授業どころじゃないと休みになったぐらいだ。


　エリオットが、吸血鬼を人間に戻す方法を見つけてきたこと。それが、特別な鐘の音だということも今は周知の事実だ。


　鐘は、午前０時に鳴らされることも、村内放送で伝えられている。


　別に村のどこにいようが関係ないようだが、それでも心配だから直樹はこうやって教会を目指していた。


「マロ、お前のためなんだからな。うっかり鐘の音を聞き逃のがして吸血犬のままだったりしたら困るんだから」


「ばうばう！」


　深夜の散歩が嬉うれしいのか、尻しつ尾ぽをブリブリと動かしながら歩くマロ。吸血犬だから薄うす暗ぐらくても問題ない。ついでに言えば、力だって猛もう獣じゆう並みにパワーアップしている。


「こら、マロ。そんなに引っ張るんじゃない。こっちはお前と違ちがって夜よ目めがきかないんだから」


　マロに引っ張られるようにして夜道を歩くことしばらく、前方に教会が見えた。こじんまりとしているが落ち着いた雰ふん囲い気きの建物だ。月明かりに照らされ、幻げん想そう的な美しさをかもし出している。


　その周りに、たくさんの村人達が集まっていた。


　足を止め賑にぎやかな教会を眺ながめる直樹に、声が届く。


「直樹じゃねーか！」


　走ってきたのは智とも衣いだった。


　昨日の告白を思い出し、かなり気き恥はずかしくなる直樹。だけど智衣はまるでそんなことなかったかのように話しかけてくる。


「意外だったぜ。夜の山道を歩くのも大変だし、てっきり家で大人しくしてるもんだと思ってたんだ」


　いつもどおりの智とも衣いの様子に、少しホッとしながら直なお樹きは答えた。


「そのつもりだったんだけどね。ほら、うちにはこいつがいるだろ？」


　智衣の足元にじゃれついているマロを示す。


「教会から遠いせいで元の犬に戻もどれなかったら大変だと思って、念のため連れてきたんだ」


「その気持ち、分かるぜ。村のどこにいたって大だい丈じよう夫ぶだとは聞いてるが、やっぱり近い方が確実のような気がするからな」


　智衣が頷うなずく。


「オレだって、ここに来たのは半分くらいそんな理由だぜ」


「じゃあ、残り半分は何だ？」


　直樹の質問に、智衣は当たり前だといった様子で答えた。


「もちろん、決定的瞬しゆん間かんを見逃のがさないためさ。紅べに華かや綾あや菜な、エリ子も同じ気持ちだろ」


「えっ!?　ってことは、みんな来てるってこと？」


　今朝、高校にて行われた乙おと女めのバトルが頭を過よぎる。


「あ、智衣。僕、ちょっと家で用事があったんだ。悪いけど、マロのこと頼たのむ」


　逃とう亡ぼうを試みる直樹だったけど、無残にも失敗に終わった。智衣が教会の方へ向くと大きく手を振ふったのだ。


「お～～～い！　直樹が来てるぞ～～～！」


　まずエリ子が、続いて紅華と綾菜が直樹のもとへとやって来る。


　朝のメンバーが勢ぞろいだ。


　再びあのバトルが勃ぼつ発ぱつするのではなかろうか？　そして直樹に結論を求めてくるのではないか？


　そんな危機感で一いつ杯ぱいになる直樹。


　でも、心配は無用だった。


「高村センパイも来たんですね。やっぱり、こんなイベント見逃せないですよね」


「この村が生まれ変わる瞬間ですもの。住人として立ち会う義務がありますわ」


「わたし、家でじっとしてるなんてできません。いてもたってもいられないんです」


　人間に戻れることが、嬉うれしくてたまらないのだろう。その興奮で、朝のバトルのことなんてすっかり失念してくれているようだ。


　直樹にとっては、ありがたいことこの上なかった。


（良かった、どうやら修しゆ羅ら場ばにはならずにすみそうだぞ）


　心の底からホッとしてから、直樹は尋たずねる。


「それで、例の特別な鐘かねはもうここにあるの？」


「まだですわよ。もう少ししたら、運ばれてくるはずですわ」


　紅華が説明する。


「早くに取り付けたら、気がせいた村の方が勝手に鳴らしかねないですもの。それが原因で不具合が生じてしまったら大変ですわ」


　教会の周りに集まった村人達の興奮度ど合あいを考えれば、当然の配はい慮りよだろう。


「ああ、楽しみだな。一時間後にはオレは人間に戻もどってんのか」


　智とも衣いが、はしゃぐように言った。


「オレ、人間になったら晴れた空の下で思いっきり走るつもりなんだ。きっとスッゲー気持ちいいはずだぜ」


「エリは、いろいろな料理を作ってみんなに食べてもらうんです」


　エリ子も、希望を口にする。


「わたしは、やっぱりケーキを食べに行きたい…ですね」


　少し恥はずかしそうに綾あや菜なが呟つぶやいた。


　これまで、夢でしかなかったことが現実になろうとしている。彼女達の希望に満ちた瞳ひとみに、直なお樹きも何だか嬉うれしい気分になった。


　だからこそ、紅べに華かに向かってこんな質問をしてしまった。


「会長は、人間になったら何かしたいこととかあるんですか？」


　それが、悲劇の始まりだった。


「そうですわね……」


　少しだけ考えてから、紅華が目を細め直樹を見る。直樹に猛もう烈れつアタックをしていた時の、恋する乙おと女めの瞳だ。


　艶つやっぽい口調で、紅華は言った。


「人間になったら、高たか村むらクンと時間を気にせず思いきりデートいたしますわ。旅行なんかも悪くありませんわね」


　休戦していた乙女の戦いに、再び火がついた瞬しゆん間かんだった。


「おい、紅華。お前何言ってんだよ!?　まだ直樹がお前と付き合うって決まったわけじゃないじゃねーかよ！」


「そーです！　神楽かぐらセンパイ！　高村センパイはエリの彼氏になってくれるんです！　デートならエリとするんです！」


　どさくさに紛まぎれてエリ子がそう主張する。


「あ、あの、わたしだって、高村さんとスイーツの食べ歩きなんかをするつもりですから」


　おずおずと、だけど毅き然ぜんとした顔つきで綾菜が言う。


　お互たがいがお互いを睨にらみ合う緊きん迫ぱくした時間がしばし流れる。


「分かりましたわ。それなら今度こそ、ここでハッキリとさせましょう。一体誰だれが高村クンの彼女になるのか」


「おお、いいぜ。直樹に決めてもらおうじゃないか」


　異存はないと一同頷うなずき、そろって直なお樹きへと顔を向ける。


「おい、直樹！」


「高たか村むらセンパイ！」


「高村さん！」


「高村クン！」


　残念ながらそこに、直樹の姿はなかった。


　地面にちょこんと座ったマロが、ピンク色の舌を見せはあはあと息をしているだけだった。


「逃にげましたわね！　高村クン！」


　紅べに華かの声が、夜の山道に響ひびいた。
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　実際逃げていた。


　紅華のデートする発言に智とも衣いが嚙かみ付いたあたりで、最終的には自分に矛ほこ先さきが向けられると予想しこっそりとその場を後にしていたのだ。


　こういった危機察知能力はこの村に来てから培つちかわれたものだろう。捕ほ食しよく者たる吸きゆう血けつ鬼きに囲まれているうちに研とぎ澄すまされたようだ。


　山道を少し外れた林の中で、直樹はふうと息を吐はき出した。


「危ないところだったぞ」


　助かったと額の汗あせを拭ぬぐう直樹だけど、その表情が曇くもる。自己嫌けん悪おの顔だ。


「逃げるなんて、卑ひ怯きようだよな…僕」


　まっすぐな想おもいをぶつけてくれる少女達。本当ならその気持ちを受け止め、ちゃんとした答えを出さなければならない。それが男として当然の役目だと直樹は思った。


　だけど、やっぱりまだ答えは出ていなかった。今、彼女達に立ち向かったら、またパニックを起こして『ぜ、全員まとめて！』　なんてことを言い出しかねない危あやうい状態なのだ。


　直樹は近くの木に寄りかかると、夜空を見上げた。昼間とは違ちがって雲一つない空には、真ん丸い月が輝かがやいている。


　ぼんやりと月を眺ながめながら、直樹は呟つぶやく。


「本当、どーしたらいいんだろ？　僕」


　次の瞬しゆん間かん、耳元で囁ささやかれる。


「悩なやんでるみたいね。直樹君」


「うわあ！」


　突とつ然ぜんのことで驚おどろき、慌あわてて首を動かす。


　そこにいたのは、私服姿の季き代よ実みだった。


「な、何だよ。川かわ澄すみか。驚おどろかすなよ」


　唇くちびるを尖とがらせる直なお樹きに、季き代よ実みがクスクスと笑う。


「ごめんね。教会に行く途と中ちゆう、林の中に入っていく直樹君を見つけたから。ちょっと驚かしたくなっちゃって」


　季代実が、直樹の顔を見る。


「やっぱり、悩なやんでるのは会長のこと？」


「もちろん、それもあるけど……」


　歯切れの悪い直樹の様子を見て、季代実はこう言った。


「ひょっとして、智とも衣いさんやエリ子ちゃん、沢さわ田だ先せん輩ぱいにも告白されてるとか？」


「どうして!?」


「やっぱり…ね」


　思ったとおりだと、季代実は息を吐はいた。


「みんなが、直樹君のこと好きなのは分かってたから。会長に感化されみんな大だい胆たんになったのね」


　冷静に分ぶん析せきする。


　知られてしまったからには秘密にする必要もない。直樹は思いきって悩みをぶつける。


「そうなんだよ。会長一人の告白でもこっちはいっぱいいっぱいになってるってのに、智衣にエリ子ちゃん、さらに沢田センパイまでもなんて」


　直樹は頭を抱かかえる。


「情けない話だけど、いっそ逃にげ出したくなるよ」


　苦笑する直樹に、季代実はゆっくりと首を横に振ふる。


「直樹君は、情けなくなんかないわ。そんなに悩んでるってことは、それだけ真しん剣けんにみんなのことを考えてるってことよ」


　穏おだやかな口調で季代実は続ける。


「ゆっくり時間をかけていいと思うの。直樹君が真剣に考えてるってことが伝われば、みんなだって待ってくれるはずよ」


　季代実にそう言われると、何だか焦あせっていた心が穏やかになっていく。


「そっか、そうだよな。焦ったって、しょうがないもんな」


　直樹の顔に、やわらかい笑えみが浮かぶ。


「川澄、本当にサンキューな。おかげで楽になったよ」


「いいのよ。ゆっくり考えて欲しいっていうのは私のためでもあるんだから」


　季代実は、聞き取れないぐらい小さな声で囁ささやいた。


「私も、立候補するから」


「えっ？」


「だから、私も立候補するから。直なお樹き君の、彼女に」


　顔を真っ赤にしそれだけ言い切ると、季き代よ実みは小走りに駆かけ出した。よほど恥はずかしかったのだろう。こちらを見ることなく林を後にする。


「立候補…彼女に…」


　直樹は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくす。


「それってつまり、告白ってことだよな？」


　紅べに華か、智とも衣い、エリ子、綾あや菜なに続き、季代実までもが名乗りを上げたのだ。


「そんな、噓うそだろ。川かわ澄すみが…僕のこと」


　直樹の顔が真っ赤になる。


「そんな、噓だろ」


　心臓がドキドキと強く鼓こ動どうした。これまで誰だれに告白された時よりもずっと、穏おだやかではいられない。


　だけど、それは不快なものではない。むしろ嬉うれしさがこみ上げてくる。


（もしかして僕、川澄のこと……）


　紅華、智衣、エリ子、綾菜。誰と付き合うことを想像しても胸に湧わき上がっていたモヤモヤ感。その正体が何なのか、直樹が気づきかけた時だった。


「いいか、手て筈はずどおりやるんだぜ」


「ああ、分かってるさ。木箱を載のせたトラックが来たら、発はつ煙えん筒とうを投げつければいいんだな。で、トラックが停とまって運転手が降りてきたら……」


「そうだ。そのままトラックを奪うばって走り去る。隠かくしてある車に木箱を移し、後は逃にげるだけだ」


　そんな声と共に、茂しげみをかき分け三人の男が姿を現した。黒っぽい服を着て手には手て袋ぶくろまでしている。何だか怪あやしい雰ふん囲い気きだ。


　まさかこんなところに人がいるとは思わなかったのだろう。ポツンと立っている直樹に、男達は体をビクつかせ驚おどろいた。


「お前は!?　村の奴やつか!?」


　直樹だって驚いた。男達の顔に丸っきり見覚えがないからだ。つまり、村の住人ではない。人間だってことだ。


　この村は大きな秘密を抱かかえてるが故ゆえに、外から来る人間に寛かん大だいではない。


　見つかったら、タダじゃすまないだろう。


　どうせもうすぐ人間に戻もどるならと、盛大に吸血パーティーでも開こうなんて考える可能性だってあるのだ。


「あんたら、早くこの村から！」


　慌あわてて忠告する直樹の口が男によって塞ふさがれる。


「こいつ、どうする？」


「縛しばって転がしておくか？」


「おい、軽トラックが来たぞ！」


「急がなきゃ通り過ぎちまう」


　矢や継つぎ早ばやに言われ、リーダー格の男は仕方ないとばかしに叫さけんだ。


「ええい、顔も見られたし、とりあえず連れていくぞ！」


　男達は、目と鼻と口しか出ない覆ふく面めんをすると、行動を開始する。


　漠ばく然ぜんとだけど、直なお樹きは悟さとった。


（どうやら、僕は何かに巻き込まれたようだぞ）


　って。
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「まったく、直樹の奴やつ。どこに行きやがったんだよ。大事な話をしてた時だったのによ」


　智とも衣いが不満を口にする。


「本当です。せっかく高たか村むらセンパイの口から、エリ子ちゃんを彼女にするって聞けると思ったのに」


　隣となりで呟つぶやくエリ子を智衣が睨にらんだ。


「勝手なこと言ってんじゃねーよ。直樹がお前みたいなお子様を選ぶはずないだろ！」


「利と根ね崎ざきセンパイみたいな、男の子みたいな女の子は選んでもらえるって言うんですか？」


　挑ちよう戦せん的に言い返すエリ子。


　バチバチと火花が散った。普ふ段だんから何かと張り合っている二人だから火がつきやすいのだ。


「利根崎さんも鳩はと羽ばさんも落ち着いて」


　本格的なケンカになりそうだと、綾あや菜なが割って入りやんわりと二人を制する。


　二人は火花をバチバチと散らすのを止やめた。その視線は、私服姿の綾菜の胸むな元もとへ注がれている。


　圧あつ倒とうされるぐらいのボリュームだ。制服時よりもパワーアップして見える。


　スレンダーな体型の智衣。言うまでもなくお子様なエリ子。二人にとっては、実に羨うらやましい限りだった。嫉しつ妬との炎ほのおすら燃え上がってしまう。


「綾菜、この胸で直樹を誘ゆう惑わくするつもりなんだな!?」


「ズルいです！　沢さわ田だセンパイ！　不公平ですよ！」


　悔くやしくなった二人は、無ぶ遠えん慮りよに綾菜の胸に手を伸のばした。


「ちょ、お二人とも止やめてください！　そんな、駄だ目めです！」


　綾菜が顔を赤くし必死に抵てい抗こうしている時だ。季き代よ実みが道を歩いてくる。


　綾あや菜なの胸を揉もんでいる智とも衣いとエリ子を見て、不思議そうな顔をする。


「何をしてるの？」


「おっ、季き代よ実みかお前も一いつ緒しよに揉んでやれよ！」


「恵めぐまれすぎている沢さわ田だセンパイへのおしおきです！」


「あああ、季代実さん。助けてください～～～」


　綾菜が悲鳴を上げる。


　呆あきれたようにため息をつくと、季代実は口を開いた。


「もうすぐ人間に戻もどるんでしょ？　そしたら二人だって胸が大きくなる可能性だってあるんじゃない？」


「そうだ！」


「それです！」


　智衣とエリ子はようやく綾菜へのいやがらせを止やめた。


「これまで成長が止まってたが、これからは違ちがうんだったな」


「エリなんかたちまち大人っぽい女性になっちゃいますよ。もちろん胸だって」


　都合のいい妄もう想そうを浮かべているところへ、紅べに華かがやって来る。


　うかない顔で、道の向こうを見やる。


「おかしいですわね。そろそろ到とう着ちやくしてもいい頃ころですのに」


「会長、どうかしたんですか？」


　そう質問する季代実をチラリ見ると、紅華は手短に説明した。


「役場から鐘かねが運ばれてくることになってますの。三十分前にはと聞いてましたけど、少し遅おくれてるようですわ」


「そいつは困るぜ！」


「それは困ります！」


　智衣とエリ子がキレイにハモった。


「オレ、ちょっと見てくる！」


「エリも行きます！」


　二人が走り出そうとした時だった。向こうから一人の男が走ってくるのが見える。


　役場の職員だった。


　紅華のもとまでやって来た職員は、真っ青な顔をして言う。


「大変です！　か、鐘が、鐘が奪うばわれてしまいました！」


「何ですって！」


　紅華が表情を強こわ張ばらせた。


「どういうことですの!?」


　職員に詰きつ問もん口調で尋たずねる。


「いきなり前方に煙けむりが出てきて、慌あわてて車を停とめ様子を見に行ったんです。そしたら、鐘かねを載のせたトラックが奪うばわれ、そのまま走り去っていって」


「何をしてますの!?　トラックなんて追いかければいいだけですわよ！」


　無茶を言っているようだけれども、相手だって吸きゆう血けつ鬼きだ。本気を出せば山道を走る軽トラぐらい簡単に追いつけるに決まっている。


「そうしたかったのはヤマヤマなんです。だけど、煙が目や鼻に染しみてそれどころじゃ」


　なまじ吸血鬼化して嗅きゆう覚かくが敏びん感かんになっているのが不運だったようだ。


　何事かと思い集まってきた村人達も、この非常事態を耳にする。


「鐘が奪われたって!?」


「大変だ、すぐに探さなきゃ」


　辺りは騒そう然ぜんとなった。


「犯人は？　犯人は誰だれですの？」


　紅べに華かに詰きつ問もんされた職員は、たどたどしく答えた。


「みんな覆ふく面めんをかぶっていたけど、一人だけ顔を出している男がいました。チラッとしか見えなかったけど間ま違ちがいありません。高たか村むらさんとこの直なお樹き君です！」


「お前！　適当なこと言うなよ！」


　智とも衣いが食ってかかるも、もう一人の職員も間違いないと主張する。


「自分も見た。間違いなくあれは高村直樹だった」


「高村だって？」


「どうして鐘を奪ったりしたんだ？」


「吸血鬼になりたてで、まだ人間に戻もどりたくないとか？」


「私達の気持ちも知らずに、許せない」


　村人達の瞳ひとみが、怒いかりで真っ赤に染まる。


「高村を探せ！」


「鐘を奪ったことを後こう悔かいさせてやるんだ！」


　村人達の瞳は真っ赤に染まっていた。ニュッと牙きばが突とつ出しゆつし、爪つめだって鋭するどく伸のびている。


　吸血鬼の本質は人の生き血をすするモンスターだ。


　怒りで本能を爆ばく発はつさせた村人達は、とてつもなく危険な存在だった。


　村人達が夜の林へと散っていく。もちろんその目的は奇き跡せきを呼ぶ鐘を奪った犯人、高村直樹を捕とらえるためだ。


　残されたのは、直樹をよく知るお馴な染じみのメンバーだ。


「ったく、直樹が犯人のはずがないだろ！」


　吐はき捨てるような智衣の叫さけびに、一同こっくりと頷うなずく。


「そうですよ。高村センパイがそんなことするはずありません！」


　エリ子も断言する。


「だとすると、考えられる可能性は……」


　紅べに華かに続き、季き代よ実みが結論を口にした。


「直なお樹き君、巻き込まれたのね」


　一同納なつ得とくとばかしに渋しぶい顔をする。


「と、とにかく村の連中よりも早くに直樹を見つけなきゃだぞ！　あの様子じゃ血祭りに上げられちまう！」


「それだけじゃありませんよ！　その最中に高たか村むらセンパイが人間だってこともバレたりしたら、みんな喜んで嚙かみ付いちゃいます！」


「そんなことになったら、高村さんがミイラに……」


　綾あや菜ながゾゾッと青ざめた。


「冗じよう談だんじゃありませんわ！　誰だれかに吸われるぐらいなら恋人になるわたくしがいただきますわ！」


　紅華の叫さけびに、智とも衣い、エリ子、綾菜が敏びん感かんに反応する。


「おい、紅華。聞き捨てならないぜ！」


「高村センパイの彼女になるのはエリです！　だからエリが嚙み付くんです！」


「わ、わたしだって、高村さんの血を吸いたいです！」


　原点回帰したかのような言い争いを、季代実が冷静に止める。


「みんな、落ち着いて。今は直樹君を見つけることの方が大事よ」


「そうか、そうだったぜ」


「このままじゃ、高村クンのピンチですものね」


　紅華、智衣が直樹捜そう索さくのため飛び立っていく。少し遅おくれて綾菜とエリ子もそれに続く。


　季代実も向かおうとした時だった。足元からその声が聞こえた。


「ばうばう～～～ん♪」


　マロがピンク色の舌を出してハアハアと息をしていた。短い尻しつ尾ぽをパタパタ振ふっている。実に嬉うれしそうだった。


　もちろん、こんなにもご機き嫌げんなのだからご主人様のピンチなんて理解していない。急に騒さわがしくなってテンションが上がってしまったのだ。実に困った犬だ。


「犬って、嗅きゆう覚かくがすごかったわね。それが吸血犬なら……」


　季代実はしゃがみ込みマロと視線を合わせる。


「マロちゃん。直樹君の匂においをたどれる？　あなたの飼い主、直樹君よ」


「ばうばう」


　マロは任せておけと言わんばかりに二度吠ほえると、地面に鼻を擦こすりつけ歩き出す。


「直樹君とマロちゃんとの絆きずなに、かけてみるしかないわね」


　ポツリと呟つぶやくと、季き代よ実みはマロの後を追いかけたのだった。








　　　　４




　軽トラックに乗っていたのはほんのしばらくだった。すぐに、茂しげみに隠かくしてあった別の車へと乗り換かえる。小さなバンだ。木箱も、三人がかりで運ばれ後ろの荷台へと収められた。


　直なお樹きはというと、両手を後ろで縛しばられ後部座席に放ほうり込まれていた。


　男が、ハンドルを握にぎり興奮気味にしゃべった。


「やったぜ、やってやったぜ。これで俺達は大金持ちだ!?」


「だけどよ、本当にアレ、高く売れるのか？」


　助手席の男が顎あごで後ろを指す。


「ああ、間ま違ちがいない。俺んとこの倉庫で預かっている間に、こっそり蓋ふたを開けて中を覗のぞいたんだよ。詳くわしい先せん輩ぱいがいて教えてくれたよ。あれはかなり値打ちだって。溶とかして売ったとしても相当な額になるらしいぜ。こんな田舎いなかの教会にはもったいない鐘かねだぜ」


　この時になって、直樹は初めて男達が奪うばったものが鐘だと知った。


　そういえば、紅華がもうすぐ鐘が運ばれてくるようなことを言っていたような気がする。


（こいつらは人間で、あの鐘に価値があると知って奪いに来たんだ）


　普ふ通つうだったら、こんなことはまず成功しなかっただろう。しつこいようだけどこの村は、吸きゆう血けつ鬼きだらけの物ぶつ騒そうな村。外からの侵しん入にゆう者にはすこぶる厳しく目を光らせている。


　だけど、エリオットの帰き還かん、及および人間に戻もどれるという朗ろう報ほう。この二つにより、村人達はすっかりうかれてしまっていた。緊きん張ちよう感が緩ゆるみきっていたのだった。


　大金を手にしたらどうするかを話し出す男達に、直樹は強い憤いきどおりを感じる。


「ふざけるな！」


　直樹は叫さけんだ。


「あの鐘で、六十年越ごしの夢がやっと叶かなうんだぞ！　今すぐ引き返して鐘を返すんだ！」


　男達が笑い出す。実に馬ば鹿かにしたような笑いだ。


　車はかなりのスピードで山道を走っている。このままでは村を出てしまいそうだ。


　何としてでも、鐘をこのまま失うわけにはいかない。焦あせった直樹は大声で喚わめき散らす。


「鐘はここだ！　鐘はここだぞ！」


　吸血鬼の鋭するどい聴ちよう覚かくがこの声を捉とらえてくれることを祈いのるが、やかましいと丸めた手て袋ぶくろを口に押し込まれる。


　それでも直樹は諦あきらめなかった。滅めつ多たやたらと暴れ回った結果、後ろで手を縛っていた紐ひもが緩み両手が自由になる。


「停とめろおおおおおおおお！」


　直なお樹きは前の座席へ身を乗り出すと、ハンドルを思いきり握にぎり回す。もはや無む我が夢む中ちゆうだった。


「バ、バカ！！！」


　直樹を殴なぐりつけハンドルから手を離はなさせるも、車は大きくカーブする。急ブレーキをかけたが間に合わない。山道を外れた車は坂を転げ落ち木々をなぎ倒たおしようやく停止した。


　怪け我が人こそ出なかったものの、再び車を元の道に戻もどすのは至難の業わざだろう。


　とりあえず車を立たち往おう生じようさせることには成功したが、誰だれかに見つけてもらわないことにはどうにもならない。


　直樹は扉とびらを開け外へと飛び出した。誰かにこのことを知らせるために全速力で坂を駆かけ上る。


「待て！」


「追いかけろ！」


　男達が後ろから追いかけてくる。足の速さにはわりと自信のある直樹だったけど、先さき程ほどの衝しよう撃げきで右足をひねってしまったのか、なかなか思うようにスピードが出ない。


　そのうち根負けして諦あきらめてくれるかと思いきや、男達はなかなか諦めてくれなかった。執しつ拗ように直樹を追いかける。


　暗い山道、転がっていた木の枝を踏ふみつけたのが不運の始まりだった。バランスを崩くずし直樹は転ぶ。


　起き上がると、男達に囲まれていた。


　計画を邪じや魔まされたうえに、さんざっぱら走らされたのが良くなかった。怒いかりで瞳ひとみがギラついている。


「よくもやってくれたな！」


「くそっ、携けい帯たいも圏けん外がいだ！　誰かを呼ぶことすらできないぜ！」


「余計な手間をかけさせやがって！」


　一人の男がポケットからナイフを取り出し直樹へと突つきつける。思わずゴクリと喉のどを鳴らす直樹。


　と、その時だった。


　弾だん丸がんのように飛んできた丸い物体が、男の手からナイフを奪うばって着地する。


「な、何だ!?」


　そこにいたのは、間ま抜ぬけな眉まゆ毛げが特とく徴ちよう的な一匹ぴきの犬、マロだ。口にナイフをくわえている。


　さすがにお間抜けなマロでも、飼い主のピンチは理解したのだろう。真っ赤に染まった瞳を向け、低く唸うなる。


　バキバキと音を立てて、ナイフが砕くだけ散る。


「バ、バカな」


「ウソだろ？」


　男達が信じられないって声を出した直後だった。暗くら闇やみの中から音もなく季き代よ実みが姿を現した。


「川かわ澄すみ!?」


「やっと見つけたわ。直なお樹き君」


　ホッと息を吐はき出してから、季き代よ実みは砕くだかれたナイフと男達に向かって唸うなるマロを見る。


「よくは分からないけれど、危ないところだったみたいね」


　ゆっくりと視線を男達へと向けた。


　まだこの時には、男達には余よ裕ゆうってのがあった。だって相手は華きや奢しやな少女だ。脅きよう威いであるはずがない。


　さっき、犬がナイフを嚙かみ砕くだいたのだって何かの見間ま違ちがいだ。そうに決まっている。


　そんな都合の良い解かい釈しやくをする。


「悪いけど、私、少しだけ怒おこってるから」


　季代実の瞳ひとみが真っ赤に染まった。口からは牙きばが突つき出し、指先から鋭するどい爪つめが伸のびる。


　そして、季代実が男達に襲おそい掛かかる。


「ぎゃあああああああ！」


　男達の悲鳴が辺りに響ひびき渡わたった。








「運送会社の営業所の人間ね。そこで鐘かねのことを知って、奪うばう計画を立てたんだわ」


　ロープで木に縛しばりつけた男達を見ながら、季代実が呟つぶやく。


　直樹から事のあらましを聞いたから、推すい測そくするには難かたくなかった。


　ちなみに、三人にもはや意識はない。怒った季代実の一いち撃げきで、軽く昏こん倒とうしてしまっているのだ。


「助かったよ。危ないところだったから」


　お礼を言ってから、直樹は少し心配になり尋たずねる。


「でも川澄、ちょっと大だい胆たんすぎたんじゃないか？　嚙み付かなかったとはいえ、吸きゆう血けつ鬼きの力を全開にしてぶちのめすなんて」


「大だい丈じよう夫ぶよ。誰だれかに話したってきっと信じないだろうし」


　それに……と、季代実は付け加える。


「私を含ふくめて、この村の吸血鬼はあと一時間足らずで人間に戻もどるんだから。直樹君が守ってくれた鐘の力でね」


　そう言われると、直樹は何だか照れ臭くさいようなこそばゆいような気持ちになってくる。


「でも直樹君もちょっと無茶すぎたわ。車のハンドルを無理矢理回すなんて。もし大怪け我がしてたらどうするの」


　季代実が、まっすぐな瞳で直樹を見る。


「いくら鐘が無事で、私が人間に戻れても、そこに直樹君がいなかったら意味ないんだからね」


「川かわ澄すみ……」


　直なお樹きの胸がドキンと鳴った。


「川澄、僕は、僕はもしかしたら……」


　少しばかしいい雰ふん囲い気きになりかけた時だった。


「高たか村むらクン！」


「直なお樹き！」


「高村センパイ！」


「高村さん！」


　紅べに華か、智とも衣い、エリ子、綾あや菜なの登場だった。


「一体どういうことですの!?　高村クンが鐘かねを奪うばったって大おお騒さわぎですわよ!?」


「直樹、一体何に巻き込まれた？　悪いのは誰だれなんだ？　オレがぶっ飛ばしてやるからよ！」


　ちゃんと説明しないと騒ぎは収まりそうになかったから、直樹は手短に事の次し第だいを説明する。


「なるほど、そういうことでしたのね」


「直樹が鐘を守ったんだな」


「さすがです、高村センパイ」


「高村さん」


　憧あこがれの眼まな差ざしで見つめられ、直樹は妙みように照れ臭くさくなってしまう。


「さ、急いで鐘を教会へと持っていきませんと」


「直樹、鐘は？」


「そこの坂を下りたとこの車の中にあるけど。あ、でも重いから一人じゃ」


　余計な心配だった。坂を下りていった智衣は、軽々と木箱を担かつぎ上げ戻もどってくる。


「さ、行こうぜ」


「鐘を守った高村クンの功績をみなさんに伝えませんとね。それで妙な誤解も解けるはずですわ」


　意気揚よう々ようと、教会への道を歩き出す紅華達。


「行こ、直樹君」


「あ、ああ」


　先さき程ほどのことがあるから、少々照れ臭いような気持ちで直樹も歩き出す。


（別に、急ぐことはないんだ）


　心の中で呟つぶやいた。


（鐘が鳴らされれば、みんな人間に戻る。それからだって、遅おそくないんだから）
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　教会の前には、たくさんの村人達が集まっていた。


　先さき程ほどよりもかなり人数が増えていた。まるで祭りの夜のような光景だ。


　彼らが見つめるものは、教会の鐘しよう塔とうに設置された鐘かね。もともとあった鐘とつい先程交こう換かんされた、村を元に戻もどす特別製の鐘だ。


　月明かりに照らされ、白銀に輝かがやく鐘はとても幻げん想そう的で美しかった。最前列に並ぶ直なお樹き、季き代よ実み、紅べに華か、智とも衣い、エリ子、綾あや菜なの六人もつい見とれてしまう。


　もちろん、こうやって鐘を見上げていられるのだから、直樹に対しての誤解もちゃんと解けている。


　それどころか、


「高たか村むらクンは、泥どろ棒ぼうを追いかけ鐘を取り戻したのですわ！」


　なんて大々的に紅華が発表したものだから、すっかり英えい雄ゆう扱あつかいされることになってしまったのだ。今でこそ落ち着いたけど、さっきまで握あく手しゆを求められたり肩かたを叩たたかれたりと大変だった。


　鐘の下に立つエリオットが、高級そうな懐かい中ちゆう時計をポケットから取り出した。蓋ふたを開き時刻を確かく認にんすると軽く頷うなずく。


　エリオットが村人達を見渡わたした。どうやらその時が来たのだと、辺りに緊きん張ちよう感かんが走り静けさが訪おとずれる。


「六十年前、私はこの村で大きな過あやまちを犯おかしました」


　エリオットは、よく通る声で言った。


「その結果、皆みなさんは吸きゆう血けつ鬼きとなり、終わりのない運命に苦しむことになりました。村を出ることもできず、太陽の光を浴びることもできず、普ふ通つうの食事もできず、成長することもできない。そんな体に、さぞや苦く悩のうしたことでしょう。心の底から、お詫わびいたします」


　深く頭を下げる。


「しかし、それも終わりです。この鐘の力で、村にかかった忌いまわしい吸血鬼の呪のろいを消し去ります。村を、本来あるべき姿へと戻すのです」


　村人達から歓かん喜きの声が上がった。


　歓声が収まるのを見計らい、エリオットが鐘と繫つながっている紐ひもへと手を伸のばす。


　一同が、固かた唾ずを飲んで見守る中、エリオットは強く紐を引っ張り鐘を鳴らす……ことはなかった。


　何な故ぜか途と中ちゆうで手を止めると、村人らへと顔を向ける。


「鐘を鳴らすのは、この村の方にお願いするべきでしょうね」


　ざわざわとざわめく。


「やっぱり村長なんじゃないか？」


「いやいや、ここは神楽かぐら家の方にお願いするのが筋じゃないのかな」


　さまざまな意見が出る中、その声は上がった。


「鐘かねを取り戻もどした彼がいいんじゃないか？」


「ああ、そうだな。彼がいなかったら大変なことになっていたんだし」


「そうだそうだ。彼はこの村で一番若い吸きゆう血けつ鬼きだし。ある意味、若者の代表ってことになるだろう」


「そうだそうだ、彼に任せようじゃないか」


　賛成の意見があちこちで囁ささやかれる。


「ご指名ですわよ。高たか村むらクン」


　紅べに華かが嬉うれしそうに直なお樹きを見る。


「オレ達の代表なんだ。力ちから一いつ杯ぱい鐘を鳴らしてきてくれよな」


　智とも衣いに、肩かたをポンと叩たたかれる。


「え、でも僕なんかでいいのか？　もっと偉えらい人が鳴らすべきなんじゃ」


　拒こばむ直樹だったけど、


「いいんですよ、高村センパイ」


「そうですよ。高村さんが適任です！」


　エリ子と綾あや菜なも強く推すい薦せんする。


「行ってくれば、直樹君」


　季き代よ実みが耳元で囁いた。


「こんなにも、みんなに望まれてるんだから」


「ああ、もう！　グズグズすんなって！」


　痺しびれを切らした智衣に後ろから押され、直樹は前へと歩み出た。村人達から歓かん声せいが上がる。


「ありがとう、勇ゆう敢かんな君のおかげで今この時を迎むかえられていますよ」


　エリオットが直樹の手を握にぎった。


「あなたは、昨年この村に来たばかりだそうですね？　それまでは東京に暮らしていたとか？」


「は、はい」


　こんなにも流りゆう暢ちように日本語をしゃべる外国人と接するのは初めてで、少々緊きん張ちようしてしまう直樹。


「辛つらい思いをさせてしまいましたね」


　エリオットはすまなそうに目を細める。


「この鐘を鳴らせば、あなたはまた東京へ戻ることができますよ」


　その言葉に、直樹は少しだけ「？」と思う。


（東京へ戻る？）


　でも、深くは考えなかった。鐘を鳴らし人間になれば、太陽を気にすることなく自由に東京へ行けるって意味だろうと納なつ得とくする。


（戻もどるつもりなんてないけどね。僕はもう、この村の一員なんだから）


　心の中で呟つぶやき、直なお樹きは鐘かねの下へと向かった。


　ゆっくりと伸のびる紐ひもを摑つかむ。


　シンと静まり、村人達は直樹を見つめていた。


　大きな期待で、瞳ひとみが輝かがやいている。


　この村が、村人達が待ち続けていた瞬しゆん間かん。それが、直樹の手によって引き起こされるのだ。そう思うと、何だか誇ほこらし気げな気分となる。


　直樹は、一年間自分を人間のままでいさせてくれた少女達の顔を見た。


　紅べに華か、綾あや菜な、智とも衣い、エリ子、そして、季き代よ実み。


「これまでありがとう、みんな」


　そっとお礼を口にしてから、直樹は腕うでに力を込めた。


　カランカランカランカランカラン！


　透とう明めい感のある鐘の音が、夜の世界へと響ひびき渡わたる。


（これで、村は変わる。みんな人間になって、幸せになれるんだ）


　間ま違ちがいがないようにと、直樹は何度も何度も紐を引っ張った。


　カランカランカランカランカランカランカランカラン………………ジリリリリリリリリン！
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　ジリリリリリリリリン！


　目覚まし時計がけたたましく鳴り響ひびいた。


　十年以上も使い続けている安物の目覚まし時計だ。その音には遠えん慮りよってのがまるでない。


　直なお樹きは布団ふとんから手を伸のばすと目覚まし時計を思いきりぶっ叩たたき黙だまらせた。


　むっくりと起き上がると大きく伸びをする。窓際ぎわへ向かいボロ切れのようなカーテンを摑つかみ左右に開いた。


　太陽の光が室内に差し込んでくる。いや、飛び込んでくるっていうのが正解だろう。眩まぶしさに直樹は目を細めた。


　時は七月の初め。東京は夏に片足を突つっ込んでいる。


　ここ、小こ鐘かね井い市は決してアスファルトに囲まれた大都会ってわけじゃない。辺りには緑だってあるし、畑だって点在している。


　それでも、夏の暑さは尋じん常じようなものではなかった。


　直樹が父親と暮らす狭せまいアパートはすでに蒸むし風ぶ呂ろの兆きざしを見せ始めていた。残念ながら、クーラーなんて文明の利器は存在していない。


「今年もまた、あの灼しやく熱ねつ地じ獄ごくがやってくるんだろうな」


　しみじみと呟つぶやく。


「父さんが小説で一発当ててくれたら、クーラーだって買えるのに。いやいや、もっとマシなアパートにだって引っ越こせるか。いっそのことマンションを購こう入にゆうするとか」


　直樹は襖ふすまの閉じられた隣となりの部屋へ顔を向ける。この向こうは売れないＳＦ作家である父、高たか村むら直なお太た郎ろうの仕事部屋となっている。


「直樹、父さん素す晴ばらしいＳＦ小説のアイデアを思いついてしまったぞ。それを完成させるから、しばらく仕事部屋に籠こもらせてくれ」


　と言って部屋に入ったのが一週間前だった。それ以降、トイレの時にしか部屋から出てこない。食事だって、直樹が毎晩握にぎり飯めしとヤカン一いつ杯ぱいの麦茶を用意して差し入れている。


「一体いつまで続くんだろ？」


　直樹がそう呟いた直後だった。


「で、できたぞ～！！！」


　という声と共に、襖が開かれた。


　よれよれの作さ務む衣え姿の直太郎が姿を現した。一週間風呂に入っていないから、頭はボサボサでフケだらけ。髭ひげはボウボウだ。


　原げん稿こう用紙の束を摑み、直太郎は誇ほこらし気げに言い放った。


「直なお樹き、ついに完成したぞ！　ＳＦ作家生活二十五年における最高傑けつ作さくだ！　これから出版社に持ち込み編集の度ど肝ぎもを抜ぬいてやる！」


　クマのできた目をギラつかせテンション高く叫さけぶ直なお太た郎ろう。


　息子むすこの目から見たって、直太郎にＳＦ作家の才能はなかった。どうして他ほかの仕事を選ばなかったのかと疑問に思うほどだ。


　それでも、今回のこの熱意には少しぐらいは感心もしている。


（ひょっとしたら、見るに見かねてＳＦ小説の神が降りてきたのでは？）


　なんて期待もしていたから、こう尋たずねる。


「で、どんな内容なんだ？」


「ふっふっふ、聞きたいか？　聞きたいだろう？　よし分かった。特別に教えてやろう」


　意味のないもったいをつけてから、直太郎はしゃべり始める。


「ある日、火星からの侵しん略りやく者が現れるんだ。タコのようなクラゲのような外見で足がたくさんある奴やつらだ。人類は必死に抵てい抗こうするも、火星人の科学力の前には手も足も出ない」


（何だか、どこかで聞いた話だぞ）


　と直樹は思う。


（そうだ、『宇宙戦争』じゃないか）


　古典ＳＦ小説として有名な、Ｈ・Ｇ・ウェルズの『宇宙戦争』。それと導入がそっくりなのだ。


　しかも、そっくりなのは導入だけじゃなかった。


「人類がもうダメかと諦あきらめかけた時、何な故ぜか火星人達はバタバタと倒たおれ始めるんだ。そして、人類は救われるんだ」


　本当にそのまんまだった。


「まさか、火星人を倒したのは病原菌きんって言うんじゃないよね」


　懐かい疑ぎ的な瞳ひとみを父親へと向ける。


「おいおい、そんなどこかで聞いたようなオチであるはずがないだろう。父さんはパクリなんかしないぞ」


　心外とばかしに顔をむっつりとさせる。


　だけど、パクリの方がまだマシだった。


「地球征せい服ふくに夢中になりすぎて、気づくとたくさんある足が固結びになっていたんだ」


　これで本人は本格ＳＦのつもりなのだから質たちが悪い。


「一ひと眠ねむりしたら出版社に持ち込みだ。こんなボロアパートでの生活ももう終わりだぞ」


　ほくほく顔でそう言うと、直太郎は仕事部屋へと戻もどり襖ふすまをピシャリと閉める。幾いく許ばくもなく、グースカという盛大な鼾いびきが聞こえ始める。


「まだまだ、ここでの生活が続きそうだな」


　やれやれと直なお樹きは首を振ふった。それでも、さほど落らく胆たんした顔でもない。物心がついてからずっとこのアパートで暮らしている。それなりの愛着ってのもあるのだ。


（せめて、今年はバイトを頑がん張ばってどうにかクーラーを入れられるようにしなきゃな。年々暑くなる東京の夏は乗り越こえられないぞ）


　そんな決意をしてから、直樹は壁かべの時計に目を向けあっと声を上げる。


「やば、遅ち刻こくする！」


　大おお慌あわてで台所で顔を洗いトイレをすませると、通っている高校の制服に着替がえた。寝ね癖ぐせでボサボサの頭を水をつけた手で適当に撫なでつけてからアパートの部屋を飛び出そうとする。


　だけど、そこで足を止めた。


（父さんがあんな様子じゃ、マロの飯を忘れるかもしれないぞ）


　直樹は引き返し、冷蔵庫を開けた。昨日の残りのみそ汁しるが入った小こ鍋なべを取り出し、同じく残りの冷や飯を投入する。


　鍋を持ったまま、直樹はガラス戸を開けた。


　アパートの一階にある部屋には、一応庭がついているのだ。もちろん、猫ねこの額ぐらいの小さなものだけど。


　そこには、色あせた犬小屋が置かれている。


　高たか村むら家の飼い犬、マロの犬小屋だ。


　直樹が子供の頃ころに雑種の子犬を拾った。目の上に公く家げの眉まゆ毛げのような模様がついていたから迷わずマロと名づけた。


　以来、赤貧生活を共にしている大切な相棒だ。


「おい、マロ。飯だぞ」


　犬小屋に声をかけるけど、返事はなかった。いつもなら、大喜びで飛び出してきて、短い尻しつ尾ぽをちぎれんばかりに振りたくるはずなのに。


「？」


　少しだけ怪け訝げんそうな顔をする直樹だったけど、深くは考えなかった。珍めずらしくマロが寝ね坊ぼうしてるぐらいにしか思わなかったのだ。


「ここに置いとくから」


　手を伸のばし犬小屋の前に鍋を置くと、今度こそ直樹はアパートの部屋を後にする。


　まるで太陽の光を避さけるかのように犬小屋の奥でうずくまる一匹ぴきの眉毛犬。


　その瞳ひとみがルビーのごとく深しん紅くの光を放っていることに、直樹は気づくこともなかった。
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　小こ鐘かね井い北きた高校、三年Ｃ組の教室。


　窓際ぎわの自分の席にて、直なお樹きはもしゃもしゃとクリームパンを頰ほお張ばっていた。


　すぐ近くには、二人の男子生徒と一人の女子生徒の姿があった。


　森もり本もと大だい吾ご。大おお久く保ぼ徹とおる。日ひ比び谷やあかり。この三人は直樹の中学校時代からの友達だ。今はクラスはそれぞれ別になってしまったが、昼休みになるとこうやって直樹のもとへと集まり昼飯を食べるのが恒こう例れいとなっている。


　クリームパンを食べ終え、紙パックのコーヒーを飲み終えた直樹は、さてとと呟つぶやくと鞄かばんの中から一冊さつの雑誌を引っ張り出す。アルバイト情報誌だった。


　パラパラとページを捲めくる直樹に、がっちりとした体格の森本が不思議そうに声をかける。


「あれ、高たか村むら。スーパーのバイト止やめたのか？」


「いや、まだ止めてないよ。だけど、もっと割のいいバイトはないかと思ってさ」


　直樹は決意をみなぎらせ語った。


「年々暑くなっていく東京の夏を乗りきるには、いい加減うちの部屋にもクーラーってのを導入しなきゃって考えてるんだ」


「直ちゃんの家、まだクーラーなかったんだね」


　ショートカットで元気そうなソバカス少女、あかりが気の毒そうな顔をする。


「父さんの小説が大ヒットしてくれたら……。いや、もうちょっと仕事が増えてくれたら、こんな心配しなくてもいいだけどな」


　やれやれと直樹は首を振ふる。


「何せ、あの父さんだからな。無理な期待ってもんだよ」


　森本もあかりも、押し黙だまる。


　中学校からの付き合いだからこそ、直樹の家庭環かん境きようだってよっく知っている。その父親のダメダメっぷりもだ。


「さすがにクーラーをプレゼントするってわけにゃいかないけど、これでも食べて元気出せよな」


　森本が、まだ食べてなかった焼きそばパンを放ほうり投げる。


「そうそう、これも食べて食べて」


　あかりが、弁当箱の蓋ふたに串くしに刺ささったウインナーソーセージを載のせ直樹の目の前に置いた。


「森本、日比谷……」


　直樹は、ジ～～～ンという感動が込み上げてくるのを感じた。


　思えば、この友人達には幾いく度どとなく助けられているような気がする。ひもじい思いをした時は、材料を持ち寄ってみんなで鍋なべパーティーをしたことだってあった。


　だけど、感動を吹ふき飛ばすようなとんでもない事態が起こった。


「高村君、これもあげるよ」


　それまで黙っていた小太りで丸顔の男子生徒、大久保が自分が抱かかえていたパンを直樹の机の上に置いたのだ。


　特大コロッケパンに特大ジャムバタパン。さらに特大のハムカツサンドまである。


「えっ!?」


　直なお樹きが驚おどろいた顔を見せる。だってそれは、大おお久く保ぼの昼飯のすべてだったからだ。


「いや、大久保。さすがにこんなにはもらえないって」


　押し返そうとする直樹だけど、大久保は首を横に振ふる。


「いいんだって。僕、食欲がないから」


　メンバーの中では誰だれよりも食いしん坊ぼうの大久保。そんな彼の食欲がなくなるなんてよっぽどのことだ。


　直樹だけでなく、森もり本もととあかりも心配そうに大久保を見る。


「大久保。どうしたんだ？　具合でも悪いのか？」


「ひょっとして休み時間に学校を抜ぬけ出して勝しよう山ざん亭ていの特盛りラーメンを食べてきたとか？　大久保君あそこのラーメン好きだから」


「具合が悪いわけじゃないし、ラーメンを食べてきたわけでもないよ」


　一度は否定する大久保だけど、すぐに待てよと考え直す。


「いや。もしかしたら具合が悪いってことになるのかな？　こういうのも」


「訳が分かんねーよ。ハッキリ言えって」


　森本が声を荒あらげる。直樹とあかりも、真しん剣けんな眼まな差ざしを大久保に向け続ける。


「いわゆるその、あの……」


　しばし丸い体をモジモジさせてから、森本は小声で囁ささやいた。


「恋わずらいって、やつなんだ」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、友人三名はどよめきを上げた。


「大久保、ついにお前にも好きな人ができたのか!?」


　森本が嬉うれしそうに大久保の肩かたを摑つかんだ。


「友人として嬉しいぞ！　なあ、高たか村むら」


「そうだよ。だって大久保、これまでそんな話ちっともしなかったからな」


　大おお騒さわぎする二人を、あかりが冷ややかに見る。


「でもそれを言ったら、森本っちも直ちゃんも同じよね。二人の好きな人の話、一度も聞いたことないわよ」


「うるさいな。俺達のことはいいじゃねーか」


　森本が吠ほえる。


「それに、あかり、お前だってそうだろ？」


「バ、バカにしないでよ。アタシだって好きな人の一人ぐらいいるんだからね！」


　あかりが少々顔を赤らめて主張する。


「えっ、そうなのか!?」


　森もり本もとが目を大きくした。


「誰だれなんだ？　俺達の知ってる奴やつなのか？　教えてくれよ」


「それは……」


　何な故ぜかチラチラと直なお樹きの方を見てから、あかりは誤ご魔ま化かすように大声で言う。


「って、そんなことどーだっていーじゃない！　今は大おお久く保ぼ君の好きな人が誰なのかってことが重要だわ！」


　あかりが大久保に詰つめ寄る。


「大久保君、一体誰なの!?」


「えっと…ね」


　大久保は相変わらず丸い体をモジモジさせながら言う。


「お弁当屋さんで働いている女の子なんだ。佐さ山やまさんって人で、クールな雰ふん囲い気きですごく美人なんだ。前、店の前を歩いてた時に、鞄かばんの紐ひもが切れて中身を道路にばらまいちゃったんだ。その時に店から出てきて拾うのを手伝ってくれたのが彼女なんだ。一ひと目め惚ぼれだったよ」


　うっとりとした顔になる大久保。彼の恋心はどうやら本物のようだった。


「それで、声はかけたの？」


　矢や継つぎ早ばやに質問するけれど、大久保はとんでもないと首を振ふる。


「そ、そんなことできるはずないよ。毎日放課後にお弁当を買うだけで精せい一いつ杯ぱいだよ。苗みよう字じだって名札で知ったんだから」


　そこで大久保は、はあとため息をついた。


「でも、毎日お弁当を買ってたら、お小こ遣づかいの減りが激しくって。しかもおやつ代わりにお弁当食べてたら何だか太っちゃって」


「不毛な悪あく循じゆん環かんってやつよね」


　あかりが呆あきれたように呟つぶやく。それから、何かを決意したように大きく頷うなずいてみせた。


「よし、分かったわ。そういうことならアタシが一ひと肌はだ脱ぬいであげる。今日の放課後、みんなでお弁当屋に行くわよ！」


「え!?」


　不安そうな声を出す大久保。


「大だい丈じよう夫ぶよ。いきなり告白しろだなんてハードルの高いこと言わないから。ただ、いつもより一歩踏ふみ込んでお互たがいに自己紹しよう介かいするぐらいまではいきたいわね。ま、女のアタシがいれば警けい戒かい心も緩ゆるむだろうし、きっとうまくいくわ。森本っちも直ちゃんもいいでしょ？」


「ああ、いいぜ。大久保が一目惚れしたのがどんな子か興味あるしな」


　大きく頷く森本。だけど直樹は渋しぶい顔をする。


「今日、バイトなんだよな」


「そうなんだ」


　少し残念そうな顔をするあかりだったけど、すぐに気を取り直す。


「分かったわ。それじゃ、アタシと大おお久く保ぼ君と森もり本もとっちの三人で行くことにするわ。直なおちゃんには明日、どうだったか教えてあげる。楽しみにしててね♪」
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　そして、放課後。


「あそこがそうなんだ」


　大久保が指差すのは、小こ鐘かね井い駅の商店街を少し進んだ先にある弁当屋だった。店内に惣そう菜ざいが並べられ、奥のカウンターで弁当を注文するというチェーンの弁当屋だった。


「それじゃ突とつ入にゆうよ」


　意気揚よう々ようとあかりが弁当屋へと向かう。その後ろに、大久保と森本の二人もついていった。


　自動ドアが開き店内へと足を踏ふみ入れる。並べられた惣菜のいい香かおりが漂ただよっている。


「いらっしゃいませ」


　奥のカウンターに立っていた女性店員がペコリと頭を下げる。年はあかり達と同じぐらいだろうか？　長い髪かみの毛を後ろで束ねている。紛まぎれもなく美人だ。


　涼すずしげな雰ふん囲い気きだけど、決して人間的に冷たいといった印象は受けない。


　一応あかりは肩かた越ごしに振ふり向き大久保の様子を確かく認にんする。


　すでに大久保は緊きん張ちようしていた。表情を強こわ張ばらせ、顔を真っ赤にしている。


（間ま違ちがいないようね）


　心の中で軽く頷うなずくと、あかりはまっすぐカウンターへと向かった。


「すみません、ちょっといいですか？」


　返事を聞く前に、ハキハキと言葉を続ける。


「私達、この近くの小鐘井北高校の生徒です。私は、日ひ比び谷やあかり。こっちのゴツいのが森本大だい吾ご、でもって」


　あかりが大久保に目配せする。


「えっ!?」


　あわあわしている大久保に、小声で囁ささやいた。


「自己紹しよう介かいよ」


「あ、はい」


　直立不動の体勢になると、大久保が甲かん高だかい声を上げる。


「お、大久保徹とおるです。いつもお世話になってます」


「こちらこそ、いつもありがとう」


　女性が軽く会え釈しやくする。


「ぼ、僕を覚えててくれたんだ」


　お手軽に感動している大おお久く保ぼをそのままに、あかりは女性に顔を向けた。


「実は私、三年生でもう進路のことを考えなくちゃならないんです。前々からお弁当屋さんに就職したいなって思っていたんです。大久保君から素す敵てきな店員さんがいるお弁当屋さんがあるって聞いて、いてもたってもいられなくなって来ちゃいました」


　あかりが茶目っ気のある笑え顔がおを見せる。


「あれ？　日ひ比び谷やって進学するんじゃ」


　怪け訝げんそうに呟つぶやく森もり本もとの足を、あかりは笑顔のまま踏ふみつけた。


「ちょっとだけでも、お話を聞かせてもらっていいですか？」


「今は他ほかにお客さんがいないから少しなら大だい丈じよう夫ぶだけど。期待に応こたえられないかもしれないわ。私はただのアルバイトだから。就職のことまではよく分からないの」


　女性が答える。


「え、それじゃひょっとして、私達と同じ高校生？」


　女性がゆっくりと首を振ふる。


「大学の一年生よ。春はる山やま学院大学の」


　それは、この付近にある大学の名前だった。


「じゃあ、一つ上の先せん輩ぱいなんですね」


　華はなやいだ声を上げると、あかりは瞳ひとみをキラリンと輝かがやかせる。そして、核かく心しん的な質問をした。


「よかったら、お名前を教えてもらってもいいですか？」


　少しはためらうかと思われたけど、女性はあっさりと答えた。


「佐さ山やま季き代よ実みよ」


「キレイな名前ですね」


　あかりがヨイショする。


「季代実さんは、この辺りの方なんですか？」


「違ちがうわ。春に群ぐん馬ま県から上京してきたばかりよ」


「それじゃ、群馬に実家があるんですね」


　あかりの言葉に、季代実の表情が少しだけ曇くもる。


「実家って言えるかどうかは分からないけれど、まあそんなところね」


　歯切れ悪く答えた直後だった。厨ちゆう房ぼうの方からあからさまな咳せき払ばらいが聞こえてくる。


「ごめんなさい。今日はこのぐらいで」


　季代実が申し訳なさそうにあかりに告げる。


「はい、大丈夫です。こちらこそいろいろと質問してすみませんでした」


　名前も聞けたし顔も繫つなげたのだ。あかりとしても満足なのだろう。お礼を言うと森本と大久保を促うながし店を出ようとする。


　と、自動ドアが開いた。のっそりと入ってくる客に、あかりは目を大きくする。


「直なおちゃん!?」


「あれ？　日ひ比び谷やじゃないか。森もり本もとに大おお久く保ぼまで」


　直なお樹きが目をパチクリとさせる。


「どうして三人そろってこんなとこ……」


　そこで直樹は昼休みの会話を思い出す。


「そっか、ここだったのか」


「高たか村むら、お前どうしたんだよ。バイトじゃないのか？」


　森本の質問に、直樹は苦笑いしながら答えた。


「それが、先せん輩ぱいに急にシフト変わってくれって頼たのまれてさ。で、急きょフリーになったってわけ。帰ろうとしてたらこの店が見えたから、落ち込む父さんに好物のレバニラ炒いためでも買って帰ろうって」


「優やさしいんだね、直ちゃん」


　感心したようにあかりが呟つぶやく。


「そんなんじゃないよ。父さんが落ち込んだままだとこっちまで気分が滅め入いるからね。狭せまいアパートなんだから」


　照れ臭くさそうに鼻の頭を直樹は搔かいた。


「ちょっと待ってて。すぐに買ってくるから」


　直樹は並べられた惣そう菜ざいの中からレバニラ炒めを見つけると、プラスチックの容器に詰つめた。自分の夕飯のおかずにもなるから少し多めに。


　それを持ってレジへと向かう。


「すみません、これお願いします。箸はしはいらない……」


　そこで直樹の言葉が止まった。視線はレジに立つ季き代よ実みにロックオンされている。瞬まばたきさえしていない。ちなみに口は半開きだった。


「ちょっと、直ちゃんどうしちゃったのよ？」


　出入り口付近で、あかりが囁ささやく。


「ひょっとして直樹も、彼女に一ひと目め惚ぼれしたとかだったりしてな」


　森本がからかうように言った。


「えええ、そんなの困るよ」


　大おお袈げ裟さに焦あせる大久保を見て、森本が笑う。からかって楽しんでいるようだ。


「直ちゃんが一目惚れ……」


　実に不ふ機き嫌げんそうに、あかりは頰ほおを膨ふくらめたのだった。
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　大分日の落ちた小こ鐘かね井い市の街を、直なお樹きとあかりは歩いていた。


（しかしま～、何なんだろうな。大おお久く保ぼの態度）


　先さき程ほど別れた友人のことを思い浮かべる。


　弁当屋を出てからずっと、直樹を敵意の目で見つめていたのだ。別れ際ぎわには、『僕、高たか村むら君には負けないから！』　なんて宣言までして。


　森もり本もとは面おも白しろくなってきたといった顔でニヤニヤしてたし。直樹としてはまるで訳が分からない。


（う～～～～む）


　直樹が首をひねっていた時だった。不意にあかりが足を止める。


　キッと直樹を睨にらみ上げると、詰きつ問もん口調で言い放った。


「直ちゃんは、ああいった女の子がタイプなの!?」


「は？」


　ポカンとしてしまう直樹。


「日ひ比び谷や、何を言ってるんだ？」


「誤ご魔ま化かしたってダメ。お弁当屋の佐さ山やま季き代よ実みさんに一ひと目め惚ぼれしちゃったんでしょ!?」


　目に涙なみだまで浮かべるあかりを前に、直樹はようやく理解する。


「そっか、それで大久保は僕にあんなこと言ってたのか」


　苦笑しながら、直樹は言った。


「そんなんじゃないよ」


「じゃあどうしてあんなに熱心に彼女の顔を見つめてたの!?　絶対絶対絶対普ふ通つうじゃなかったんだから！」


　さらに質問をしてくるあかりに、直樹は素す直なおに答える。


「ちょっと、見覚えがあったんだ」


「えっ？　彼女とどこかで会ったことがあるの？」


「そうかと思って記き憶おくをたどったんだが、思い当たらなくてな。ま、ただの勘かん違ちがいだよ。もしくは、他人の空そら似にってやつかな」


　直樹は小声で付け加える。


「僕が思い浮かべた苗みよう字じと、丸っきり違ってたしな」


「何だ、そーだったんだ。一目惚れなんかじゃなかったのか」


　あかりは、これまでとはうって変わった明るい口調で繰くり返す。


「そーだよね。直ちゃんが一目惚れなんかするわけないもんね。あ～良かった」


　ほっと胸を撫なで下ろすあかりに、直なお樹きは良く言えば素そ朴ぼく、悪く言えば鈍どん感かんな質問をした。


「日ひ比び谷や、僕が一ひと目め惚ぼれすると何か問題でもあるのか？　えらい剣けん幕まくだったじゃないか」


　あかりは途と端たんにあわあわとする。


「べ、別に大した意味はないんだって。うんうん、深く考えないよーに」


　わざとらしく腕うで時計を見た。


「いっけない。もうこんな時間。門限に間に合わないわ。それじゃね、直ちゃん！」


　ピラピラッて手を振ふると、その場から逃にげるように去っていく。


「はて、あいつん家ち。門限なんてあったのか？　夜まで平気で遊んでたことだってあったのに」


　少々疑問を覚えるけれど、まあ大したことじゃない。


　直樹は改めて家に向かって歩き始める。


「一目惚れ…か」


　口の中で呟つぶやいた。


「だけど、何でまた僕はあんな気持ちになったんだろうな？」


　実は一目惚れとまではいかなくても、季き代よ実みを見て少し不思議な気持ちになっていたのだ。


　懐なつかしいような、温かいような、それでドキドキしてしまうような。本当に不思議な気持ちだった。


　自分でもよく分からない気持ちを話したってどうにもならないからあかりには黙だまっていた。


　すぐに忘れてしまうような、とりたてて意味のない感情だと思っていたし。


　だけど、少し時間がたった今でも、季代実の姿を思い浮かべるとやっぱり不思議な気分になってくる。


　改めてこれまでの人生を振り返ってみるけれど、季代実と会った記き憶おくはやっぱりない。


「う～～～む」


　悩なやんでいるうちに、ボロボロの建物の前へとやって来た。悲しくなることに自宅のアパートだ。


「つまらないことに悩んでても仕方ないか。他ほかに悩まなくちゃならないことが一いつ杯ぱいあるんだから」


　そう呟くと、直樹は一階の一番端はしにある自宅へと向かう。案の定鍵かぎはかかっていない。基本、直なお太た郎ろうは昼間は鍵をかけないのだ。まあ、泥どろ棒ぼうが来たって大して盗ぬすむものもないから平気なのだけど。


「ただいま」


　室内に入ると、父親の仕事部屋を目指す。


「父さん、いるんだろ？」


　襖ふすまを開けると、ずんと重苦しい負のオーラが充じゆう満まんしている。その中に、布団ふとんを敷しいて寝ね込んでいる直太郎の姿があった。


「ああ、直なお樹きか。散々期待させておいてすまない。持ち込みは見事に玉ぎよく砕さいしてしまった」


「いいって。最初から期待してなかったから」


　直樹は手にしていたビニール袋ぶくろを持ち上げて見せた。


「父さんの好きなレバニラ炒いため買ってきたから、これでも食べて元気出しなって」


「何!?　レバニラ炒め!?」


　落ち込んでいた直なお太た郎ろうがむっくりと起き上がった。


「そいつはいい。直樹、早さつ速そく飯を炊たくんだ。そうそう、晩ばん酌しやくも忘れるなよ」


　父親のあまりにも早い立ち直りっぷりには呆あきれるが、いつまでも落ち込んでられるよりはマシだった。


　直樹は夕食の支し度たくを始める。米を洗い年代物の炊すい飯はん器きにセット。鍋なべに水を張り煮に干ぼしを投げ込む。この煮干しはダシを取るためだけじゃない。貴重なみそ汁の具となるのだ。


　そこで直樹はふと思い出す。


「そーだ、マロにも少し分けてやるか」


　買ってきたレバニラ炒めを袋から出すと、直樹は少しだけ小皿に分けた。そのままにしておくと直太郎に食べられてしまいそうだから、さっさと庭へと向かう。


「マロ、ご馳ち走そうだぞ」


　サンダルに足を突つっ込み犬小屋の前まで来た直樹は、そこで少し驚おどろいた顔になる。


　朝あげたみそ汁しるぶっかけご飯が、手つかずで残っていたからだ。


「おい、マロ。お前、どうしたんだ？」


　しゃがみ込み、犬小屋の中を覗のぞき込む。隅すみの方で丸くなっている眉まゆ毛げ犬けんが見えた。


「どこか具合でも悪いのか？　ほら、レバニラ炒めだぞ。好きだろ？」


　小皿を突き出すけれど、マロはこちらをチラリと一いち瞥べつするだけだった。


　マロを飼い始めて七、八年になるが、こんなことは初めてだった。


　本格的に心配になった直樹は、詳くわしく様子を見ようと考える。


「おい、マロ。ちょっと出てこいよ」


　マロは出てこなかった。


「おい、マロって」


　犬小屋の中に手を突っ込みマロの短い脚あしを摑つかむ。そのまま引っ張り出そうとするけれど……。


「ん!?」


　どうやら中でマロが足を踏ふん張り抵てい抗こうしているようだ。


　マロの体の大きさから考えてもありえない力だったけど、直樹はそのことには気づかなかった。


「ええい、抵抗するなって。出てこいよ」


　ぐいぐいと脚を引っ張る。


　だけどあくまでマロの抵てい抗こうは激しく、前まえ脚あしは直なお樹きの手からすっぽ抜ぬけてしまった。なまじ力を込めていたから直樹は庭に尻しり餅もちをついてしまう。


「ったく、何て馬ば鹿か力ぢからだよ。そんだけ踏ふん張れるなら心配することないか」


　やれやれと立ち上がった直樹は、土のついた手を払はらおうとしてギョッとした。右手の親指の付け根辺りから出血していたからだ。どうやら手をついた時、石か何かで傷つけてしまったらしい。


　大した傷ではないけれど、ズキズキと痛みを感じる。


「マロ、お前のせいだからな」


　犬小屋に向かって右手を突つき出し、非難っぽく直樹が言う。


　その次の瞬しゆん間かんだった。それまで犬小屋の中でじっとしていたマロがむっくりと頭を持ち上げた。犬小屋の中から直樹を見る。いや、正確に言えば直樹の傷ついた右手をだ。


　瞳ひとみが真っ赤に染まった。じゅるじゅるとヨダレの垂たれる口元には、いつも以上に鋭するどい犬歯が見えた。


「ばううううう！！！」


　力強く吠ほえると、マロは弾だん丸がんのように犬小屋から飛び出し、直樹に襲おそい掛かかった。


「わ、マロ！　何すんだよ！　止やめろよおい！　マロ！！！」


　直樹の悲鳴が、小さな庭に響ひびき渡わたった。
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　朝の教室だった。


　自分の席で、直なお樹きはふわあと欠伸あくびをする。


　どんよりした曇くもり空ぞらのせいだろうか、どうにも眠ねむくて仕方がないのだ。


（しかし、昨日は驚おどろいたな）


　そう呟つぶやき見つめる自分の右手には、親指の辺りからグルグルと包帯が巻かれていた。


　昨日弾だん丸がんのように犬小屋から飛び出したマロは、迷うことなく直樹の右手に嚙かみ付いたのだった。鋭するどい犬歯が突つき刺ささり、そりゃあもう痛かった。


　それでも、直樹の悲鳴を聞くと慌あわてた様子で口を離はなした。とんでもないことをしたと実に申し訳ない顔をして傷ついた直樹の右手をペロペロと嘗なめていた。


　その姿を見ていると、怒おこる気にもなれず頭をぐしゃぐしゃっと撫なでてしまった。


　流水でキレイに洗った後、消毒して包帯を巻いたのが良かったのだろう。怪け我がをしたことを忘れてしまうぐらいに痛みはない。


「まさか、マロに嚙まれるなんて……」


　マロを飼い始めてから大分たつけれど、これまで一度としてそんなことはなかった。というか、誰だれにも嚙み付けないぐらい小心者の犬なのだ。


（ずっとご飯食べてないみたいだし、やっぱり何か悪い病気なのかもしれないぞ。錯さく乱らんして飼い主に嚙み付いてしまうような）


　そこまで考えた直樹の頭は、ごく自然にあの病名を弾はじき出す。


　そう、狂きよう犬けん病だ。


（マロのやつ、もしかして狂犬病になってるんじゃないか？　だとすると嚙まれた僕も……）


　考えてみれば、昨晩から体の調子がおかしいような気がする。


　せっかく買ってきたレバニラ炒いためだって、何だか味が薄うすく感じた。醬しよう油ゆやソースをかけたりもしたが、結局ほんの少ししか食べることができなかった。


　風か邪ぜでも引いたのかと思い早くに眠ろうとしたけれど、夜がふけるに従って目が冴さえてしまってなかなか眠れない。どうにも眠いのはそのせいだろう。


　さらにさらに、無性に喉のどが渇かわくときている。出がらしのお茶をガブガブと飲んだものの、根本的な渇きは癒いやされない。


（嚙まれた僕も、狂犬病に!?）


　不安にかられる直樹だけど、狂犬病の予防接種をすませていることを思い出す。


（そーだ、予防接種してたじゃないか。真しん剣けんに怖こわがってバカみたいだよ）


　軽く自分を笑い飛ばした直後だった。


　一人の男子生徒が息いき急せき切って教室に駆かけ込んでくる。同じクラスの男子生徒だ。


「おおっ、高たか村むら来てたか!?」


　直なお樹きのもとにやって来ると、妙みように燃えた瞳ひとみで言った。


「聞け！　ついにＪ組と雌し雄ゆうを決する時が来たぜ！」


　直樹は途と端たんにうんざりとした顔になる。


　直樹のいるＣ組と同じ学年のＪ組との確かく執しつは今に始まったことじゃない。もう一年以上前から続いている。


　きっかけは合同体育の授業でバスケット勝負をしたことだった。それ以降、お互たがいをライバル視し定期的に勝負が繰くり広げられている。


「今日の昼休み！　校庭でサッカーの勝負をすることが決まったぜ！　高村、もちろんお前も出てくれるよな!?」


　マイペースな雰ふん囲い気きからは想像がつかないかもしれないけれど、実は直樹、運動神経はかなりいい方なのだ。頼たよられるのも仕方のないことだ。


　面めん倒どう臭くさいなって直樹は思った。


　何とか理由をつけて断ってしまいたいと思った。


　そんな直樹の目に、包帯を巻かれた右手が映る。


　これだとばかしに直樹は右手を持ち上げて見せた。


「悪い、見てのとおり怪け我がしてるんだ。激しい運動はちょっと」


「ええええええ」


　男子生徒は特大の不満声を上げた。


「こっちはもう決戦の約束しちまってるんだぞ！　どうにかならないのかよ!?」


「ならないよ。動かすだけでも痛いんだから」


　大おお袈げ裟さに痛がってみせるけど、男子生徒は諦あきらめきれない様子だった。


「ちょっと傷を見せてみろよ。大だい丈じよう夫ぶかどうか俺が判断してやっから」


　直樹の腕うでをガッシリと摑つかみ包帯を解き始める。


「あ、こら、止やめろよ！」


　抵てい抗こうするも、ぎこちなく左手で巻いただけの包帯だからあっさりと解かれてしまう。


「おい、何だよこれ」


　男子生徒が少々不ふ機き嫌げんな声を出した。


「傷口は小さいかもしれないけど、結構痛いんだぞ。ガブッて牙きばが根元まで刺ささったんだから」


　言い訳をする直樹に、自分の右手が突つきつけられる。


「一体どこに傷口なんてものがあるんだよ？」


　包帯のほどかれた直樹の手。そこに傷口はなかった。マロに嚙かまれた傷だけでなく、直前に地面に手をついてつくった擦すり傷も。


「え!?」


　驚おどろいたのは直なお樹きだ。慌あわてた様子で自分の右手を再度調べる。


　やっぱり傷はなかった。それどころか傷きず跡あとすら存在していない。


　昨日、確かに自分は擦すり傷を作った。でもってマロに嚙かみ付かれた。あの時の痛みはしっかりと記き憶おくしている。なのに傷口がない。


　到とう底ていありえないことだった。


「怪け我がしてないなら決まりだな。昼休みの試合、頼たのんだぞ。授業終わったら即そつ行こうで校庭な。天気予報じゃ午後から雨だって言ってたから、それまでに勝負をつけないと。のんびり昼飯なんて食べてる暇ひまないぜ」


　ひたすらポカンとしている直樹の肩かたを叩たたくと、男子生徒はその場を離はなれ他ほかの生徒に声をかけ始める。


　残された直樹は、まだまだポカンとしていた。


「一体、どういうことなんだ？」


　キレイな右手を見つめながら、直樹は不可解度３００パーセントで呟つぶやいたのだった。
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　どんよりと曇った空の下、校庭にはジャージ姿の男子達が集まっていた。


　三年Ｊ組と三年Ｃ組の男子達だった。すでに気合は十分、今にも熱いバトルが始まりそうな雰ふん囲い気きだ。


「ふわああ」


　本日何度目になるか分からない欠伸あくびを直樹は響ひびかせる。


　もう手に包帯なんて巻いていない。いくら調べたって傷なんてないのだから巻く必要がないのだ。


「高たか村むら、頼んだからな」


「この試合、お前にかかってるんだからな」


　クラスの男子達は口々に直樹に言うけど、本人にやる気なんてない。


　授業中それなりに居い眠ねむりなんかもしたのだけど、まだまだ眠気が取れていないのだ。


　相変わらず食欲はないし、昼休みは昼ひる寝ねでもしようと思ってたのだ。だけど男子達はそれを許してくれなかった。半ば強制的にこの試合に引っ張り出されたのだ。


（まあ、適当にやっておくか）


　試合が始まる。Ｊ組の男子がいきなりドリブルで攻せめ込んできた。


　サッカー部に所属している川かわ本もとだ。しかも部のエースで次の大会でも期待されている。


　動きのキレが他の男子達とはまるで違ちがっている。


　立ちはだかる直なお樹きの脇わきをあっさりと抜ぬけていく。ディフェンスの動きをも翻ほん弄ろうし川かわ本もとはゴールを決める。


　Ｊ組の先制点だった。


「高たか村むら！　何やってるんだよ！」


　クラスの男子から叱しつ責せきが飛ぶ。


「川本に対たい抗こうできるのはうちのクラスじゃお前だけなんだからな！　しっかりしろよ！」


　勝手に引っ張り出された挙あげ句くにこうも叱しかられるなんて、どうにも理り不ふ尽じんな気持ちだった。


　ますますやる気をなくす直樹のもとへ、川本がやって来る。


「高村、どうした？　立ったまま居い眠ねむりでもしてたのかよ」


　馬ば鹿かにしたように笑った。


　前にサッカー部の助すけっ人とに駆り出された時、川本を差し置いて活かつ躍やくしてしまったことを根に持っているのだろう。


「それとも栄養が足りてないとかか？　ま、お前んとこは大変だからしょーがねーか。同情するぜ」


　聞こえよがしに、川本は大声を出した。


「俺は売れないＳＦ作家の息子むすこに生まれなくて良かったぜ。食べるものには困らねーし。ちゃんと大学にだって行かせてもらえるしな。本当、お前みたいな境きよう遇ぐうだったサイアクだよ」


　カチンと来た。直樹の顔が不ふ機き嫌げんで歪ゆがむ。


　確かに貧びん乏ぼうで苦しい生活を送っている。苦労もしている。だけどそんな中でだって日々楽しく生きているつもりだ。


　サイアクだなんて一言で否定されたくはなかった。


　直樹の中に闘とう争そう心が生まれる。


「やってやろうじゃないか」


　力強く直樹は拳こぶしを握にぎりしめた。


「売れないＳＦ小説家の息子の底力を見せてやる！」








　二階の廊ろう下かを、教科書を小こ脇わきに抱えた女子生徒が歩いていた。ソバカスがチャームポイントの元気少女、日ひ比び谷やあかりだ。


　化学の授業が終わり自分の教室へと戻もどる途と中ちゆうだった。


　すでに昼休みに突とつ入にゆうしている。次の授業まで時間はたっぷりとあるから急ぐ必要はない。


　それなのにあかりは早足だった。ちゃっちゃかと景気よく歩いている。


「待ってよ、あかり」


「ちょっと速すぎるわ」


　少し後ろを歩いていた同じクラスの少女二人が声を出す。あかりの友人の、則のり子こと京きよう香かだ。


「あ、ごめんね。無意識に急いでたみたい」


　片手拝みで謝るあかりに、二人はニヤニヤとした笑いを顔に貼はり付けた。


「一分一秒でも早くＣ組に行きたいのね」


「それはそうよね。だって、彼氏が待ってるんだから」


　からかうように言う。


「ちょ、彼氏だなんて止やめてよ。直なおちゃんとは別にそんなんじゃないんだから」


　慌あわてるあかりの姿に、則子と京香はさらにニヤニヤをパワーアップさせる。


「別に、高たか村むら君のことだなんて言ってないよね」


「そうそう。Ｄ組の森もり本もと君やＨ組の大おお久く保ぼ君も一いつ緒しよのはずよね。なのにどうして真っ先に高村君の名前が出てくるのかな～？」


「そ、それは」


　顔を赤くするあかりに、二人はプッと吹ふき出した。


「ごめんごめん、ちゃんと分かってるから」


「そうそう、私達はあかりの味方だから。さ、早く行って高村君と二人っきりの時間を作らないとね。お邪じや魔ま虫むしの二人が来る前に」


　笑いながら歩き出す二人。


「違ちがうんだからね！　アタシが急いでるのは、大久保君がちょっと誤解してて直ちゃんに敵意を抱いだいてて、一応休み時間にちゃんと誤解は解いておいたんだけどもし揉もめたら大変だから。だからだから急いでるだけなの」


　言い訳っぽくまくしたてながら追いかけるあかり。


　と、前を歩いていた則子が不意に足を止めた。


「ねえ、あれってあかりの彼氏じゃないの？」


　窓の外を指差した。


「あら、本当だわ」


　京香も頷うなずく。


「だから、彼氏なんかじゃないんだって」


　主張しながらも、あかりも視線を窓の外へと向けた。


　あかり達のいる二階の廊ろう下かからは校庭がよく見える。曇くもり空ぞらの下、サッカーに興じているジャージ姿の男子生徒らの姿があった。


　その中でも目立って活かつ躍やくしている一人が、他ほかならぬ直なお樹きだったのだ。


「またＣ組とＪ組のしょーもないケンカが始まったってわけね」


「いつまで続くのかしらね、この無む駄だな争い」


　呆あきれた様子の則子と京香だけれど、楽しそうに試合を眺ながめている。受験生の息いき抜ぬきとしてはなかなかのイベントなのだ。


「それにしても……」


　しばし試合を眺ながめてから、則のり子こが感心したように呟つぶやく。


「高たか村むら君って、サッカー上手よね」


「そうよね。サッカー部じゃないのが不思議なぐらい」


　京きよう香かも頷うなずく。


「でしょー？」


　あかりが大喜びでしゃべり始めた。


「直なおちゃんは、実は運動神経抜ばつ群ぐんなんだって。足だって速いしスポーツだって得意なの。中学の時に助すけっ人とで出た陸上部の大会で新記録作ったことだってあるんだから」


　自分のことのように得意気に胸を張るあかりの姿に、則子と京香はまたニヤニヤ笑いを復活させる。


「あかりの彼氏自じ慢まんの始まりね♪」


「聞いてる方がお腹なか一いつ杯ぱいになっちゃうかもね」


「だから、彼氏なんかじゃないんだって」


　否定するあかりだけど、ここまで来ると何だかまんざらでもない顔になっている。


「がんばって、直ちゃん！」


　窓から身を乗り出すようにして、直なお樹きの活かつ躍やくを眺めていた。








　川かわ本もとと激しい攻こう防ぼうを繰くり広げながら、直樹は頭の片かた隅すみでふと思った。


（ん、何か前にもこんなことをしたような気がするぞ。ここじゃない、どこか別の学校で……）


　だけど、それがいつどこでだったのかまるで思い出せない。


　少し集中力が途と切ぎれたのがいけなかった。川本がボールを奪うばい走り去っていく。


「待て！！！」


　慌あわてて踵きびすを返し追いかけるも、すでに川本の独走態勢になっていた。味方のディフェンス陣じんもいいようにあしらわれている。


　このままだとゴールを決められてしまうのは必至だった。


「させるか！」


　直樹は叫さけんだ。


「絶対に追いついてみせる！」


　体の中で何かが爆ばく発はつしたような奇き妙みような感覚を直樹は覚えた。








「もらったぜ！」


　独走していた川かわ本もとがほくそ笑えむ。


　すでにゴールは目の前だ。邪じや魔まをするディフェンスはいない。怯おびえたような顔をしているゴールキーパー一人だけだ。


　体が大きいというだけで選ばれた気の弱そうなキーパーだ。事実、軽くフェイントをかけて右にゴールすると見せかけただけで、勢いよくそちらにジャンプをする。


　馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らすと、川本はがら空きのゴールにシュートを決めようとする。


　その瞬しゆん間かんだった。斜ななめ後ろから滑すべり込んできた人物によってボールが奪うばわれてしまう。


　直なお樹きだった。すぐに体勢を立て直すと、相手ゴールに向かって爆ばく走そうし始める。


「なっ！！！」


　あまりもの早はや業わざに度ど肝ぎもを抜ぬかれた川本だけど、すぐに直樹を追いかける。


　だけどまるで追いつけない。尋じん常じようでない速度だ。


「そ、そいつを止めろ！！！」


　川本の号令にＪ組の男子生徒らが直樹の前に立ちはだかる。ラフプレーばりにタックルをしてくる者もいたが、直樹はそれを軽々と避よけた。


　そして、直樹によって蹴けり出されたボールがゴールに叩たたき込まれる。


「な、なんてヤツだよ」


　サッカー部だからこそ川本には分かった。今の直樹のプレーが、世界レベルに匹ひつ敵てきするとんでもないものだってことを。


　一いつ介かいの高校生が、見せていいような運動能力じゃないってことを。


　それに、もう一つ気になることがあった。


　ボールを奪い、走り出す瞬間。直樹と一瞬だけ目が合ったのだ。


　その時の直樹の瞳ひとみを、川本は思い浮かべる。


「あいつの目…真っ赤だったよな」








「直樹スゲーよ！　最高だよ！」


　Ｃ組の男子連中が直樹のもとに集まってくる。


　世界レベルのプレーだとか、尋じん常じようでない運動能力だったとか、そんな細かなことを彼らは気にしなかった。


　大切なのは、憎にくきＪ組から一点をもぎ取ったということだ。それだけがすべてだった。


　功労者である直樹をやんややんやと褒ほめ称たたえる。


　直樹だって嬉うれしい気持ちだ。だけど、それと同時に少々戸と惑まどってもいた。


（僕、よくあんなプレーできたよな。それに、息切れ一つしてないなんて）


「よーし、この調子でＪ組を蹴け散ちらすぞ！」


　一人の男子生徒が声を張り上げ、そして空を指差す。


「見ろよ。ちょっと晴れてきたぞ。こいつは幸さい先さきがいいぜ！」


　彼の言うとおり、どんよりと曇くもっていた空が少しだけ明るくなっていた。雲の隙すき間まから太陽の光が差し込んできたのだった。








「スゴかったわね」


「うん、思わず息するのも忘れちゃったぐらい」


　則のり子こと京きよう香かが、感かん嘆たんの息を漏もらす。もちろん直なお樹きのスーパープレーへの感想だった。


　興奮を隠かくしきれない様子であかりが口を開く。


「直ちゃんスゴいよ！　スゴすぎるよ！　ひょっとして、アタシが思ってたよりもずっとずっと才能があるんじゃ!?」


　はしゃぎながら続ける。


「この調子なら、プロのサッカー選手も狙ねらえるかもしれないわ。でもって、将来はワールドカップとかにも出場しちゃったりして。あ、だったらアタシもインタビューされるかな？　直ちゃんを陰かげから支える奥さんとして」


　にふにふと笑いながら、勝手な妄もう想そうを膨ふくらめる。


「あれっ？」


　則子と京香が同時に声を上げた。


「ちょっとあかり、彼氏の様子がおかしいわよ」


　奥さんになる妄想までしてたから、もう彼氏ってとこに過か剰じよう反応しない。


「どーしたの？」


「何だかよく分からないけど、突とつ然ぜん逃にげ出しちゃったのよ」
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　それは突然だった。顔や腕うでといった肌の出ている部分がヒリヒリし出したのだ。


　やがてそれは焼けつくような痛みへと変化する。


　原因が何かは分からないが、本能的にこの場にはいられないと察した。だから大急ぎで逃げ出したのだ。


「おい、待てよ！」


「高たか村むら！　どこに行くんだよ!?」


　後ろからクラスメイトの声が聞こえてくるけれど、足を止めようとはしない。それどころじゃないのだから。


　しばらく走っていると痛みは和やわらいできた。噓うそのように消えてしまう。


「一体何だったんだ？」


　腕うでや顔をさすりながら、困こん惑わく気味に呟つぶやく。


　痛みの種類としては、夏の日焼けによく似ていた。前に真夏のプールで調子に乗って遊んでいたら、翌日は身動きができないぐらいになってしまった。あの時の感覚にそっくりだった。


　だけど、今は真夏なんかじゃない。しかもどんより雲に覆おおわれた天気だ。


　確かに先さき程ほど、一いつ瞬しゆんだけ太陽が姿を現した。だけど差し込んでくる日の光なんて凶きよう悪あくとは程遠いものだった。


　あれで日焼けするなんてまず普ふ通つうじゃない。


（精神的なものなんだろうか）


　適当に理由づけしてみるも、心から納なつ得とくってわけにはいかなかった。


　校庭に戻もどる気にもなれなかった。原因は何にしろ、また痛み出したら大変だ。


　おそらく、クラスの男子達は重要な戦力である直なお樹きを放ほうっておいてはくれないだろう。昼休みが終わるまでどこかに身を潜ひそめる必要があった。


　直樹は学校の裏庭へと向かった。暗くてジメジメしているけれど、それさえ我が慢まんすれば静かでひんやりとしていて悪くない空間だ。


　夏の暑い時は、あかり達とここで昼を食べることだってあるのだ。


　校舎の外がい壁へきに寄りかかる。この薄うす暗ぐらさが妙みように気持ちよかった。


　空を見上げると、どんよりとした雲が重なっている。先程一いつ瞬しゆんだけ顔を見せた太陽も再び隠されてしまっていた。なかなかパワフルな曇くもり空ぞらだ。


　そんな曇り空を、何な故ぜか懐なつかしく感じているのに直樹は気づく。こんなレベルの高い曇り空、そうそう何度も遭そう遇ぐうしているはずはないのにだ。


　と、人の気配に直樹は体を強こわ張ばらせる。自分を探しに来た男子達だと思ったのだ。


　だけど姿を現したのは、直樹のよく知る女子生徒だった。


「直ちゃん見っけ♪　やっぱりここにいたんだね」


　満面の笑え顔がおを向けられる。


「何だ、日ひ比び谷やか」


　緊きん張ちようをほどき、直樹はホッと息を吐はいた。


「直ちゃんが隠れるならきっとここだと思って来たの。正解だったな」


　自分の予想が当たっていたのを喜んでから、あかりが尋たずねる。


「でも、どーしちゃったの？　試合の途と中ちゆうなのに急にどこか行っちゃうなんて」


「日比谷、見てたのか」


　直樹は苦笑いを浮かべた。


　不可解な肌はだの痛みについて説明しようとするも、口を閉じる。世話好きなあかりのことだ。余計なことを言ったら最後、無理矢理にでも保健室に連れていかれてしまう。


「Ｊ組との無意味な争いに嫌いや気けが差したんだ。やっぱり仲良くするのが一番だよ」


　適当なことを言って誤ご魔ま化かした。


「まあ、確かに無意味な争いだよね。見てるこっちは楽しくていいんだけど」


　幸い納なつ得とくしてくれたようで、あかりはこくこくと頷うなずく。


　それから、瞳ひとみをキラキラさせて直なお樹きを見た。興奮冷めやらぬ口調で言う。


「でも、スゴかったよね直ちゃんのスーパープレイ！　アタシ痺しびれちゃったよ！」


「ああ、あれか。まあ、マグレみたいなもんだよ」


「ううん、謙けん遜そんすることないって。直ちゃんもしかしたら本気でプロのサッカー選手とか狙ねらえるかもしれないよ！　ダメ元で挑ちよう戦せんしてみない？　アタシ、全力で応おう援えんするから！」


　あかりが直樹に顔を近づけ熱心に言う。興奮しているせいだろう、いつもよりかなり近い距きよ離りだ。


　次の瞬しゆん間かんだった。直樹の頭の奥が爆ばく発はつしたかのように熱くなる。息苦しいまでに喉のどの奥が渇かわき、強い衝しよう動どうがこみ上げてくる。


　目の前にいるあかりを自分のものにしたい！　かき抱いだきたい！　そういった衝動だった。


「あ、直ちゃんお腹なか空すいたでしょ？　待ってて、アタシ購こう買ばいでパンとか買ってきてあげるから。そしたらまたじっくり将来について話そ」


　クルリと背中を向け歩き出そうとするあかりを、衝動に突つき動かされるままに直樹は抱だきしめた。


「日ひ比び谷や！」


「ちょっ、直ちゃん！」


　驚おどろいたあかりの声で直樹はハッとする。慌あわててあかりから離はなれた。


「悪かった！　僕、どうかしてたんだ!?　本当に悪かった！」


　早口にそう叫さけぶと、直樹は脱だつ兎とのごとく駆かけ出す。


　恥はずかしさ、情けなさ、そして罪悪感で一いつ杯ぱいだった。


　それ以上、あかりと顔を合わせていられなかった。


　少し走り、校門近くまでやって来た直樹はそこで足を止めた。


「僕は、僕はなんてことをしたんだ。日比谷は大事な友達だってのに！」


　確かにあかりは可か愛わいいと思う。でも、こんなにも意識したことはなかった。ましてや、我が慢まんできずいきなり抱きついてしまうなんて。


　激しく嘆なげいている直樹に声がかけられる。


「あ、高たか村むら君。もしかして、Ｊ組とのサッカー試合もう終わっちゃった？」


「せっかく男子達に差し入れ買ってきたのにね」


　クラスの女子生徒達だった。手にはコンビニのビニール袋ぶくろが下げられている。


　男子のために、紙パック入りの飲み物や飴あめなんかを買ってきてくれたようだ。


「みんなは、まだ校庭にいると思うよ。僕は、ちょっと体調不良で……」


　直なお樹きはそこで言葉を止める。


　再び喉のどの渇かわきがこみ上げてくる。頭の奥が灼しやく熱ねつし息苦しくなる。


（僕、彼女達にも欲情してるんだ!?）


　その事実に愕がく然ぜんとする。


「そうだ、高たか村むら君の分もちゃんとあるのよ。はい」


　差し出されるパックジュースを受け取ろうともせず、直樹は駆かけ出した。


　正面玄げん関かんから校舎に飛び込み、最も寄よりの手洗い場に向かう。水道の蛇じや口ぐちを全開にしじゃぶじゃぶと顔を洗った。


　幾いく分ぶん落ち着いた様子でふうと息を吐はく。


「あ、高村」


「高村君」


　たまたま通りかかったのは、森もり本もとと大おお久く保ぼの二人だった。


「高村君、日ひ比び谷やさんから聞いたよ。一ひと目め惚ぼれなんかじゃなかったんだってね。昨日は僕が勝手に勘かん違ちがいしててごめんね」


　大久保が謝る。


「ったく、日比谷の奴やつ。勝手に説明しやがって。もうちょっと楽しめると思ったのにな」


　つまらなそうに呟つぶやいてから、森本は続けた。


「そうそう、Ｊ組とまた対決してるんだって？　応おう援えんに行くとこなんだけど、ひょっとしてもう終わったとかか？」


　もはや直樹は答えを返す気にもなれなかった。


　男である二人に対しても、こみ上げるものを感じているのだから。


（ちょっと待ってくれよ。僕は森本や大久保に対しても興奮してるのか!?　そこまで見境のない男だったのか!?）


「噓うそだあああああああ！」


　直樹の絶ぜつ叫きようが、昼休みの廊ろう下かに響ひびき渡わたった。
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　相変わらずの曇くもり空ぞらの下、直樹は小こ鐘かね井い市の街を歩いていた。制服に着き替がえて、鞄かばんまで小こ脇わきに抱かかえている。


　ちなみに時刻は午後の一時を少し回ったあたり。もちろんまだ学校は終わっていない。


　いわゆる、自主早退（サボリ）ってのだ。


　あまり褒ほめられるべきことではないけれど、あのまま学校に残っていたら大変なことになっていたかもしれない。


　女子のみならず男子にまで襲おそい掛かかっていた可能性だってあるのだ。


「どうしたんだよ、僕」


　困こん惑わく気味に呟つぶやく。


　百歩譲ゆずって、あかりに抱だきついてしまったのは分かる。クラスの女子に欲情したのだって分かる。彼女達は正しよう真しん正しよう銘めいの女の子なのだから。


　でも、森もり本もとや大おお久く保ぼにまで同じ感情を抱いだくなんて……。アブノーマルとしか言いようがない。


「まるで、飢うえたケダモノじゃないかよ」


　自己嫌けん悪おの塊かたまりでうなだれる直なお樹きだけど、ふと顔を上げる。


「飢えたケダモノ……」


　何かを思いついた顔だった。


（そうだよ、よくよく考えてみれば僕、ずっと飯食べてないじゃないか。夕飯もろくに食べてないし、朝飯や昼飯もだ）


　ちゃんと食べたのは昨日の昼飯が最後だった。自覚がないだけで実は極度の空腹状態なのだと直樹は判断する。


（人間は極限状態になると子孫を残そうという本能が活性化するとかどこかの本で読んだことがあるぞ。つまり、僕のこの暴挙の原因はすべて栄養不足にあるんだ！）


　すべてが解明されたわけじゃない。


　男に対しても興奮してしまったことなんかは、どうにも説明がつかないのだ。


　それに、これまでの貧びん乏ぼう生活を思い返してみれば、丸一日何も食べなかったことなんてザラだ。その時は決してこんな気持ちにはならなかった。


　だけど、直樹は強引に納なつ得とくすることにした。そうでもしなくちゃ、自分がどうしようもない変態のように思えてしまうのだ。


「無理してでも何かガッツリ食べなきゃな」


　直樹は近くにあったラーメン屋に飛び込んだ。メニュー表を見ると迷わず一番栄養がありそうなメニューを注文する。


　しばらくして、直樹の目の前に巨きよ大だいなどんぶりがドンと置かれた。


「お待ち、特製ニンニクラーメン大盛りね」


「ぐおおおおお！！！！」


　直樹は悲鳴を上げた。席から転げ落ちる。


　どんぶりから立ち込める強きよう烈れつなニンニク臭しゆうを嗅かいだ途と端たん、体が拒きよ絶ぜつ反応を起こしたのだ。


　ニンニクは嫌きらいじゃなかった。むしろ大好物だったはずだ。それなのに今の直樹にとってそれは耐たえ難がたい香かおりだった。


　匂におうとか臭くさいとか、そういったレベルじゃない。もはや毒ガスとも言えるだろう。少し嗅かいだだけなのにもかかわらず、ハンマーで殴なぐられたかのような頭痛。胃を裏返しにされるような吐はき気けが直なお樹きを襲おそう。


　さらには、全身の痺しびれさえも。


　口元を押さえ這はうようにラーメン屋を出る。


　とにかく、ラーメン屋から少しでも離はなれようとフラフラになりながら歩く。


　足元はおぼつかない。視界はぼやけ意識すら朦もう朧ろうとしてくる。


　頭痛と吐き気も収まってはくれなかった。容よう赦しやなく直樹を苦しめる。


　直樹は曲がり角にある電柱に寄りかかった。どんどん意識が遠のいていく。


　と、その時だった。曲がり角を曲がってきた人物と直樹は遭そう遇ぐうする。


　長い髪かみの毛の、涼すずし気げな美女。


　昨日弁当屋にいた店員、佐さ山やま季き代よ実みだ。


「助けてくれ……」


　無意識に、直樹はこう叫さけんでいた。


「助けてくれ、川かわ澄すみ！！！」
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　目覚めると、真っ白な天てん井じようが見えた。自宅じゃないことは確かだ。自宅の天井は雨あま漏もりのシミだってある古ぼけた木の板なのだから。


　起き上がり辺りを見る。小こ奇ぎ麗れいにされた部屋だった。


「ここは？」


　呟つぶやく直樹に、答えが届く。


「私のアパートよ」


　見るとそこにいたのは季代実だった。


「直樹君、フラフラになってたから連れてきたの。覚えてない？」


　最後に覚えているのは、街角で季代実と出会い助けを求めたことだ。


（切せつ羽ぱ詰つまってたとはいえ、どうして僕は彼女に助けを求めたんだ？）


　不可解なのはそれだけじゃない。どうして季代実が一度顔を合わせただけの自分を助けてくれたかってことだ。しかも、直樹君なんて親しいような呼び方までして。そもそも、自己紹しよう介かいすらしていないはずだ。


「具合はどう？」


　近寄ってくる季き代よ実みに、直なお樹きは慌あわてて飛び起き逃にげるように距きよ離りをあけた。


　密室に美人と二人きり。今の直樹にとっては危険すぎるくらい危険なシチュエーションなのだ。


「こ、来ないでくれ」


　かすれた息を出す。


「どうして？」


　不思議そうに尋たずねられる。


「それは…それは…」


　誤ご魔ま化かす言葉も思い浮かばず、直樹はええいままよと叫さけんだ。


「今日の僕はどうかしてて、すぐに欲情して襲おそってしまいそうになるんだ！　だから！」


　季代実はキョトンとしてから、軽く首を横に振ふる。


「それ、直樹君の勘かん違ちがいだから。吸血衝しよう動どうを性的に興奮したと勘違いしてるだけだから」


「吸血…衝動？」


　耳慣れない言葉に、直樹はポカンとする。


「そうよ、吸きゆう血けつ鬼きが血を吸いたいと思う本能。どうしてか分からないけど、直樹君は今吸血鬼になってるのよ」


　当然のことのように季代実が言う。彼女の世界では、吸血鬼なんて珍めずらしい存在ではないかのように。


　でも、直樹は違う。吸血鬼なんて言われても納なつ得とくできるはずがない。そんなものは映画や小説の中だけの存在だ。


　ひたすらポカンとしている直樹に、季代実は少しだけ寂さびしそうに言った。


「その様子だと、まだハッキリとは思い出してないみたいね」


　真しん剣けんな顔を直樹へと向けた。


「直樹君。私達が出会ったのは昨日が初めてじゃないわ。時間的には、今から一年前に出会ってるの。ここじゃなくて、長なが野の県の山奥にある治ち水すい村って場所。そこは、血を吸う村で血ち吸すい村っていうのが本当の名前で、村人全員が吸血鬼なのよ。直樹君はＳＦ小説家であるお父さんと一いつ緒しよに村に引っ越こしてくるの。本当なら村人に嚙かまれて吸血鬼になるはずだったけど、私達のテストに合格して人間のままでいられることになったの」


「ちょ、ちょっと待ってくれよ」


　直樹が両手を振り回す。


「何を言ってるのかさっぱり分からないよ。そもそも僕はそんな村に引っ越してないんだ。一年前どころか、子供の頃ころからずっと東京で暮らしてるんだから」


「私だってそうよ。ずっと施し設せつで暮らしていて、奨しよう学がく金きんがもらえて大学に進学できることになってここにやって来た。長野県になんて行ったこともなければ、直樹君と会えるはずもない。そのはずなのよ」


　季き代よ実みは、ふうと息を吐はいた。


「だけどね。昨日お弁当屋で直なお樹き君を見た時、まるで初対面とは思えないような気がしたわ。何だか懐なつかしい気持ちで一いつ杯ぱいになった。そしてさっき、直樹君に呼ばれた瞬しゆん間かん、私は思い出したの。私が、川かわ澄すみって呼ばれていたこと。吸きゆう血けつ鬼きの村のこと。そこで直樹君と過ごした一年間のことを」


　初対面とは思えない、懐かしい気持ち。それは、直樹が抱いだいた気持ちと同じだった。


　川澄という苗みよう字じも、直樹が無意識に思い浮かべたものだった。


　心の奥底から、何かがゆっくりと浮かび上がってくる。だけどそれを摑つかみ取る前に、直樹は強く首を振ふった。


「そんなの知らないよ。第一、吸血鬼なんてありえないから」


「ありえなくなんかないわ。記憶の中では私もそうだったし、今は直樹君もその一人なんだから」


　問いかけるように季代実は続ける。


「太陽の光で肌はだが焼けるように痛まない？　ニンニクの香かおりで頭痛と吐はき気け、全身の痺しびれで倒たおれそうにならない？　普ふ通つうの食べ物に対して食欲も湧わかなければ食べても味がしないんじゃない？」


　直樹の体に戦せん慄りつが走る。それらすべてが当てはまっていたのだから。


「襲おそってしまいそうになるのだって、突つき詰つめれば嚙かみ付いて血を吸いたいって欲求なの。でも、嚙み付いてしまったら大変なことになるわ。相手は吸血鬼になって、この町が村みたいになってしまう。だから」


　季代実は迷うことなく言った。


「しばらくは私が血を提供するわ。ゆっくりと、一体何が起こったのか考えましょ」


「いい加減にしてくれ！　もうたくさんだよ！」


　直樹は叫さけぶと、脇わきに転がっていた鞄かばんを抱かかえ玄げん関かんへと向かう。


「直樹君！」


　呼び止める声も無視して部屋を出た。


「赤い瞳ひとみと鋭するどい爪つめと牙きば、それが吸血鬼の証あかしだから！」


　背中越ごしに、季代実の声が聞こえた。
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　思ったよりも長い間眠ねむっていたのだろう。すでに夕方になっていた。


「吸血鬼？　冗じよう談だんじゃないよ。そんなのいるわけないじゃないか」


　自宅へ向かいながら、直樹は何度も繰くり返した。だけど内心は不安で一杯だった。


　吸きゆう血けつ鬼きなんて到とう底てい信じられない。だけど季き代よ実みが言っていた症しよう状じようがピッタリと当てはまっているのも事実なのだから。


（そういえば、僕に嚙かみ付いた時のマロ。確か赤い目をしてなかったっけ。ひょっとしてマロが吸血鬼になってて、嚙まれたせいで僕は吸血鬼に……）


　深刻になってしまう考えを、直なお樹きは強引に笑い飛ばした。


「そんなはずあるかよ。食欲がないのも肌はだがヒリヒリしたのもニンニクの匂においにクラクラしたのだって、全部全部体調が悪いせいだよ」


　力強く呟つぶやく。


「日ひ比び谷ややクラスの女子や森もり本もとや大おお久く保ぼに欲情したのだって、僕が節操のないケダモノだからだよ」


　情けない気分にもなるが、吸血鬼だって考えるよりははるかにマシだった。


「帰ってぐっすり眠ねむれば、明日の朝には元通りになってるはずさ。絶対に」


　自宅のアパート前までやって来た直樹は、そこで足を止めた。意外な人物と遭そう遇ぐうしたからだ。


「日比谷……」


「あ、直ちゃん」


　入り口付近に寄りかかっていたあかりが、直樹に気づき笑え顔がおを向ける。


「やっと帰ってきた。も～～～、どこで何してたの？　午後の授業サボって帰っちゃったっていうし」


「それは……」


　直樹が口ごもる。


　道で倒たおれ、季代実の部屋で眠っていたなんてとても言えない。


　それに、校舎裏で抱だきしめてしまった後ろめたさはまだまだ健在だった。緊きん張ちようしてなかなかスムーズに言葉が出ない。


　自転車に乗った近所の主婦らしき人物が、二人の様子をあからさまに眺ながめながら通り過ぎていく。この時間帯はわりと人通りが多い場所なのだ。


「ねえ、もうちょっと静かに話せるところに行かない？」


　あかりの提案に、直樹は静かに頷うなずいた。








　二人が向かったのは、近くにある小さな公園だった。天気が良ければ学校帰りの子供達が遊んでいたりもするが、どんよりとした曇くもり空ぞらの下、人の姿はなかった。


「あの後、けっこう大変だったんだよ」


　あかりは楽しそうに言う。


「直なおちゃんのクラスの男子達が、直ちゃんはどこだって大おお騒さわぎしてね。いいから試合の続きをしようっていうＪ組の男子と揉もめに揉めたんだ。後日また仕切り直しってことで落ち着いたんだけど……」


「日ひ比び谷や」


　あかりの話を遮さえぎって、直なお樹きが口を開く。ようやく勇気が固まったのだ。


「校舎裏でのこと、本当に悪かった」


　深く頭を下げる。


「自分でも、驚おどろいてるんだ。まさか、あんなことをするなんて」


「直ちゃん」


　あかりは、直樹の顔をまっすぐに見据すえた。


「教えてくれない？　どうしてあんなことしたのか」


「えっと、それは」


「お願い、教えて」


　あかりの瞳ひとみは真しん剣けんだった。


『襲おそってしまいそうになるのだって、突つき詰つめれば嚙かみ付いて血を吸いたいって欲求なの』


　頭の中に過よぎる、季き代よ実みの言葉を直樹は振ふり払はらう。


（そんなはずない。そんなはずないじゃないか）


　自分自身に言い聞かせるように、直樹は答えた。


「それはもちろん、日比谷が可か愛わいいからだよ。校舎裏で二人きりで、ドキドキしたんだ。男子としての普ふ通つうの衝しよう動どうだよ。それ以外の何ものでもない！」


　断言してから、直樹は苦笑する。


（ああ、僕は何を言ってるんだ。日比谷に幻げん滅めつされるに決まってる）


　だけど、その心配は必要なかった。


「そっか、そうなんだ」


　あかりが呟つぶやく。


「そうなんだ」


　頰ほおをほんのりと赤らめ、すごく嬉うれしそうな顔だ。にふふふふって笑い声さえ聞こえてきそうだ。


「ありがと、直ちゃん」


　何な故ぜかお礼を言ってから、あかりは恥ずかしそうに体をモジモジとさせた。


「あのね、直ちゃん。アタシ、ちょっと驚いちゃったけど嫌いやじゃなかったんだよ。だって、直ちゃんなんだから」


　軽く深呼吸をしてから、あかりは直樹を見て言った。


「大好きな、直ちゃんなんだから」


「えっ!?」


　予想外の展開に、直なお樹きは目を大きくする。


「てっきり女の子として見てくれてないと思ってたけど、そうじゃなかったんだね。アタシ、すごく嬉うれしいな」


　正直、女の子にこんなことを言われたのは初めてだった。


　慣れてないものだから、直樹は大いに慌あわてふためく。


「アタシは、アタシは直ちゃんのことが好き！　大好き！」


　顔を赤らめてはいるものの、もともと気の強いあかりだ。直樹に歩み寄ると堂々と言う。


「直ちゃん、アタシのこと女の子として見てくれるなら、彼女にして！」


（日ひ比び谷や……）


　あかりの言葉は嬉うれしかった。ここまで言ってくれているのだ。気持ちに応こたえるのが男ってものじゃないかと思った。


　校舎裏でそうであったように、直樹の頭の奥が熱くなる。息苦しいまでに喉のどの奥が渇かわく。強い衝しよう動どうがこみ上げる。


　だけど、拒こばむことはない。だって、あかりはそれを望んでいるのだから。


「日比谷」


　ゆっくりと歩み寄る直樹。待っていたかのように、瞳ひとみを閉じ、そっと顔を斜ななめ上に持ち上げるあかり。


　この後に何が起こるかっていえば、あれに決まっている。


　キスだ。


　ゆっくりと、あかりに顔を近づける直樹。衝動に身を任せる。


　そこで直樹は気づいてしまった。


　自分が欲しているのが、キスなんかじゃないってことに。


　あかりの首筋に、思い切り嚙かみ付きたいって欲望に。








　ドキドキと胸を高鳴らせながら待つあかり。だけど、待てど暮らせど直樹の唇くちびるはやって来ない。


（いくら何でもじらしすぎだよ、直ちゃん）


　マナー違い反はんかなとも思ったけれど、薄うす目めを開けるあかり。


　そこに、直樹の姿はなかった。


　しばしキョトンとしてから、あかりはおおいに憤ふん慨がいした。


「もう、直ちゃんの意い気く地じなし！　アタシ一人置いてどこかに行っちゃうなんて！」


　あかりがそう叫さけんだ時だった。


「あららら、もしかして彼氏に置いてけぼりにされちゃった？　カワイソー」


　茶化すような声が響ひびく。見るからに軽けい薄はくそうな若者数名が公園の入り口に立っていた。


「だったら、俺達と遊びに行かない？　いろいろ楽しいとこ知ってるよ」


　若者達をキッパリと無視して、あかりはさっさと公園を出ようとする。


　だけど、その腕うでが摑つかまれた。


「そうつれなくしないでくれよ。な？」


　振ふりほどこうとするけれど、若者はさらに力を込めて腕を離はなしてくれない。


「大人しくしろよな？」


　にやけた表情を一変させて、若者は恫どう喝かつするように言った。








　公園を少し離れた路地裏で、直なお樹きはうずくまっていた。


「噓うそだ。何かの勘かん違ちがいだ。日ひ比び谷やに嚙かみ付きたくなるなんて。間違いだ」


　あのままいたら、本当にあかりに嚙み付いてしまいそうで、直樹は逃にげ出してしまったのだ。


『赤い瞳ひとみと鋭するどい爪つめと牙きば、それが吸きゆう血けつ鬼きの証あかしだから！』


　季き代よ実みに最後に投げかけられた言葉が頭を過よぎる。


「そんなはずはない。そんなはずはないんだ」


　恐おそる恐る自分の指先を確かく認にんする。ごく普ふ通つうの指だ。鋭い爪なんて生えていない。


「ほら、やっぱり勘違いだよ」


　直樹はホッと胸を撫なで下ろす。


（だとすると、日比谷に悪いことしたな。急いで戻もどらないと）


　直樹は立ち上がった。


「公園に戻って、日比谷にちゃんと返事をしなくちゃ。付き合おうって」


　そう呟つぶやき歩き出す直樹だったけど、ふとその足が止まった。


　あかりと付き合うことに対して、何とも言えぬ違い和わ感が胸に湧わき起こったのだ。


　自分が返事をしなくちゃならないのは、あかりじゃなく誰だれか別の人物だったような気がしたのだ。


（そんな馬ば鹿かな。これまでモテたことなんてないし、告白されたのだって今回が初めてのはず）


　冷静に考えるとそうなのだけど、この感覚は拭ぬぐえない。


　直樹がしばし困こん惑わくしている時だった。耳にその声が飛び込んできた。


「離して！　離してって言ってるでしょ！！！」


　あかりの声だった。何か非常事態が起こったようだ。


「日比谷！」


　違和感については忘れ、直樹は声のした方向、公園へと向かう。そこで見たのは、若者達に囲まれているあかりの姿だった。


「直なおちゃん！」


　あかりが嬉うれしそうな声を出す。


「悪いけど、彼女俺達と遊びに行くとこだから」


「邪じや魔まするとどうなるか分かるだろ？」


　直なお樹きは固く拳こぶしを握にぎり締しめた。


　強い怒いかりが体の奥底からこみ上げてきていた。


　大切な友人が怖こわい目にあわされていることに対する怒り。


　そして、それとは別の本能的な怒り。


（ボクノ、エサニ、ナニヲスルンダ！）


「がああああ！」


　一声吠ほえると、直樹は若者達に飛び掛かかった。一人の腕うでを摑つかみそのまま放ほうり投げる。近くのブロック塀べいに叩たたきつけられた。


「な！」


　若者達も、直樹が普ふ通つうでないと分かったのだろう。驚おどろきの顔を見せる。だけどすでに遅おそかった。


　たちまち、残りの若者達も直樹の怪かい力りきによって弾はじき飛ばされる。


「ひゃあああああ！　化け物だ！」


　あかりの腕を摑んでいた最後の一人が、腕を離はなし逃にげ出した。


　直樹は見逃のがさなかった。尋じん常じようでないジャンプ力で若者の背中から襲おそい掛かる。


　押し倒たおした後、本能の赴おもむくままに右手で頭を摑み強引に曲げさせた。大きく伸のびた首筋に向かって、鋭するどく伸びた牙きばを突つき立てようとする。


「直ちゃん！！！」


　あかりのその声で、直樹はハッとした。


　そして、ハッキリと認にん識しきした。勘かん違ちがいでも何でもなく、自分は今、嚙かみ付いて血を吸おうとしていたってことを。


　若者をねじ伏ふせている自分の手。その指先には、紛まぎれもなく鋭く尖とがった爪が姿を見せていた。


「日比谷、僕は、僕は」


　あかりに顔を向ける。


「直ちゃん、一体どうしちゃったの？」


　怯おびえたようにあかりが尋たずねる。


「うわあああああ！」


　いたたまれなくなって、直樹は走り出した。


　全速力で走った先にあるコンビニのガラスに自分の顔を映す。


　真っ赤な瞳ひとみだった。うっすらと開いた口からは、鋭く尖った牙が見えていた。


　真っ赤な瞳ひとみと、鋭するどく尖とがった牙きばと爪つめ。


　吸きゆう血けつ鬼きの証あかしが、コンプリートされてしまった。


「吸血鬼だ……」


　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。


「僕は、吸血鬼なんだ」


　この瞬しゆん間かん、直なお樹きは吸血鬼という存在を心の底から受け入れた。


　それが、鍵かぎだった。


　これまで失っていた、さまざまな記き憶おくが次から次へと蘇よみがえる。


　父親の思いつきで長なが野のの山奥に引っ越こすことになったこと。


　お祭りの夜、実は吸血鬼だった村人達に追いかけ回されたこと。


　テストに合格したとかで、人間のままでいさせてもらえるようになったこと。


　ボーイッシュでパワフルな智とも衣いのこと。


　リボンの似合う可か愛わいい後こう輩はい、エリ子のこと。


　穏おだやで癒いやし系な先せん輩ぱい、綾あや菜なのこと。


　ゴージャスな美人、紅べに華かのこと。


　そして、いつも直樹を助けてくれた彼女のことも。


「思い出した…思い出したぞ！　川かわ澄すみ」


　力強く、直樹は叫さけんだのだった。
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　弁当屋の前で、丸顔の少年が大きく深呼吸をする。大おお久く保ぼだ。


　隣となりには、森もり本もとの姿もあった。


「昨日、お互たがいに自己紹しよう介かいしたんだからな。もう遠えん慮りよはいらないぜ。思いきってデートに誘さそってみるんだ！」


　森本に勇気づけられて、大久保は大きく頷うなずいた。


「うん、がんばるから」


　ギクシャクとした動きで大久保は店内へと足を踏ふみ入れる。


「いらっしゃいませ」


　レジに立っていた季き代よ実みが、軽く会え釈しやくをする。


　あまり感情を顔に出さない彼女だけど、ひどく寂さびしそうな顔をしていた。


　だけど、そんなところに気づくような二人じゃない。


「どうもどうも」


　ぎこちなく笑いながらレジへと向かう。


「えっと……」


　何かを話そうとするけれど、緊きん張ちようで大おお久く保ぼの声が出ない。


「しっかりしろって」


　森もり本もとに背中をドンと叩たたかれ、大久保は勇気を振ふり絞しぼり叫さけぶ。


「と、突とつ然ぜんですけど、ボ、ボクと今度映画にでも」


　その時だった。自動ドアが開き慌あわただしく一人の少年が店内に飛び込んでくる。


「高たか村むら、お前早退したんじゃないのか？　こんなとこで何を」


　驚おどろく大久保と森本なんて眼中にないといった様子で、直なお樹きはカウンターに詰つめ寄る。


　季き代よ実みをまっすぐに見て、力強く言った。


「お前は佐さ山やまなんて苗みよう字じじゃない。治ち水すい村高校演劇部の部長、川かわ澄すみ季代実だ！　僕は父さんと一いつ緒しよに村に引っ越こして、そこで川澄と出会った。智とも衣いやエリ子ちゃん、会長に沢さわ田だセンパイとも！」


　早口にまくし立てる。


「おい、高村。何言ってるんだよ!?　お前、少しおかしいぞ。学校でも変だったし」


「そうだよ、高村君。佐山さんを困らせちゃ駄だ目めだよ」


　森本と大久保が制するけど、直樹は止やめなかった。


「夕ゆう月げつ祭りのこと！　治水牧場のこと！　丸まる坊ぼう主ず事件のこと！　十じゆう文もん字じワクチンのこと！　僕の想像吸きゆう血けつ鬼きのこと！　吸血鬼の眠ねむり病びようのこと！　牛が牛乳を出さなくなったこと！　全然覚えているぞ！」


　レジの脇わきに置かれた冷蔵庫を直樹は見た。中には紙パックに入ったコーヒーやジュースが並んでいる。


　直樹はいきなり冷蔵庫を開けると、中から牛乳パックを取り出した。口をこじ開けると一気にそれを飲み干した。


「た、高村が、牛乳を飲んだ!?」


「し、信じられない！」


　森本と大久保が口をパクパクさせる。二人の驚おどろきは決して大おお袈げ裟さなものではない。


　中学からの仲だからこそ、直樹の筋金入りの牛乳嫌ぎらいはよく知っている。牛乳だけでなく、チーズやヨーグルトといった乳製品も敬遠しているほどなのだ。


　そんな直樹が、ためらうことなく牛乳を飲み干したのだ。しかも、飲んだ後も平然としている。決して吐はき戻もどしたりしないでだ。


　二人の目からは、奇き跡せきにしか見えなかった。


「どうだ！　川澄」


　空っぽになった牛乳パックを、直樹は誇ほこらし気げに突つき出してみせた。


「直樹…君」


　季き代よ実みの口から、小さく声が漏もれる。


「直なお樹き…君」


　もう一度その名を口にした途と端たん、季代実の瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちた。だけどそれは悲しい涙ではなかった。顔には、不慣れな笑えみが浮かんでいる。


「良かった。実は全部私の夢なんじゃないかって思ってた。ただのまやかしだって、不安で不安で仕方なかった。でも、本当だったのね。あの村で直樹君と過ごした一年は、現実のことだったのね」


「ああ、本当のことだ。僕が牛乳を飲めたのがその証しよう拠こだ。だけど、さっぱり分からないんだ。一体どうしてこんなことになってるのか？　それが分からないんだ」


　困こん惑わく気味に直樹が首を振ふる。


「一いつ緒しよに考えましょ。二人なら、きっと答えが見つかるはずよ」


　季代実はエプロンを外し頭に巻いていた三さん角かく巾きんを取った。


「店長、すみません！　急用なので今日は早退します！」


　厨ちゆう房ぼうの方にそう声を飛ばす。


「こ、困るよ。今日は人手が足りないのに！」


　奥から店長らしき男の悲鳴が聞こえてくるけれど、季代実はキッパリと無視しカウンターを後にする。


「行こ、直樹君」


　直樹の手を摑つかむと、半ば駆かけるように店を出ていく。


「一体、どうなってるんだ？」


「そんなの、分からないよ」


　残された森もり本もとと大おお久く保ぼは口をポカンと開けて二人の出ていった自動ドアを見つめていた。








　季代実のアパートへと二人はやって来る。


　カーペットの上に座り一息ついてから、季代実は真しん剣けんな顔で尋たずねた。


「それで、改めて聞くけど直樹君が覚えているのはどこまでなの？」


「えっとだな」


　直樹はこめかみに人差し指を当て思い出す。


「ほら、放課後に川かわ澄すみと一緒に帰ったじゃないか。会長に告白されてどうしようって悩なやんでて。で、川澄と別れた後で、智とも衣いとエリ子ちゃん、沢さわ田だセンパイに立て続けに告白されて」


　さらに深く記き憶おくを辿たどる。


「で、その晩は散々悩んで。次の日学校に行ったんだ。そしたら朝から智衣達が押しかけてきて、返事を聞かせてくれって」


　直なお樹きは困った顔で肩かたをすくめる。


「そこから先は、覚えてないんだ。記き憶おくがスッポリと抜ぬけ落ちてて」


　直樹の返事に、季き代よ実みはふうとため息をつく。


「仕方ないわね。実は私の記憶もそのぐらいまでしかないから。直樹君と一いつ緒しよに帰った次の日、何があったのか思い出せないの」


　少し遠い目をする。


「何か、大きな出来事があったような気はするんだけど」


　直樹もそんな気はしている。だけどそれが何なのかまるで思い出せない。


「ひょっとして、今の状じよう況きようが夢なんじゃないか？」


　そう提案し、自分の頰ほおを思いきりつねってみる直樹。残念ながら普ふ通つうに痛かった。


「夢じゃないわ。私だって試ためしたもの。それこそ、何度もね」


　季代実が少し恥はずかしそうに呟つぶやく。よく見ると彼女の頰の一部分が赤くなっていた。きっとつねりすぎだろう。


「ねえ、直樹君。こんなこと考えたことない？」


　不意に季代実がそんなことを言う。


「もしも、吸きゆう血けつ鬼きの村なんて来なかったら自分はどうなっていたかって」


　それは考えたことがある。村の秘密を知り、嘆なげいていた頃ころだ。


　引っ越こすことなく、相変わらず東京で暮らしていたことだろう。あかり、森もり本もと、大おお久く保ぼらとワイワイしながら。


「今、私達がいる現実は、そんなもしもの世界なのよ。血ち吸すい村や吸血鬼と関かかわらなかった現在の姿なのよ」


「だけど、問題があるよ」


　直樹は強く主張した。


「マロは、間ま違ちがいなく吸血犬のままだった。嚙かまれた僕も、吸血鬼になってるし」


　さらに付け加える。


「こっちの現実で、マロがずっと吸血犬だったかっていうとそんなことはないんだ。一昨日おとといまでは普通の犬だったんだから」


　しばし沈ちん黙もくが流れる。


「駄だ目めね、この様子じゃ答えは導き出せそうもないわ」


　季代実がお手上げとばかしに肩をすくめる。


「こうなったら、行動するしかないわね」


「行動？　何をするんだ？」


「決まってるじゃない。実際に行くのよ」


　そこで、季代実は言葉を言い換かえる。


「ううん、帰るのよ。血ち吸すい村へ。ここからだと、ちょっと遠いけどね」


　確かに、それが一番手っ取り早いような気がした。


「分かったよ。それじゃ次の日曜日に」


　駄だ目めよと季き代よ実みが首を振ふる。


「間に合わないわ。直なお樹き君とマロちゃんが空腹に耐たえられないでしょ？」


　直樹はハッとする。そうだったのだ。吸きゆう血けつ鬼きであるマロと自分は、血を吸わなければ生きていけない。


　血の代用品となるものは、呪のろいのかかった血吸村の牛乳しかないのだ。


「普ふ通つうの牛乳でも誤ご魔ま化かせるけど、すぐに限界が来てしまう。元吸血鬼である私が言うんだから間ま違ちがいないわ」


　実体験による説明に、直樹も納なつ得とくする。


「明日の朝一番に出発しましょ。電車代は私が用意するから心配いらないわ」


　忘れないようにと、季代実は付け加えた。


「晴れても困らないようにちゃんと厚着をしてくるように。あと牛乳も持っていってなるべくお腹なかを満たしておくこと。空腹になればなるほど、吸血鬼の姿になりやすいんだから。くれぐれも道中、吸血鬼だってバレないように。分かった？」


　前は、人間であることがバレないようにと季代実にはいろいろと注意されていた。今回は丸っきり逆だった。
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　小さな駅に、電車が停車した。


　開く扉とびらから、少々奇き妙みような格好の少年が姿を現す。


　もう夏だというのに、分厚いコート姿だ。ニット帽ぼうをかぶり手には手て袋ぶくろまでしている。さらに顔には大きなサングラスとマスクまで装着していた。


　この不自然なまでに着込んでいる少年の正体は、何を隠かくそう直なお樹きだった。


「やっと着いたわね」


　直樹に続いて電車を降りた少女が口を開く。涼すずし気げな美少女、川かわ澄すみ季き代よ実みだった。


「何だか、ホッとした気分だよ」


　見覚えのある駅の風景に、直樹が呟つぶやく。


　ここは、長なが野の県の南なん信しんに位置する飯いい畑はた市だ。


　治ち水すい村の隣となりに位置するこの町には、直樹も季代実も何度も訪おとずれたことがある。


　治水村行きのバスも、この駅から出ているのだった。


　二人は改札を出た。レンガ敷じきのモダンな駅前広場が広がっている。


「悪い、川澄。どこか日ひ陰かげで休ませてくれないか？」


「そうね、少し日が出てきたものね」


　季代実は辺りを見渡わたすと、木陰となっているベンチを見つけた。


「あそこで休みましょ」


　二人で向かうと、ベンチに腰こしを下ろす。


　直樹は小こ脇わきに抱かかえていたバッグを開いた。ひょっこりと顔を出したのは眉まゆ毛げ犬けんのマロだった。東京からずっと窮きゆう屈くつな思いをしてきたのだろう。四し肢しを大きく伸のばす。


　昨日の曇くもり空ぞらが懐なつかしいと直樹は思った。厚着で肌はだは隠してあるものの、太陽が出ているとどうにも調子が悪い。


　吸きゆう血けつ鬼きを経験したことはある。父親から渡された不思議な人形で吸血鬼の呪のろいをその身に受けた時だ。


　ただし、あの時は太陽の光に苦しむことはなかった。町へ出たのだって、すっかり日が暮れてからだったし。


　日陰で大人しくしていると、大分気分が楽になってくる。余よ裕ゆうの出た直樹は、改めて尋たずねた。


「川澄、大だい丈じよう夫ぶなのか？　大学とかバイトとか」


「心配いらないわよ。ちゃんと連れん絡らくは入れておいたし、それに」


　真しん剣けんな顔を直樹へと向ける。


「私にとっての現実は、直樹君と村で過ごしたあの記き憶おくなの。大学とかバイトとか、そんなに重要じゃないから」


　その点で言えば、直なお樹きだって同じだ。もちろん食料の問題もあるけれど、早く治ち水すい村へと向かい事の真相を解明したいって強い想おもいがあった。


　村へと向かい、紅べに華かや綾あや菜な、智とも衣いやエリ子と会えばきっと謎なぞが解ける。そう信じていた。


　でも、大きな不安もあった。


「なあ、川かわ澄すみ。もし治水村が変わってたらどうする？　吸きゆう血けつ鬼きの村なんかじゃなく、普ふ通つうの村になってたら。そしたら僕は……」


「しっかりして。まだ何も分からないんだから。それに、たとえそうなってたとしたって、私はずっと直樹君の味方だから」


　季き代よ実みにそう言われると、少し気持ちが温かくなる。


　そんな自分が少し情けなくなり、直樹はマスクの中で苦笑した。


　丁度その頃ころ、少しだけ顔を出していた太陽がまた雲の中に姿を隠かくす。


「今のうちにバスに乗っちゃいましょ」


　季代実が立ち上がりスタスタとバス停へと向かう。マロをバッグに押し込むと直樹もその後に続いた。


　駅前の片かた隅すみに設置されたバス停の前に季代実は立つ。


「確か、この時間に村行きのバスが一本あったはずだけど」


　バス停の時刻表をチェックする。だけど、すぐに怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


「どうした？　バス、ないのか？」


　後ろから覗のぞき込んだ直樹は、時刻表に並ぶ数字の数に驚おどろいたように目を大きくする。


　治水村の住人は全員吸血鬼。よほどの曇くもりの日でなければ昼間に村を出るようなことはしない。というかできない。


　利用者が少ないため、バス会社も昼間の便はかなり数を減らしていたはずだ。


　なのに、直樹が今目の前にしている時刻表には、昼間の時間も書かれている。


「どうなってるんだ？　村行きのバスがこんなに多いなんて」


　呟つぶやく直樹に、季代実が首を振ふる。


「違ちがうわ、これは村行きのバスじゃないの」


　なるほど、季代実の言うとおりだった。行き先は村とは違う名めい称しようが書かれている。


　他ほかの時刻表を調べるも、治水村行きは見当たらなかった。


　駅のバス停はここだけのはずだ。一体どういうことなんだと直樹は首を傾かしげる。


「誰だれかに聞いてみましょ」


　季代実が向かったのは、タクシー乗り場だった。一台のタクシーが止まっている。よほど暇ひまをしているのだろう。年配の運転手が車を降りて煙草たばこを吸っていた。


　季代実と直樹がやって来るのに気づき、慌あわてて煙草を携けい帯たい灰皿へと突つっ込む。


「どうぞ」


　車のドアを開けようとする運転手に、季き代よ実みは言った。


「違ちがうんです。ちょっと聞きたいことがあって」


　そう前置きし、尋たずねる。


「治ち水すい村行きのバスはどこから乗るんですか？」


「はっ？」


　運転手はポカンとした顔を見せる。


「どこ行きだって？」


「治水村行きです」


　聞き取りにくかったのかと、季代実はクッキリとした言葉で繰くり返す。


　しばし考えてから、運転手は「ああ」と声を上げる。


「ああ、治水村ね。伊い那な山の向こうの」


　笑いながら、運転手は言った。


「そんなバス、ありっこないよ。一体誰だれがあんな所に行きたがるんだ？　誰もいない村なんかに」


「えええええ!?」


「えっ!?」


　直なお樹きと季代実がそろって驚おどろきの声を上げた。


「誰もいないって、村の人はどこに行っちゃったんですか？」


「どこに行ったも何も、もうずっと前からあそこは無人の村だよ。それこそ、俺が物心ついた頃ころから」


　運転手が答える。


「住宅地として開かい拓たくするっていう話もあったんだが、不便だしどうにも気味が悪い場所だからな。結局、計画は立ち消えになったんだ」


　季代実と直樹にはまるで意味が分からない話だった。


　困こん惑わくしている二人に、運転手は持ちかけるように言った。


「どうしても行きたいなら、タクシーを使うしかないな。どうだい？」


　二人は顔を見合わせ、どちらからというわけでもなく頷うなずく。


「お願いします」


「よしっ！　それじゃ乗りなさい」


　思いがけない客に、運転手は喜んで運転席へ乗り込む。


　車を発進させる直前、運転手は思い出したように口を開いた。


「そうそう、親おや父じに聞いた話を思い出したよ。確か、質たちの悪い疫えき病びようで村人が全員死んでしまったんだ。だからだろうな。縁えん起ぎの悪い土地だってことで誰も近づかないのは」
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　三十分程ほど、くねくねと曲がりくねった山道を走った後、タクシーは停車した。


「この先が村だよ。いや、村跡あとと言った方がいいか」


　運転席から肩かた越ごしに後ろを向く。


「もっと奥まで行くかい？」


「いいえ、ここまでで大だい丈じよう夫ぶです」


　財さい布ふを出し運賃を支払った後、季き代よ実みはタクシーを降りた。直なお樹きもそれに続く。


「こんな場所に置いてかれても困るだろう。しばらくここで待っているから、君達は好きにするといい。何、急いで戻もどったって大して客が来るわけじゃないからな」


　笑いながら運転手が言う。顔に似合わず親切な人のようだ。


「行こうか、直樹君」


　季代実が、少しだけ不安気に直樹の顔を見る。


「あ、ああ」


　こっくりと頷うなずき、直樹は歩き出した。


　足を進め、村を見渡わたせる場所までやって来た直樹と季代実は、二人そろって言葉を失った。


　そこに村はなかった。かつて村だった残ざん骸がいが残されているだけだった。


　ボロボロになった家が点在していた。道も荒あれ果てている。草木が生おい茂しげりまるで山に飲み込まれてしまったかのような印象を受ける。


　人のいる気配は、何もなかった。


　運転手から話には聞いていたものの、実際に目まの当あたりにするのでは訳が違ちがう。


　しばし呆ぼう然ぜんとする二人を、太陽の光が照らす。慌あわてて近くの木こ陰かげへと移動した直樹はハッとした。


「ここはもう村の中だ。どうして太陽の光に照らされるんだ？」


「ないからよ。村を守ってくれている雲が」


　季代実がポツリ言う。


「川かわ澄すみ、一体どういうことなんだ？　どうして村はこんなになってるんだ!?　智とも衣いやエリ子ちゃん、会長や沢さわ田だセンパイはどうなっちゃったんだ？」


「そんなの分からないわ！　分かってたらこんなに不安にならないもの！」


　泣きそうになる季代実に、直樹は冷静を取り戻す。


「悪い、川澄。お前を問い詰つめたってどうにもならないのに」


　ふうと息を吐はいた。


「この様子じゃ、牧場に牛だっていないんだろうな」


　そっと自分のお腹なかを擦さする。


（どうすりゃいいんだ？　この空腹感）


　諦あきらめに近いムードの中、季き代よ実みが口を開く。


「少し、村を歩いてみましょ。何か思い出すかもしれないから」








　バッグから出したマロ、そして季代実と共にかつて村だった場所をゆっくりと歩く。


　根本的に手入れされていないから、草木が道にまで生おい茂しげっていて歩きづらい。


　草を踏ふみ分け二人と一匹ぴきが向かったのは治ち水すい高校だった。もっとも、そこに校舎なんてものはなかったけれど。


　それでも、そこから見える山の風景などには見覚えがあった。そちらにだけ目を向けていれば、自分が高校の校庭に立っているような錯さつ覚かくすら覚える。


「駄だ目めね、私はさっぱりだわ」


　思い出そうと一いつ所しよ懸けん命めいだったのだろう。ずっと沈ちん黙もくしていた季代実が諦めたように固く瞳ひとみを閉じる。


「直なお樹き君はどう？」


　残念ながら直樹もまだ何も思い出せていない。だけど、あのまま東京でずっと悩なやみ続けるよりはずっと良かった。


　見慣れた風景を目にしていると、何だか頭の奥がムズムズしてくるような気がする。


「ちょっと待ってくれよ。ゆっくりと考えるから」


　直樹は、校門があったであろう場所に立った。


　心を落ち着かせ残っている記き憶おくを反はん芻すうする。


「あの日、僕はいつもと同じように登校した。いや、いつもと同じじゃなかったな」


　立て続けになされた告白のこと。誰だれを選ぶのか？　またそれを考えると何な故ぜか胸に生まれるモヤモヤ感。


　そんなこんなですっかり寝ね不ぶ足そくになっていたことを思い出す。


「寝不足で、こんな感じで登校したんだ」


　だらんと脱だつ力りよくすると、足を引きずるようにして歩いてみる。


「で、玄げん関かんに入ったんだ」


　玄関の場所で、靴くつを脱ぬいで上うわ履ばきに履き替かえる仕草をする。


「で、上履きに替えて教室に行こうとした途と端たん、智とも衣いとエリ子ちゃんが目の前に立ちはだかって。さらに会長と沢さわ田だセンパイまでやって来て、誰を選ぶのかって問い詰つめられたんだ」


　求めるべき記憶はここから先だ。ゆっくりと目を閉じると直樹はその時の光景を頭に思い浮かべる。


（みんながどんどん僕に近寄ってきて。こんなことなら、血を求められる方がマシだぞって思うぐらいいっぱいいっぱいになったんだ。でもって、こうなったらもう全員まとめてって叫さけびかけた時に……）


　突とつ如じよ、直なお樹きの頭にその声はフラッシュバックした。


『た、たたたたたた！　大変だあああああ！』


　丸まる坊ぼう主ず頭を連想させる声だった。


「あっ！」


　直樹は目を開いた。


「そうだ、熊くま谷がいだ！　熊谷が玄げん関かんから飛び込んできたんだ！　大変だあああああって叫びながら！　それで、みんな僕の返事を聞くどころじゃなくなったんだ」


「直樹君に告白の返事を聞くっていう緊きん迫ぱくした状じよう況きようだったのよね。それがうやむやになるなんて、それってよっぽどのことよ」


　季代実が冷静に分ぶん析せきする。


「熊谷君は、一体何を知らせたの？」


「えっと、誰だれかが村に来たって内容だった気がするぞ」


　こめかみに指を当て、必死になって記き憶おくを絞しぼり出す。


「とにかく、その知らせで大おお騒さわぎになったんだ」


「人間が村に迷い込んだってことかしら？」


「いや、そんなんじゃなかったような気がする。みんな喜ぶって言うか、期待するって言うか」


　なかなか答えが出てこないからもどかしい。


　頭を搔かきむしる直樹に、季代実が深刻に言う。


「村にやって来たら確実に大騒ぎになる人物が一人いるわ。大喜びすることも間ま違ちがいないわね」


　直樹の顔を見る。


「直樹君、熊谷君が知らせたのは、もしかしてこんな内容じゃないの」


　そう前置きすると、ゴクリと喉のどを鳴らしてから季代実はその言葉を口にする。


「エリオット神父が、戻もどってきたって」


　さらに記憶の扉とびらが開く。


　熊谷がもたらした衝しよう撃げきの情報。驚おどろき、そして喜ぶ智とも衣い達。事の真しん偽ぎを確かめるためと、役場へと向かう一同。


　一人残され、とりあえず修しゆ羅ら場ばは逃のがれられたとホッとした気持ちまでもが胸に蘇よみがえる。


「そうだ。そのとおりだよ川かわ澄すみ。エリオット神父が戻ってきたんだ！」


　さらに新たな記憶が蘇る。


「学校は休みになって、村中がお祭り騒ぎになったんだ。そして僕は、夜にマロを連れて教会へ向かったんだ」


　そこで、直なお樹きは小首を傾かしげる。


「あれ、どうして教会に行ったんだ？」


　代わりに答えを導いたのは季き代よ実みだった。


「教会の鐘かねを聞くため…だわ」


　間ま違ちがいないと大きく頷うなずく。どうやら彼女も埋うもれていた記き憶おくを掘ほり起こすのに成功したようだ。


「吸きゆう血けつ鬼きを人間に戻す方法。それは、エリオット神父が用意した特別な鐘の音を聞くことなのよ。私も教会へ行ったわ」


　そこから先は再びモヤがかかったようになってしまう。だけど、真相解決の糸口は摑つかんだような気がした。


「直樹君、次は教会よ！」


「ああ、そうだな」


　教会まではかなり距きよ離りがある。歩いていくのは少々大変だろう。


「きっとまだあそこで待ってくれてると思うから、またタクシーを頼たのみましょ」


「ああ、そうだな」


　直樹はマロを再びバッグに押し込むと、季代実と共に駆かけ出した。








　　　　３




　教会まで行って欲しいというのは少々無理な頼みだったかもしれない。六十年以上も手入れされていない道路は荒れ放題に荒あれていた。四よん輪りん駆く動どうのオフロードカーでも必要になるレベルだ。


　それでも、運転手は文句も言わずに付き合ってくれた。


　車が進めなくなる限界ギリギリまで進み、タクシーを停車させる。


「ここまでだな」


　悔くやしそうに呟つぶやいた。


「それにしても、よく教会があることを知ってたね。地元の人間だって知らない人がほとんどなのに」


　興味を覚えたのか、運転手は笑いながら尋たずねてくる。


「二人とも、この村とどういった関係なんだい？」


「住人です」


「住人なんです」


　迷いのない二人の答えに、運転手はキョトンとする。


「どうもありがとうございました」


　今回もきっちりとお金を払はらい、二人は車を出る。教会へ向けて歩き出した。


　一歩、また一歩と教会が近づくにつれ、記き憶おくの断片が蘇よみがえってくる。


（マロを連れてやって来たら、智とも衣い達と会ったんだ。で、また誰だれを選ぶのかって話になって。僕は逃にげ出したんだっけ。で、一人で考え込んでたら…川かわ澄すみが来たんだ）


　その後の出来事を、直なお樹きは完かん璧ぺきに思い出した。


　季き代よ実みにまで、告白されたってことを。


　途と端たんに、何だか猛もう烈れつに気き恥はずかしくなってくる。


　一人でもぞもぞしている直樹の隣となりで、季代実が口を開いた。


「直樹君、私も思い出したわ」


「そ、そうか」


　てっきり告白のことだと思い、少々上ずった声を直樹は出す。


「その、だな。すごく、嬉うれしかったんだぞ。何て言うか、まさかそんな風に思われてるなんて」


　しどろもどろになる直樹だけど、


「直樹君、鐘かね泥どろ棒ぼうにされちゃったのよ！　村の人達が直樹君を捕つかまえろって大おお騒さわぎになったのよ」


　丸っきり違ちがっていたようで、直樹は脱だつ力りよくする。


　そりゃ、今この状じよう況きようで告白のことを話題にしたってどうしようもないけれど、それでも思い出してもらえないのは少々寂さびしいような気もした。


「鐘泥棒か」


　告白云うん々ぬんのことはとりあえず保留にし、直樹は記憶をたどる。


「そーだったな。僕、鐘泥棒の犯人に捕まって車に乗せられたんだ。でも、何としてでも鐘を守ろうとしてハンドルを切ったんだ」


　車は道路を外れ坂を転げ落ち停止。怒おこった犯人にナイフを向けられた時、


「お前が、飛んできたんだっけ？」


　足元を歩くマロを見下ろす。


「それからすぐに川澄が駆かけつけて、犯人をぶっ飛ばしてくれたんだな。少しやりすぎじゃないかってヒヤヒヤしたよ」


「仕方ないわ。だって私、あの時少し怒ってたんだもの」


　悪びれもせず季代実が答える。


「その後で、会長達が来たのよね？」


「ああ、そうだ。鐘を取り戻もどしたのは僕だってことにして教会に戻ったんだ」


　直樹がそう言った丁度その時、二人は教会の前へとやって来ていた。


　手入れがされておらず色あせた壁かべにはツタなんかが這はっているものの、記憶にある教会そのものだった。


「教会の周りには、たくさんの人が集まっていた。僕は鐘かねを取り戻もどした英えい雄ゆうとしてみんなから感謝された」


　蘇よみがえる記き憶おくを言葉にする直なお樹き。


「鐘は教会に設置された。エリオット神父がやって来た。そして、鐘を鳴らす紐ひもに手をかけた」


「でも、そこで止やめたのよね。鐘を鳴らすのは、やっぱり村の人がいいんじゃないかって。誰だれにしようかって少し揉もめた後、誰かが直樹君を推すい薦せんした」


　季き代よ実みの言葉に直樹は頷うなずく。


「みんなに後押しされ、僕は鐘へと向かった。紐を摑つかみ、力強く引っ張った」


　ゆっくりと瞳ひとみを閉じ、あの時の誇ほこらしげな気持ちを思い出す。


（これで、村は変わる。みんな人間になって、幸せになれるんだ）


　その気持ちを胸に、幾いく度どとなく鐘を鳴らした。


　カランカランという鐘の音が、耳元で聞こえるような気がした。


　そして、失われていた記憶が蘇った。


　鐘を鳴らした、その後の出来事だった。








　カランカランカランカランカランカランカランカランカランカラン！！！








　村人達が見守る中、直樹は何度も紐を引っ張った。


　たっぷりと鐘の音を響ひびかせてから、直樹は紐から手を離はなす。


　呆あつ気けないくらいに何も起こらない。七色の光に包まれるぐらいのことは想像していたのに。


「あの、これでいいんですか？」


　恐おそる恐る尋たずねると、エリオットは深く頷いた。何も心配いらないといった様子で。


　直樹は季代実達に顔を向ける。


（どうだ？　人間になったか？）


　といった質問ニュアンスを表情に込めた。


　季代実達も少し戸と惑まどったような顔をしていた。恐る恐る自分の手を見つめている。


　智とも衣いが軽く力を込める。その瞳ひとみは真っ赤に染まり指先からは鋭するどい爪つめ、口くち端はしからは鋭い牙きばが姿を見せた。


　まだ吸きゆう血けつ鬼きのままだったのだ。


　これは智衣に限ったことではない。村人達からも困こん惑わく気味の声が漏もれる。


「まだ、吸血鬼のままだぞ？」


「おかしいぞ、ちゃんと鐘かねの音を聞いたのに」


「神父様」


　紅べに華かが歩み出てエリオットに尋たずねる。


「鐘の音を聞けば、人間に戻もどれますのよね？　なのにどうして？」


　すがるような瞳ひとみに、エリオットは首を横に振ふった。


「この鐘の音に、吸きゆう血けつ鬼きを人間に戻す力はありません」


　どよめきが起こる。


「じゃあ、噓うそを言ったってことなのか？　オレ達をぬか喜びさせて一体どういうつもりだ!?」


　息まく智とも衣いに、エリオットは穏おだやかに言った。


「噓ではありません。私は、村にかかった忌いまわしい吸血鬼の呪のろいを消し去る。村を本来あるべき姿へ戻すと言いました」


　エリオットは鐘を見上げた。


「あの鐘は、一人の人間の存在を消し去る力を持っています。それも、何十年も昔に遡さかのぼって」


「どうしてそれで村が元通りになるんだよ!?」


　荒あらい口調で智衣が尋ねる。


「村が吸血鬼の村になる。そのきっかけ自体がなくなるからですよ。もうお分かりでしょう？　私が誰だれの存在を消したのか」


　紅華がハッと息を飲む。季き代よ実みと綾あや菜なも同じく悟さとったのだろう。表情を強こわ張ばらせる。


「どういうことだよ、オレにはさっぱり分からねーぞ！」


「エリもです！　利と根ね崎ざきセンパイと一いつ緒しよってのが悔くやしいですけど！」


「何だよお前、それってどういう意味だよ」


「そのままの意味ですよ」


　下らない争いをする二人を放ほうっておいて、紅華は硬かたい口調で言った。


「神父様は、自分の存在を消したのですわね」


　エリオットが頷うなずいた。


「ちょ、ちょっと待ってくれよ。オレにはまだ分からねーぞ！　どういうことなんだ？」


「エリもです！」


　今度は下らない言い争いはしなかった。助けを求めるように直なお樹きを見る。


　もちろん直樹には分かっていた。これでもＳＦ作家の息子むすこなのだから。


「エリオット神父の存在が六十年以上前に遡って消えたなら、この村に彼が来ることはないんだ。宣教師が来たとしても、それはエリオットさんとは別の人だ。普ふ通つうに考えても、吸血鬼なんかじゃない」


　直樹は興奮した口調で続ける。


「村人が吸血鬼に嚙かまれることもなければ、それが伝染して吸血鬼の村になることもない。この村は、吸きゆう血けつ鬼きとは何の関係もない普ふ通つうの村になるんだ」


「小難しい話だけど、結果オーライってやつなのか」


　呟つぶやく智とも衣いだけど、ふとうかない顔になる。


「ちょっと待ってよ。吸血鬼の村でなくなるってことは、オレも吸血鬼でなくなってる。となると……」


　焦あせりに焦った顔になる。


「マズい！　それはマズいぞ！　オレ、直なお樹きより十以上も年上になっちまってるじゃねーか！」


「夕ゆう月げつ祭りだってないんですから、わたしも利と根ね崎ざきさんも季き代よ実みさんも高たか村むらさんも、この村に来てさえいませんよ！」


　夕月祭りの生いけ贄にえとして村に加わったメンバーは、当然そういうことになる。


「わたくしはもう、おばあちゃんですわね」


　鎮ちん痛つうな面おも持もちで紅べに華かが呟く。


「みんなはまだいいです！　エリなんて死んじゃってるんですよ！」


　エリ子が悲痛の声を上げた。瀕ひん死しの状態を吸血鬼になることで救われた彼女だ。吸血鬼との関かかわりがなくなったら、そのまま死んでしまっていたに違ちがいない。


「神父さんよ！　キャンセルだ！　直樹にも会えないんじゃ人間になったって意味がないんだ！　ましてや、エリ子が死んでるなんて冗じよう談だんじゃねー！」


　智衣が激しく抗こう議ぎする。


「この村に来なかったら、みなさんとも出会えませんでした！　いくらケーキが食べられたって、それじゃ楽しくありません。吸血鬼のままでもかまいません！　魔ま法ほうを止めてください！」


　綾あや菜なもエリオットに訴うつたえる。


「神父様！　確かに村は元通りになりますわ！　でも、これではあんまりですわよ！」


　紅華もしかりだ。


　そしてそれは、彼女達だけではなかった。


　エリオットの説明を聞いた村人達は、しばし困こん惑わくした様子で顔を見合わせていたが、やがて口々に叫さけび出す。


「俺は、吸血鬼のままでいいぞ！　この村で妻と出会って結婚したんだからな！」


「私も、そういうことなら今のままでいいかな。この村のこと、気に入ってるし」


「この状態で、仲良くみんなで暮らせないっていうなら、人間に戻もどったって楽しくないよ」


　村人達の反応に、エリオットは困惑した顔を見せる。


「そんな……、やっと忌いまわしき呪のろいから解放されるっていうのに」


「たった一人でしたら、この吸血鬼という存在に耐たえられませんでしたわ。だけど、この村があった。村人達がいた。わたくし達はみんなで助け合い、励はげまし合い、生きてきましたの。それができたのは、神父様のおかげですわ。あなたが、村を守る呪いをかけてくれたから」


　この村の空にかけられた、決して晴れない呪のろい。


　村の牛にかけられた、血液の代用品となる乳を出す呪い。


　そのおかげで、村人達は普ふ通つうの人間のように暮らすことができたのだ。


　夜にうごめき、人を襲おそう怪かい物ぶつにならずにすんだのだった。


「神父様！　わたくし達はまだ待てますわ！　ですから今回は中止に！」


　紅べに華か達、そして村人達が、エリオットを見つめる。


　エリオットは、申し訳なさそうに首を振ふった。


　持ち上げられるエリオットの右手は半はん透とう明めいに透すけていた。


　村人達から悲鳴が上がる。彼らもまた消え始めていたのだ。


　修正された過去に従い、現在が変わろうとしているのだった。


　直なお樹き達の体も、うっすらと消え始めていた。


「あの鐘かねを吸きゆう血けつ鬼きが鳴らしてしまった時……もう魔ま法ほうは完成してしまいました。今さらどうすることも……」


「ちょっと待ってください」


　冷静な口調で季き代よ実みが尋たずねる。


「もし鐘を鳴らしたのが吸血鬼でなかったら、失敗ってことなんですか？」


「失敗とまでは言いませんが、どこかに綻ほころびが出てしまうでしょう。消えるはずの記き憶おくが残っていたり、誰だれかの吸血鬼がそのまま継けい続ぞくされてしまったり。しかし、今さらそれを言っても仕方がありません。鐘を鳴らしたのは、吸血鬼の彼なんですから」


　視線を向けられた直樹は、力強く首を振った。もちろん横に。


「僕は、僕は吸血鬼じゃありません」


「えっ!?」


　エリオットが目を見開き驚おどろく。


「そんな、そんな馬ば鹿かな！」


「本当です。直樹君は吸血鬼になっていません。人間のままなんです！　あの鐘を鳴らしたのは、人間なんです！」


　季代実がエリオットに詰つめ寄る。


「何か、方法はないんですか？　この魔法を解く方法が……」


　少しだけ迷ってから、エリオットは直樹に顔を向けた。


「一つだけ方法があります。鐘を鳴らしたあなたが、変化した世界ですべてを思い出し、もう一度この場所で鐘を鳴らすことです。ただし、今日という日から三日以内に」


「でも、その世界にはこんな魔法の鐘はないんじゃ？」


　エリオットが首を振る。


「魔法のキーでもあるこの鐘は、変化した世界でも存在しているはずです。この場所からさほど遠くない場所に。鐘かねを見つけ村へと運び鳴らす。それで私は再び存在することになります。そして、村は吸きゆう血けつ鬼きの村となるでしょう」


　エリオットが目を細める。


「私は、自分の存在を消し去りたいと今でも強く思っています。村一つを吸血鬼の村にしてしまったという汚お点てんと共にね。だけど、もし人間であるあなたが、吸血鬼の村を再び望むのなら。その思いで鐘を鳴らし私を呼び戻もどしてくれるなら。私は生きてみようと思います」


　その言葉を最後に、エリオットの姿はかき消えた。


「直なお樹き！　絶対に思い出すんだぜ！　そして鐘を鳴らしてくれよな！」


　続いて、智とも衣いが消えた。


「これがお別れだなんてエリ、思いませんから！」


　泣き顔を必死に笑え顔がおに変えて、エリ子が叫さけび消えていく。


「高たか村むらさん、わたし、信じてます。またこの村で会えるって」


　綾あや菜なが消えた。


「高村クン、鐘を鳴らさなかったら承知しませんわよ！　あと、おばあさんになったわたくしとは極力会わないように！　いいですわね!?」


　紅べに華かが消えた。


　残ったのは、季き代よ実みだった。


「直樹君」


　季代実が直樹を見つめる。


「私は思い出すから！　変化した世界でも、私は直樹君のことを思い出すから！　だから！」


「川かわ澄すみ！」


　直樹が叫さけぶのと同時に、季代実の姿も消えた。辺りの風景も真っ白な光に包まれていく。


「絶対に思い出すからな！　みんなのことを！　この村のことを！　そして、元に戻すからな！」


　そう叫び、直樹は意識を失った。








「全部、思い出したよ」


　朽くちた教会を前にし、かすれた息で直樹は呟つぶやいた。


「エリオット神父は、鐘の力で自分の存在を消した。この村に吸血鬼が訪おとずれたことはなくなり、吸血鬼の村にもならなかった」


「だけど、治ち水すい村はその後に発生した疫えき病びようによって滅ほろんでしまったのね」


　季代実が息を吐はく。


「皮肉にも、治水村は吸血鬼の村となることで存続できていたのよ。吸血鬼は普ふ通つうの病気になんてかからないから」


　しんみりとした沈ちん黙もくが流れる。


「これからどうする？　直なお樹き君」


「もちろん決まってるよ。あの鐘かねを見つけて、もう一度鳴らす。村を、復活させなくちゃ」


「エリオット神父は、今日という日から三日以内と言ってた。つまり……」


　直樹が鐘を鳴らしたのは、七月の二日だった。この世界で目覚めたのが同じく七月の二日。それから二日が経過している。


「タイムリミットは今日の真夜中ってことね」


　硬かたい表情で頷うなずく。


　今現在、教会の鐘しよう塔とうには何も取り付けられていない。鐘を鳴らすための紐ひもがかろうじてぶら下がっているだけだ。長い年月を経たその紐は、ドス黒く変色している。


　この近くに存在するはずの、魔ま法ほうのキーとなる例の鐘を見つけ出し、この場所で鳴らす。


　それが、村を元に戻もどす唯ゆい一いつの方法なのだ。


「そうと決まったら、モタモタしてられないわ。どこに鐘があるのか探さなくっちゃ」








　　　　４




　直樹と季き代よ実みは、大きな門の前に立っていた。


　脇わきには、『伊い那な女子短大』と文字が彫ほられたプレートが貼はり付けられていた。門の奥を見ると、白く大きな校舎が見えた。


　時刻は夜の九時を回っている。辺りはすっかり暗くなっているが、直樹の目には関係なかった。むしろ昼間より目が良くなっているような気さえする。


　帽ぼう子しやコートや手て袋ぶくろ、マスクやサングラスともお別れし、全体的に身軽になっていた。背中にリュックを背負っているが、中に入っているのはマロだ。


「川かわ澄すみ、しつこいようだけどここで間ま違ちがいないんだよな」


　直樹が念を押すように尋たずねる。


「間違いないわ。夕方に私がちゃんと確かく認にんしてきたんだから」


　季代実がしっかりしてよといった感じに答える。


　教会にてすべてを思い出した後、二人はタクシーに戻り鐘について尋ねた。


『鐘？　知らないなあ』


　首を振ふる運転手だったけど、元来親切な質たちらしく、タクシー会社に電話をして聞いてくれたのだ。


　その結果、近くの町にあるこの女子短大の名前が挙がったのだった。


　早さつ速そくタクシーでその学校へ向かった。季代実一人が、来年度の入学希望者を装よそおって校舎に潜せん入にゆうした。


　そして、鐘かねを発見したのだった。


「さ、直なお樹き君。行くわよ」


　そう言うと、季き代よ実みが門の柵さくによじ登り始める。


「川かわ澄すみ、他ほかの方法ってないのかな？　これじゃまるで泥どろ棒ぼうみたいじゃないか」


「泥棒みたいじゃないかじゃなくって、泥棒なの。でも他に方法ないでしょ？　吸きゆう血けつ鬼きの村を復活させるために鐘を貸してくださいなんて言って信用してもらえると思う？」


　思わなかった。もし直樹が部外者だったら、間ま違ちがいなく呆あきれることだろう。


「そうだな、これしかないんだな」


　今さらのように直樹は頷うなずく。そして、柵に手をかけた。


　昼間とは比べ物にならないぐらいに体が軽い。するすると門の柵を登っていく。


　天てつ辺ぺんを乗り越こえ、季代実に向かって手を伸のばした。


「何だか、立場が逆になっちゃったわね」


　軽く笑ってから、季代実は直樹の手を握にぎる。


　季代実を引っ張り上げるとそのまま反対側がわへと下りた。


　シンと静まり返った敷しき地ち内に、人のいる気配はない。


　季代実は足早に校舎の裏手へと回った。そして窓を指差す。


「そこ、トイレなの。夕方来た時に、一箇か所しよだけ鍵かぎを壊こわしておいたから。忍しのび込めるはずよ」


「準備がいいんだな」


　苦笑しながら、直樹は窓に手をかけた。なるほど、するすると窓は開く。


　先に窓から入った直樹は、先さき程ほどと同じように季代実を引っ張り上げた。


　トイレの床ゆかに下りた季代実は直樹のリュックに手を突つっ込んだ。


「マロちゃん、嚙かみ付いたりしちゃ駄だ目めだからね」


　そう言いながらごそごそとまさぐり、懐かい中ちゆう電でん灯とうを取り出しスイッチを入れる。


　そして、小声で囁ささやいた。


「いい、直樹君。トイレを出た途と端たん、防犯センサーが反応するわ。警察に連れん絡らくが行って見回りに来るはずよ。それまでに鐘を手に入れて逃にげるのよ」


　さすがは季代実だ。そのあたりも夕方訪おとずれた時にきっちり確かく認にんしてきたようだ。


　直樹はこっくりと頷いた。もうここまで来たら腹をくくるしかない。


「それじゃ、行くわよ」


　直樹にそう告げると、季代実は静かに、それでいて迅じん速そくにトイレを後にした。校舎の通路を小走りに駆かけていく。


　季代実に続き、直樹もその後に続いた。


　階段を三階まで上り、少し進んだ先で季代実は足を止めた。そこは、ちょっとしたホールになっていた。


　サークルのトロフィーや記念の品などが納められたガラスケースが点在していた。


　その中に、鐘かねはあった。季き代よ実みに懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らされるまでもなく、直なお樹きの瞳ひとみにはしっかりと見えていた。


　色、形、うっすらと彫ほり込まれた魔ま法ほう式しき。間ま違ちがいない。


　この女子短大は、キリスト教系だ。かつては敷しき地ち内にチャペルも存在し、そこに設置されていた鐘だ。


　校舎改築時にチャペルは壊こわされ、鐘だけが伝統の象しよう徴ちようとしてここに展示されている。


　季代実がもらってきた学校紹しよう介かいのパンフレットの内容を直樹は思い出した。


「直樹君、グズグズはしてられないわよ」


　再び直樹のリュックに手を突つっ込むと、季代実はハンマーを取り出した。工具店で購こう入にゆうしたものだ。


「さあ、思いっきりやっちゃって」


　直樹は季代実から渡わたされたハンマーを握にぎり締しめた。大きく振ふり上げると力ちから一いつ杯ぱい叩たたきつける。


　強化ガラスだったのかもしれないが、夜の吸きゆう血けつ鬼きの力の前に粉々に砕くだけ散った。


　後は、鐘を持って逃とう亡ぼうするだけだ。とりあえず校舎を離はなれて用意しておいたスポーツバッグに鐘を移す。その後、タクシーをつかまえ治ち水すい村の教会まで飛ばしてもらう。それが計画だった。


　直樹が鐘へと手を伸のばした時だった。突とつ然ぜんホールの電灯が輝かがやいた。


　強きよう烈れつな光に直樹はクラクラとしてしまう。


　警備員らしき男達が、こちらを睨にらみつけていた。


「動くな！」


「直樹君！」


　季代実が叫さけぶ。


「ああ」


　直樹は鐘を抱かかえた。ずっしりと重いが夜の吸血鬼の力ならどうにか持ち上げることができる。


　季代実と共に走り出す直樹。


　入ってきたトイレを目指すも、警備員が通路を走ってくるのが見えた。


　咄とつ嗟さに季代実は近くの教室に飛び込んだ。直樹もその後に続き息を潜ひそませる。


「どこだ？」


「こっちだ!?」


「急げ！」


「早くしろ！」


　そんな声が響ひびいてくる。


　直なお樹きは困こん惑わく気味に囁ささやいた。


「川かわ澄すみ、どういうことだ？　警備員は普ふ段だんいないんじゃないのか？　セキュリティー装置が反応して駆かけつけたってことなのか？」


「それにしたって早すぎるわ！　人数だって多いし」


　表情を曇くもらせる。


「脱だつ出しゆつするのが難しくなったわね」


　直樹は吸きゆう血けつ鬼きだ。夜ともなれば人間以上の力を発揮することができる。


　だけど、今は栄養不足っていう悲しい現実がある。重い鐘かねを運ぶので精せい一いつ杯ぱいだった。


　途と方ほうにくれる直樹に、季き代よ実みがさりげなく呟つぶやく。


「一つだけ、解決する方法があるわ」


「本当か!?　どうするんだ!?」


　直樹が期待の籠こもった瞳ひとみで見つめる。


「直樹君の協力が必要なんだけど」


「もちろん協力するさ。するに決まってる」


　力強く直樹は頷うなずいてみせた。


　これまで幾いく度どとなく、季代実に助けられてきた。だからこそ、心から信しん頼らいしていた。


　季代実が提案する方法なのだから、間ま違ちがいはないだろう。


「僕は何をすればいいんだ？」


「そうね、じゃあまず鐘を下ろして」


　言われたとおりに、直樹は重い鐘を床ゆかに下ろした。極力大きな音がしないように注意しながら。


「こっちに来て。私の目の前に」


　直樹は季代実の目の前に立った。


「それじゃ、お願いしようかな」


　そう呟くと、季代実はいきなり服のボタンを外し始めた。


「か、川澄！　何を!?」


　当然、直樹はあたふたしてしまう。


　ボタンを二つばかし外した季代実は、襟えり首くびに手をかけ引っ張った。首を傾かしげ首筋を大きく見せる。


　そして、言った。


「私の血を吸って。直樹君」


　思いがけない台詞せりふに、直樹は言葉を失った。


「血を吸えば、直樹君は吸血鬼本来の力を発揮することができる。私も吸血鬼になって、今よりもずっと動きやすくなるわ」


　季き代よ実みが微笑ほほえむ。


「大だい丈じよう夫ぶよ。吸きゆう血けつ鬼きの体なら使いこなせる自信があるわ。だって、吸血鬼のキャリアは直なお樹き君よりも長いんだから」


「いや、だけど……」


　直樹は逡しゆん巡じゆんする。


　正直言えば、嚙かみ付きたかった。ほっそりとした白い首筋を見せつけられたら、吸血鬼の本能がうずいて仕方がない。


　しかも今は血液に飢うえている状じよう況きようだ。吸血衝しよう動どうがこみ上げてくる。


　だけど、すんなりとその衝動に身を委ゆだねることはできなかった。


「モタモタしないで。早くしないと見つかるわ」


「いや、だけど……、川かわ澄すみを吸血鬼にするってのは」


　ためらう直樹に、季代実が呆あきれたように言う。


「どのみち、鐘かねを鳴らして治ち水すい村が元に戻もどったら、私は吸血鬼になるのよ。それが少し早まるだけじゃない」


「分かってる。分かってるけど……」


　歯切れ悪く口をモゴモゴと動かしてから、直樹はこう言った。


「もし、うまくいかなかったら……。元に戻せなかったら……。川澄は吸血鬼として生きてかなくちゃならない。守ってくれる雲も、特別な牛乳もないこの世界で」


　その苦く悩のうを味わうのは、自分とマロだけで十分だと、直樹は思った。


「直樹君……」


　季代実は、軽く微笑ほほえむ。


「それならそれでもいいわ」


「えっ？」


「直樹君と一いつ緒しよなら、それでもいいって言ったの」


　少しだけ恥はずかしそうに、季代実は続けた。


「私、ちゃんと思い出してるからね。直樹君のこと大好きだった気持ちも。告白したことも」


　季代実のまっすぐな言葉に、直樹の頭の奥が熱くなる。喉のどがカラカラに渇かわき、胸が苦しくなる。


　それは、断じて吸血衝動ではなかった。


　自分も、季代実のことが好き。


　ずっと一緒にいたいという、感情だった。


「直樹君と一緒なら、この世界で吸血鬼になってもかまわない。本当よ」


「川澄……」


「さ、時間がないわ。早く」


　季き代よ実みが瞳ひとみを閉じ、首筋を差し出す。


　直なお樹きはもう悩なやまなかった。季代実の肩かたを摑つかむと、その首筋に顔を近づける。


　そして、鋭するどく尖とがった牙きばを突つき立てた。








「いたか？」


「いや、いない。だけど出入り口は塞ふさいであるんだ。逃にげられないはずさ」


　廊ろう下かで顔を合わせた警備員が会話する。


　すでに学校中の灯あかりがともされていた。


「それにしても、まさか本当に鐘かね泥どろ棒ぼうが現れるなんてな」


「ああ、びっくりだよ。主任の言うとおりだ」


　感心したように息を吐はき出す。


「どこかの教室に隠かくれているかもしれない。一つ一つ探していこう」


　手近の教室の扉とびらを開こうとした時だった。少し先の教室の扉が開く。


　中から出てきたのは、一人の少年だ。


「間ま違ちがいない！　犯はん人にんだ！」


「捕つかまえろ！」


　警備員らが少年を床ゆかに倒たおした。全体重をかけて押さえ込む。


「やったぞ」


　チョロいものだと笑う警備員らだったけど、状じよう況きようが一変した。信じられない力で下から持ち上げられてしまったのだ。


　屈くつ強きような体格の大人六人が、細身の少年一人に簡単に撥はね飛ばされてしまう。


「な、何だ!?」


　信じられないって顔をする警備員らに、少年は顔を向けた。ギラギラと輝かがやく真っ赤な瞳ひとみ。口くち端はしからニョキッと生える尖った牙。そして鋭く伸のびる爪つめ。


　超ちようド級の恐きよう怖ふってのを彼らは感じた。生物としての本能的な部分が、危険信号をビンビンに発する。


「ひゃ、ひゃああああ！」


　警備員らは、悲鳴を上げて逃げ出した。








「さすが、血を吸ったばかりの吸きゆう血けつ鬼き。迫はく力りよくが違うわね」


　教室から出てきた季代実が感心したように呟つぶやく。その手には、鐘が抱かかえられている。


　彼女の瞳もまた、赤く染まっている。直樹に嚙かまれることで吸血鬼となったのだ。


　重い鐘かねを抱かかえていられるのがその証しよう拠こだ。


「いたぞ！　あそこだ！」


「捕つかまえろ！」


　廊ろう下かの向こうからたくさんの警備員が駆かけてくるのが見えた。


「川かわ澄すみ、僕の後をついて来るんだ!!」


　そう叫さけぶと、直なお樹きは警備員ら目め掛がけて全速力で走る。迫せまる警備員を撥はね飛ばし強引に突つき進んだ。


　夜の吸きゆう血けつ鬼き。しかも食事を終えたばかりの直樹に、人間が太た刀ち打うちできるはずもない。直樹は一階まで足を進める。


　入ってきたトイレまでもうすぐだった。警備員達の姿も見当たらない。


「もう少しだぞ！」


　華はなやいだ声を上げた直後だった。その悪あく臭しゆうが直樹に襲おそい掛かかった。


　とても走ってられなくなり直樹は足を止める。激しい頭痛と吐はき気け、痺しびれが全身を襲う。


「直樹君!?」


　駆かけつけてきた季き代よ実みも、その香かおりに足を止める。


　吸血鬼をここまで苦しめる香りといったら、あれしかない。そう、ニンニク臭しゆうだ。


　角から、一人の男が姿を現した。年配の警備員だった。深く帽ぼう子しをかぶっていて顔は見えない。


　男が手にしていたのはテーブルガーリックの小こ瓶びんだった。どうやらこれを通路に振ふりまいていたらしい。


　人間にとってはちょっと匂におうだけのことだけど、吸血鬼にとっては最高に恐おそろしい結界となっている。


「吸血鬼にとってはたまらない匂いだろう？　このテーブルガーリックは」


　直樹と季代実は全身を強こわ張ばらせた。


（この人、知ってるんだ？　僕らが吸血鬼だって）


　驚おどろいている二人の様子に、男はクックと笑った。


「それだけじゃない。俺はもっといろいろと知っているぜ。お前達がその鐘を治ち水すい村に持っていこうとしていること。今夜十二時までにそれを鳴らし、吸血鬼の村を復活させようとしていること」


　男は、帽子を取ると床ゆかに投げ捨てた。


「何せ、俺もその村の住人だったんだからな」


　年は四十前後ぐらいだろうか？　少し白髪しらがの混じった丸まる坊ぼう主ず頭だった。


「あっ!?」


「えっ!?」


　直なお樹きと季き代よ実みは、同時に叫さけぶ。


「熊くま谷がい!?」


「熊谷君!?」


　吸きゆう血けつ鬼きと関かかわることない運命をたどった、熊谷の姿だった。


「熊谷、どうして邪じや魔まをするんだ？　お前だって村の住人なら、今の世界が納なつ得とくできないだろ？」


　そこで直樹はハッとする。


「そうか、そういうことなんだな」


　今の熊谷は、吸血鬼になることない人生を歩んでいる。


　その中で、築き上げたものもあるだろう。


　富や地位や名声だけじゃない。年ねん齢れいから考えて妻や子って可能性もある。


　それは、再び吸血鬼の村の住人となったら消え去ってしまうものなのだ。


「お前は、この世界で捨てられないものがあるんだな。こっちの世界を望むんだな」


　苦く渋じゆうの表情で見つめる直樹に、熊谷はフンと鼻を鳴らした。


「捨てられないもの？　そんなものあるはずないだろう？　今の生活に比べれば、村の暮らしの方がはるかにマシだ」


　吐はき捨てるように言う。


「じゃあどうして邪魔をするんだ？」


　直樹の問いに、熊谷は口くち端はしを歪ゆがめた。


「高たか村むら直樹、お前が許せないからだよ！」


　怒いかりの炎ほのおを熊谷は燃え上がらせた。


「許せない？」


　困こん惑わく気味に直樹が眉み間けんにシワを寄せる。


　熊谷とは、割と仲良くしてきたつもりだった。ゲームだってたくさん貸してるし、攻こう略りやく情報だってしょっちゅうアドバイスしていた。


　許せない宣言されるようなことは、何一つしていないはずだ。


　そこで直樹はハッとする。あることに気づいたのだ。


　熊谷は、村を元に戻もどす方法を知っていた。つまり、直樹とエリオットとの会話を聞いていたと考えて間ま違ちがいないだろう。


　となると、直樹最大の秘密も知っていることになる。


　直樹が、ずっと人間のままでいたこと。


　吸血鬼になったフリをして、みんなを騙だましていたことを。


「そっか、熊谷。僕が人間だってことを黙だまってたから怒おこってるんだな」


「ああ、もちろんそいつにも驚おどろいたさ。でも、俺が怒ってるのはもっと別のことだ。お前が人間だったってことが、かすんでしまうぐらいのな！」


　ますます直なお樹きには分からない。首をひねることしかできなかった。


　そんな直樹の様子に、我が慢まんならなくなったのか熊くま谷がいが吠ほえる。


「俺が何も知らないと思うなよ！　全部聞いたんだ！　あの夜、教会に向かう途と中ちゆうでな！」








　ほくほく顔で、熊谷は山道を歩いていた。


「もうすぐ人間に戻もどれる～♪」


　調子の外れた鼻歌なんぞを歌いながら。


「人間に戻ったら、もう太陽の光を恐おそれることもなくなる。昼間だろうが堂々と町に行けるんだ」


　ガシッと拳こぶしを握にぎり締しめる。


「エロ本を買いに！」


　実に下らない目的に闘とう志しを燃やしていた時だった。前方に集まる数人の存在に気づく。


（高たか村むらじゃないか。会長もいるぞ。沢さわ田だ先せん輩ぱいも一年のエリ子ちゃんも利と根ね崎ざきもだ）


　うちの学校のキレイどころがほとんどそろってるじゃないかと、熊谷は鼻息を荒あらくする。


（あと一人、川かわ澄すみがいたらコンプリートじゃないかよ）


　是ぜ非ひとも会話に加わりたいと熊谷は思った。だけど堂々と首を突つっ込んだところで、智衣にぶっ飛ばされるに違ちがいない。いつもそうなのだから。


　とにかく何の話をしているのか気になり、熊谷は脇わきの林へと身を潜ひそめた。音を立てないようにそっと近づいていく。


　これでも吸きゆう血けつ鬼きだ。耳を澄すませばその鋭するどさはかなりのものだ。すぐに、紅べに華からの声が聞こえてくる。


『人間になったら、高村クンと時間を気にせず思いきりデートいたしますわ。旅行なんかも悪くありませんわね』


（会長とりょ、旅行だって！　お、お泊とまりもあったりするのか!?）


　さらなる衝しよう撃げきが熊谷を襲おそう。


『おい、紅華。お前何言ってんだよ!?　まだ直樹がお前と付き合うって決まったわけじゃないじゃねーかよ！』


『そーです！　神楽かぐらセンパイ！　高村センパイはエリの彼氏になってくれるんです！　デートならエリとするんです！』


『あ、あの、わたしだって、高村さんとスイーツの食べ歩きなんかをするつもりですから』


『分かりましたわ。それなら今度こそ、ここでハッキリとさせましょう。一体誰だれが高村クンの彼女になるのか』


（な、何てことだよ！　会長だけじゃなく、高たか村むらは沢さわ田だ先せん輩ぱいやエリ子ちゃんや利と根ね崎ざきにまで言い寄られてたのかよ！）


　熊くま谷がいは愕がく然ぜんとした。どうかこれが夢か幻まぼろしでありますようにと願うが、残念ながら現実だった。


（そんな、高村が、みんなにモテモテだったなんて……）


　傷心を胸に、熊谷はその場を後にする。


「どうして高村ばっかモテるんだよ。顔だって俺と大差ないじゃねーかよ」


　自問自答しながら熊谷は山をうろついた。


「そっか、髪かみ型がただな。俺が丸まる坊ぼう主ずだからなのか」


　しばらくの後、熊谷はそんな結論にたどりつく。


　熊谷は激しく悔くやんだ。吸きゆう血けつ鬼きになった時、何な故ぜ自分は坊主頭だったのかと。


　それでも、希望の光はあった。


　あと数時間の後に、自分は人間になる。そしたら髪の毛だって伸のびるようになるのだ。


（ええい、高村なんかにうつつを抜ぬかすあいつらなんかもう知らないぜ。俺はロンゲになって、やっぱり本命の川かわ澄すみを狙ねらうんだ！）


　意気込みを胸に力強く頷うなずいた直後だった。熊谷は林の向こうに季き代よ実みの姿を見つける。


　今から親しん睦ぼくを深めようと声をかけ近寄ろうとするけれど、熊谷は見てしまった。季代実と一いつ緒しよにいる直なお樹きの存在を。


　そして、声が聞こえてしまった。


『私も、立候補するから』


『えっ？』


『だから、私も立候補するから。直樹君の、彼女に』


　紅べに華か、綾あや菜な、智とも衣い、エリ子のみならず、季代実のハートまで直樹は奪うばっていた。


　コンプリートしていたのだった。


（そん…な…）


　熊谷はがっくしとその場に膝ひざをついた。


　その後、直樹が鐘かね泥どろ棒ぼうに捕つかまったりしていたのだけど、ショックで呆ぼう然ぜんとしている熊谷には見えていなかった。


「高村ああああああああああああ！」


　熊谷は怒いかりで唇くちびるをわなわなとさせる。


「許さない。俺は絶対に許さないからなあああああ！！！」








「どうだああああああ！　これで分かっただろう!?」


　中年になった熊谷が声を張り上げた。


　もちろん、直なお樹きには分からなかった。後ろの季き代よ実みも不可解そうな顔をしている。


「熊くま谷がい、教えてくれよ。どうしてそれが、僕らの邪じや魔まをするってことになるんだ？」


「その鐘かねが鳴らされ村が元に戻もどったら、お前がウハウハになるからだ！」


　熊谷が吠ほえた。


「会長にバニーガールの格好でもさせて楽しむつもりなのか!?　利と根ね崎ざきにはブルマーか!?　エリ子ちゃんには猫ねこ耳みみなのか！　沢さわ田だ先せん輩ぱいにはナース服で、川かわ澄すみにはルーズソックスだろう!?」


　変態趣しゆ味みフルスロットルで熊谷が暴走する。


「お前ばっかりいい思いさせてたまるか！　俺は何が何でも邪魔してやるからな！」


　エリオットの話を、熊谷も聞いていたのだろう。そしてこっちの世界でもそれを思い出した。


　そして、妨ぼう害がいを決意したのだ。直樹一人にいい思いをさせない。そんな下らない理由で。


　動機は呆あきれてしまうようなものだけど、熊谷が手にしている凶きよう器きは本物だった。


「ふっふっふ、誰だれかの吸きゆう血けつ鬼きがそのままかもしれないって神父の言葉を思い出していて良かったぜ。まさか高たか村むらまで吸血鬼になってるとは思わなかったがな」


　さらに左手をポケットに突つっ込み、もう一つテーブルガーリックを取り出す。


「こいつをお前らに振ふりかけてやる！　俺の純情を踏ふみにじったバツだあああ！」


　二つのテーブルガーリックを振り上げた直後だった。


「いい加減にしやがれ～～～～！！！！」


　という声と共に直樹と季代実の後ろの方から走ってきた何者かが、熊谷に強きよう烈れつなドロップキックを食らわせた。


「ぐええええええ！」


　熊谷は悲鳴を上げふっ飛ばされていく。


「ったく、変わってねーんだから」


　吐はき捨てるようにそう言ったのは、スラリとした体系の女性だった。


　年ねん齢れいは、三十代半ばといったところだろう。よく日焼けした肌はだとショートカットの髪かみの毛が目立っている。


「ま、待ってください～～～」


　そんな声と共にまた別の女性がやって来る。二十代前半ぐらいの髪の毛の長い女性だ。大きな眼鏡と、大きな胸が特とく徴ちよう的だった。


「！！！」


　直樹は、これでもかってくらいの驚おどろきを込めて叫さけんだ。


「智とも衣い!?　沢田センパイ!?」


「あんまり見るんじゃねーよ。こっちはもう三十過ぎなんだからな」


　照れ臭くさそうに、智衣は鼻の頭を搔かいた。
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「こっちです！　裏口が開いてますから！」


　綾あや菜なの案内で、直なお樹きらは校舎を後にする。


　さらに学校の敷しき地ちを走り、作業用の扉とびらを開け塀へいを抜ぬける。少し進んだ先にひっそりと置かれていたミニバンの運転席に智とも衣いが乗り込んだ。


「早く乗れ！」


　助手席に綾菜、後部座席に直樹と季き代よ実みが体を滑すべり込ませる。もちろん、奪うばってきた鐘かねも忘れることなく。


「よし、行くぜ」


　智衣がエンジンをかけ車を発進させる。もちろん目指す先は治ち水すい村に決まっている。


　ミニバンのデジタル時計は二十二時二十分を表示していた。ここから治水村までは車で一時間弱。余よ裕ゆうを持って間に合うだろう。


　安あん堵どの息を吐はき出してから、直樹は心底不思議そうに尋たずねる。


「どうして智衣と沢さわ田だセンパイがあんなとこに？」


「お二人と同じ理由ですよ」


　助手席の綾菜が答える。


「鐘を盗ぬすみ出すつもりだったんです。すべてを思い出した高村さんが必ず教会にやって来てくれるって信じて」


　綾菜に続き、智衣が答えた。


「オレ、仕事中に唐とう突とつに思い出したんだよ。村のことも、直樹のことも。もう仕事どころじゃなくって、慌あわてて車に乗って村を目指したんだ。変わり果てた村を前に呆ぼう然ぜんとしてたら、そこで綾菜と会ったんだよ」


「二人で記き憶おくを確かめているうちに、やっとすべてを思い出したんです。あの夜、教会で何が起こったのかを」


「で、鐘のことを調べて、今朝になってやっとあの短大にあるってことが分かったんだ。直樹は必ず十二時までに教会に来る。そう信じてオレ達は鐘を準備しておくことにしたんだよ」


　楽しそうに、智衣は軽く笑う。


「まさか、お前らが先に来てるなんて思いもよらなかったけどな。それに、熊くま谷がいのバカも」


　今さらですけどと前置きし、綾菜がこんなことを言う。


「わたし、驚おどろいちゃいましたよ。高たか村むらさんが吸きゆう血けつ鬼きになっているなんて」


「あ、そーだったぜ！」


　智衣が息まく。


「季き代よ実み、お前ズルいぞ！　いくら吸きゆう血けつ鬼きのままだったっていったって、直なお樹きに嚙かみ付いていいってことじゃねーからな！　それって協定違い反はんじゃねーかよ！」


　いろいろと誤解が生じているようだ。


　吸血鬼が残っていたのはマロであって、季代実じゃない。マロに嚙まれた直樹が季代実に嚙み付き吸血鬼とした。


　というのが真相なのだけど、そんなややこしいことを説明している暇ひまはなかった。


　と、綾あや菜なが緊きん迫ぱくした声を上げる。


「利と根ね崎ざきさん！」


　前方で渋じゆう滞たいしている車の列が見えた。さらにその先には点てん滅めつするパトカーのランプも見える。


「検問か。くそっ！」


　智とも衣いがハンドルを拳こぶしで叩たたく。


「かなり遠回りになるが別の道を行くしかねーぜ。飛ばすからな、しっかり摑つかまってろよ！」








「いやあああああああああ！」


　綾菜の悲鳴が、ミニバンの中に響ひびいた。


「利根崎さん！　急いでるのは分かります！　分かりますけど、できるだけ安全運転で！」


　助手席の綾菜が必死になって訴うつたえる。


「バカ！　そんなんじゃ間に合わねーだろ！　いいから黙だまって摑まってろ！」


　そう叫さけぶと、智衣はさらにきわどいカーブを曲がった。片かた側がわの車輪が浮いてしまいそうなぐらいの速度で。


　教会へと続く山道だった。街がい灯とうなんてない真まっ暗くら闇やみ。ハンドル操作を一つでも誤ったら、ガードレールを突つき破り谷を転げ落ちることになる。いや、時にはガードレールすらない場所もあるのだ。


　それでも智衣はさすがだった。悪路を華か麗れいなハンドルさばきで突き進む。


　木々が倒たおれこれ以上車で進めないってところで、智衣は車を停とめた。


　残り時間は七分。この闇の中、重い鐘かねを教会まで運び鳴らす。まず普ふ通つうの人間には不可能だ。


　だけど、吸きゆう血けつ鬼きなら話は別だ。


　肩かた越ごしに振ふり向き、智衣は言った。


「オレ達が手助けできるのはここまでだ。直樹、季代実、後は頼たのんだぜ」


「直樹君、行こ！」


　季代実が車を降りる。鐘を抱かかえた直樹もその後に続いた。


　倒れた木を乗り越え、教会を目指そうとする直樹。だけど、その足が止まった。


　ゆっくりと振り向くと、車を降りて直樹らを見送っている智衣と綾菜を見る。


「智とも衣いも、沢さわ田だセンパイも、今は吸きゆう血けつ鬼きになっていない人生がある。待ち焦こがれた人間としての人生だ。智衣は太陽の下で思いきり走れるし、沢田センパイは好きなだけケーキが食べられる。村を元に戻もどしたら、それがなくなるんだ。それでも……いいのか？」


　二人と再会した時からずっと気になっていた。だけど怖こわくて口にできなかった質問だ。


「直なお樹き、お前そんなことを心配してたのかよ」


　呆あきれたように智衣は鼻を鳴らした。


「ま、確かに吸血鬼と関かかわらなかった人生も悪くはないぜ。大会にも何度も出場できたし、いい成績も残せた。高校の体育教師って仕事もなかなか楽しいしな」


「わたしもです。ケーキを食べるだけじゃ満足できなくなって、今はケーキ職人を目指してお店で修しゆ行ぎよう中です。いつかは自分のお店を持つのが夢なんです」


　智衣と綾あや菜なは一度顔を見合わせてから、同時に言った。


「でも、いいんだぜ」


「でも、いいんです」


　二人は続ける。


「前にも言っただろ？　みんなして人間にならなきゃ意味がねーんだって。このままじゃ紅べに華かとエリ子に祟たたられちまうぜ」


「吸血鬼に戻ったって、いつかきっとみんなで人間に戻れる日が来ます。その時またケーキ屋さんを目指します。夢が叶かなうのが少し先になるだけです」


　それから、少しだけ恥はずかしそうに付け加える。


「それに、高たか村むらさんが一いつ緒しよですから」


「オレもだぜ。っていうか、いい加減に直樹との年の差を何とかしたいんだよ！　ゴタゴタ言わずにさっさと行けって！」


　しっしと智衣が手を振ふる。


「ああ、分かった」


　直樹は頷うなずいた。


　胸の迷いが、一気に晴れた瞬しゆん間かんだった。


　鐘かねを抱かかえ直した直樹の瞳ひとみが真っ赤に染まった。吸血鬼の瞳で闇やみを見通し、教会を目指し突つっ走る。


　教会へと到とう着ちやくした直樹は、鐘を小こ脇わきに抱え自由になった右手の爪つめを教会の外がい壁へきへと食い込ませた。そのまま壁かべをよじ登る。


　鐘を金具へと固定する。錆さびついたネジはかなり固かったけれど、食事をすませた吸血鬼の怪かい力りきの前にあっさりと屈くつ服ぷくした。


　鐘を取り付けた直樹は、地面へと下りてくる。準備は万全だ。あとは紐ひもを引っ張り鐘の音を響ひびかせるだけだった。


　直なお樹きがそうすることで、魔ま法ほうは消えてなくなる。エリオットが蘇よみがえり、村は再び吸きゆう血けつ鬼きの村となる。


　直樹らを取り巻く世界が、大きく変わる。いや、元に戻もどるのだ。


「直樹君、帰ろ。私達の血ち吸すい村へ」


　季き代よ実みが言った。穏おだやかな微笑ほほえみと共に。


「ああ、帰ろう。僕達の血吸村へ」


　直樹が紐ひもを握にぎった。季代実も同じように紐を摑つかむ。そして、強く紐を引っ張った。何度も、何度も、何度も。


　大きく振ふられた鐘かねから、透とう明めい感のある音が夜の世界へと放たれたのだった。





　カランカランカランカランカランカランカランカランカランカランカランカラン。
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　朝、学校へと続く田舎いなか道を直なお樹きは歩いていた。


　見上げる空はどんよりとした曇くもり空ぞらだ。


　とはいっても、気分は滅め入いったりしない。むしろ今は心の底から安心できる空模様だった。


「元通りになったんだな」


　直樹は昨晩の出来事を思い浮かべる。


　鐘かねを取り付けそれを鳴らした。音が響ひびく中、辺りが真っ白になった。


　気づくと直樹は、鐘の下に立っていた。目の前にはエリオット。辺りには村人達が集まっている。


　そう、最初に鐘を鳴らした直後へと戻もどったのだった。


　しばし響いていた鐘の音も、やがて消えていく。


　今度は村人達は消えたりはしなかった。


　一度変化した世界で直樹が鐘を鳴らした。これにより、鐘の魔ま法ほうは相そう殺さいされたのだ。


　鐘の力でエリオットが存在を消し、一度は吸きゆう血けつ鬼きの村が消しよう滅めつしたこと。


　それを覚えているのは、鐘を鳴らした直樹。そして、呼び戻されたエリオットだけだった。


　鐘が鳴っただけで、結局何も起きなかった。それが村人達の認にん識しきだった。


　当然、村人達の落ち込みっぷりはすさまじかった。ゾンビにでもなったかのような足取りでそれぞれが帰っていったのだった。


「みんな、元気になってればいいんだけどな」


　直樹がそう呟つぶやいた直後だった。いきなり背後から肩かたをバシンと叩たたかれる。


「いって！」


　振ふり向くと、いつもの笑え顔がおを浮かべた智とも衣いの姿があった。


「おっす、直樹」


　直樹は意外そうに目をパチクリとさせる。昨晩の様子から見て、どうしようもないぐらい落ち込んでいると思っていたのに。こんなにも元気そうなのは驚おどろきだった。


（そっか、もう一つの世界での出来事を思い出したのか）


　そう思った直樹は、こんなことを言ってみる。


「昨日はサンキューな。智衣が運転してくれたおかげでどうにか間に合ったよ。あ、年のことは気にするなよ。三十過ぎたって智衣はそんなに変わってなかったからな」


「はっ？」


　返ってきたのは智衣のポカンとした顔だ。


「直樹、お前何言ってんだ？　運転？　三十過ぎ？」


　どうやら思い出したわけではなさそうだ。


（となると、元気そうなフリをしているだけなのか？　僕に心配かけまいとカラ元気を出して）


　と、その直後だった。


「高たか村むらセンパ～～～イ！」


　おなじみの声と共に直なお樹きの腰こしにしがみついてきたのは、もちろんエリ子に他ほかならない。


「こんなところで会うなんて偶ぐう然ぜんですね。一いつ緒しよに学校に行きましょう」


「エリ子～～～」


　智とも衣いがエリ子の首根っ子を摑つかむと直樹からベリベリと引き剝はがす。


「何が偶然だよ！　お前ん家ちはまったく逆の方向じゃねーかよ！　待まち伏ぶせしてたんだろーが!?」


「だったら何がいけないって言うんですか？　利と根ね崎ざきセンパイに文句を言われる筋合いはないですよ！」


　二人していつもの言い争いを始める。エリ子に関しては一時はその存在すら失われていたのだから、見ていてジンとくるものもあった。


　それにしても全力の言い争いだ。どうやら智衣は元気そうなフリじゃなく本当に元気なようだ。もちろんエリ子も。


　直樹は安心したように口を開いた。


「良かったよ。智衣もエリ子ちゃんも元気そうで。昨夜ゆうべは、あんなに落ち込んでたから心配してたんだ」


　二人は言い争いを中断し、直樹へと顔を向けた。


「そっか、心配してくれてたのか」


　照れ臭くさそうに智衣が鼻の頭を搔かく。


「いや、本当に落ち込んでたんだぜ。人間に戻もどれるって信じてたからな。でも、時間がたつにつれて何かこれで良かったのかもって気になってきたんだ。ホッとしたって言うか、何て言うか」


「エリもなんです。自分でも不思議なんですけどね」


　そう言ってエリ子も笑う。


「エリだけじゃないんですよ。朝、何人もの人に会ったんですけど、みんな同じでホッとしたような顔をしてました」


　どうやら完全に記き憶おくが失われたわけではなかったようだ。鐘かねの力＝エリオットの存在を消す＝村人達はバラバラになってしまう。


　その時感じた不安が、心の片かた隅すみに残っていたのだろう。だから、何も変化しなかったことに安あん堵どの気持ちを感じていたのだ。


「ま、こっちは時間だけはたっぷりあるんだ。また神父さんが来るのを気長に待つさ」


「そうですそうです。楽しみが延びたようなものです」


　二人して笑え顔がおを浮かべる。


　エリオットは夜が明ける前に村を旅立っている。


　今度は、誰だれ一人消えることなく人間に戻もどる方法。それを探すために。


「さ、高たか村むらセンパイ。そろそろ本題に入りましょうか」


　エリ子は真ま面じ目めな顔で直なお樹きを見上げた。


「高村センパイと同じ人間になるって希望は叶かないませんでしたけど、高村センパイがエリと同じ吸きゆう血けつ鬼きになるって希望は簡単に叶えられます！　高村センパイ！　エリに嚙かまれて吸血鬼になって、ベスト吸血鬼カップルになりましょう！」


「ちょっと待て～～～！」


　当然智とも衣いが吠ほえる。


「直樹とベストカップルになるのはこのオレだ！　直樹、オレを選んでくれるよな!?」


　鋭するどい牙きばを剝むき出すからたまったもんじゃない。


　さらに、ありがたくない乱入者が現れる。


「高村クンの血をいただくのはこのわたくしですわ！　当然、高村クンと結ばれるのもね」


　紅べに華かの登場だった。


「わ、わたしのことも忘れないでください！」


　綾あや菜なも、慣れない自己主張を精せい一いつ杯ぱいする。


　自分の方が早くに直樹を好きになったとか、愛は時間じゃなく重さだとか、前に繰くり広げたような出口のない言い争いが再び始まる。


「い、いいですわ！　今度こそ高村クンに選んでもらいますわよ！　恨うらみっこなしで、いいですわね!?」


　一同、こっくりと頷うなずいた。


「さ、高村クン。もう逃にがしませんわよ！　今ここでハッキリしてもらいますわ！　一体誰を選ぶのかを!?」


　残念ながら、そこに直樹はいなかった。


「高村クン！　また逃げましたわね!?」


　紅華の憤いきどおる声が響ひびいた。








　　　　２




　直樹は、駆かけ足あしで学校を目指していた。


　前回の逃とう亡ぼうとは違ちがう。だって、今はハッキリと答えが出ているのだから。


　校舎の中に入り、二年Ｃ組の教室を目指す。


　目的の人物は、自分の席についていた。


　決意を固めると、直なお樹きは彼女の前へと向かう。


　そして、その名前を口にした。


「川かわ澄すみ、ちょっと話があるんだ」








　屋上へと、直樹と季き代よ実みはやって来た。


「どうしたの？」


　いつもと同じクールな表情で、でも少し緊きん張ちようしながら季代実が尋たずねる。


　直樹は唐とう突とつに語り始めた。


「正直に言うと、この村の秘密を知ってからしばらくはみんなのことが怖こわかった。吸きゆう血けつ鬼きになるなんて考えただけでもゾッとしたし。マロさえ何とかする方法があるなら村を逃にげ出したかった」


　軽く息を吐はき出す。


「でも、みんなのことを深く知っていくうちに、そんな気持ちも薄うすれていった。この村のことがどんどん好きになっていったし。吸血鬼になって暮らすのも悪くないって思い始めた。血が吸いたいからって理由じゃなく、僕を一人の男としてみんなが好きになってくれたのは、本当に嬉うれしいことだった」


　照れ臭くさそうに笑う。


「会長は美人で格好いいし、智とも衣いは親しみやすくて楽しいし、エリ子ちゃんは可か愛わいくて僕のこと本当に慕したってくれてるし、沢さわ田だセンパイは優やさしくて安心させてくれるし、もちろん川澄だってすごく魅み力りよく的だ。僕はもうどうしていいか分からなかった。誰だれかを選ぶなんてとても無理だった。でも、今は違ちがう」


　直樹は、まっすぐに季代実を見た。


「川澄に嚙かみ付く時、分かったんだ。自分の本当の気持ちが」


　そこで、直樹はあって声を上げる。


「嚙み付く時ってのは、あれなんだよ。その、信じられないとは思うんだけど、実は鐘かねには特別な力があって、それで世界が」


　つたない説明を始める直樹に、季代実がクスリと笑う。


「分かってる。大学の教室で、吸血鬼の直樹君が私に嚙み付いた時のことでしょ？」


「えっ！」


　驚おどろく直樹に、季代実は目を細めた。


「みんなは忘れちゃってるみたいだけど、私は覚えてるから。直樹君と体験した、別の現在のこと」


　あのささやかな冒ぼう険けんの記き憶おくを、季き代よ実みが共有してくれていることに少し嬉うれしい気持ちになった。


　改めて、直なお樹きは口を開いた。


「僕はあの時、自分の本当の気持ちにやっと気づいたんだ。川かわ澄すみのことが、好きだって気持ちに」


　恥はずかしさで一いつ杯ぱいだった。とても季代実の顔をまともに見られないから、そっぽを向き続ける。


「最初に僕を人間のままでいさせることを決めた時、みんなは言ったよな？　誰だれに嚙かまれるかは、僕が決めていいって」


　顔を季代実へと向ける。まっすぐな視線で、こう言った。


「僕は、川澄に嚙まれようと思う。君に、決めたんだ」


「直樹…君」


　表情が乏とぼしい季代実にしては珍めずらしく、信じられないって顔をしていた。その頰ほおは真っ赤に染まっている。


「ありがとう、直樹君。本当にありがとう」


　季代実が笑った。これまでで一番の、とびっきりの笑顔で。


「この村に来てくれてありがとう。また、この村を望んでくれてありがとう。私を選んでくれてありがとう」


　ゆっくりと季代実が歩み寄ってくる。


「私のこと、好きになってくれてありがとう」


　季代実が直樹の首筋に手を伸のばし愛いとおしそうにさする。


　その指先から爪つめが伸びた。瞳ひとみの色も真っ赤な吸きゆう血けつ鬼きのそれへと変わる。


　ゆっくりと顔を近づけてくる季代実に、直樹は少し申し訳なさそうに言った。


「だけど、僕を吸血鬼にするのは待って欲しいんだ。僕が、この村に戻もどってくるまで」


「えっ、戻ってくる？」


「僕はこの村を出るつもりなんだ」


　季代実の真っ赤な瞳がその色を薄うすめていく。爪も、そしてうっすらと見えていた牙きばも元へと戻る。


「どういうこと？」


　不安気に尋たずねる季代実に、直樹は説明した。


「吸血鬼になってエリオット神父を待ち続ける。それも悪くないとは思う。だけど、僕にはもっとやらなくちゃならないことがあるような気がしたんだ」


　直樹はゴクリと喉のどを鳴らした。


「覚えているなら説明するまでもないけど、僕は変化した世界で鐘かねを鳴らしてこの村を蘇よみがえらせた。だけどその結果、せっかく人間に戻もどっていた人達をまた吸きゆう血けつ鬼きっていう終わりのない運命に戻してしまった。智とも衣いやエリ子ちゃんはそれでもいいって言ってくれたけど、他ほかの人達は分からない。中には、人間としての生活を続けることを望む人だっていたはずだ」


　みんなが記き憶おくを失っている今、それを確かめる術すべはない。だけど、可能性は十分に考えられる。


「僕には、その責任があるような気がする。だから、決めたんだ。みんなで人間に戻れる方法を探しに行こうって」


　それが、直なお樹きの決意だった。


「でも、でもエリオット神父が六十年以上も探したのに見つからなかったのよ」


「分かってる。僕だってやみくもに探すつもりはないよ。ちょっとした心当たりがあるんだ。それを当たってみようと思うんだ」


　心当たりの内容を口にする。


「ほら、前に一度、僕が吸血鬼になったことがあるじゃないか。父さんの持っていた妙みような人形の力で」


　父、直なお太た郎ろうが若い頃にインドネシアのシャーマンからもらったというものだ。ポポペッペ・ポピパラポッペ人形という実にふざけた名前だったけど、それには確かに特別な力が宿っていた。


　吸血鬼の呪のろいを、他人になすりつけてしまうという力が。


「もうそのシャーマンもいないし村自体なくなってるようだって父さんは言ってたけど、探してみようと思うんだ。もしかしたら、吸血鬼の呪いを消し去ってしまうことのできる人が見つかるかもしれないから」


　あまりにも漠ばく然ぜんとした話だ。無む謀ぼうな挑ちよう戦せんとしか言えない。


　それでも、直樹は旅立つつもりだった。この村のため。自分を好きになってくれた少女達のため。


　大好きな、季き代よ実みのため。


　直樹は冗じよう談だんっぽく付け加えた。


「生まれて初めて、父さんの才能が僕にも受け継つがれていることを願ってるよ」


　実は、直樹の父、直太郎には奇き妙みような才能がある。カレー作りの才能と、言葉の通じない相手と身み振ぶり手振りで意思疎そ通つうする才能だ。


「だったら、だったら私も一いつ緒しよに」


　直樹はゆっくりと首を振る。


「無理だよ。村の外に出れば、吸血鬼を守ってくれるものは何もないんだから」


　優やさしく、直樹は季代実の頰ほおに手を当てた。


「やっぱりダメだって時はここに戻もどってくるよ。そして、川かわ澄すみに嚙かまれることにする。僕の血は川澄の完全予約にしておくから。それまで、待っていて欲しいんだ」


　長い沈ちん黙もくの後、季き代よ実みが息を吐はき出した。


「年を取らない吸きゆう血けつ鬼きにとって月日が流れるのなんてあっと言う間だって言うけど、すごく長く感じそうだわ」


　季代実が涙なみだを拭ぬぐった。


「なるべく早く帰ってきてね。おじさんになった直なお樹き君の血なんて、吸いたくないんだからね」


「ああ、分かってる」


　直樹が頷うなずく。


　もう涙を拭おうともしなかった。流れる涙をそのままに、だけど精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを季代実は直樹へと向けた。


「直樹君が戻ってくるまで、私は何も変わらず待ってるから。このままの姿で、このままの気持ちで、ずっとずっと待ってるから！」






　　　エピローグ







「と、いうわけですので。不ふ穏おんな空気等を感じたらわたくしに知らせるように。いいですわね」


　よく通る声で、紅べに華かが言った。


　治ち水すい高校の生徒会室。放課後の時間だった。


　集められているメンバーは、綾あや菜なに智とも衣いにエリ子、そして、季代実だった。


「そりゃ、別にいいけどよ。どうしてオレ達に頼たのむんだよ。そんなの生徒会の仕事なんじゃないのか？」


　不満気に智衣が言う。


「夕ゆう月げつ祭りを前に、生いけ贄にえに嚙み付こうとしてる輩やからが出ないよう目を光らせろなんて」


　いよいよ夕月祭りが近づいている。


　今回は少し選考に手間取ったせいか、生贄となる人間が村へ引っ越こしてくるのが遅おくれに遅れた。


　ようやく、本日引っ越してくるとのことだった。


　毎年、フライング吸血を試みる馬ば鹿か者はいる。じらされたせいだろうか？　今年はそれが多く出そうな雰ふん囲い気きなのだった。


「もちろん、生徒会だって目を光らせてますよ。だけど、より信しん頼らいできる人にも頼たのんでおきたくて」


　一いつ所しよ懸けん命めいに説明する綾あや菜なを、紅べに華かが右手で制した。


「生徒会の人間だって信用できませんわ。血のおこぼれをもらうって条件でフライング吸血を見逃のがす可能性だってありますもの。でも、その点、ここにいるみなさんなら安心ですわ」


　紅華が、寂さびし気げに目を細める。


「わたくしも含ふくめてここにいるメンバーは、夕ゆう月げつ祭りには参加しませんわよね。高たか村むらクンが戻もどってくるまでは、そんな気になれませんわよね」


　途と端たんに、しんみりとした空気が生徒会室を覆おおった。


「ったく、直なお樹きの奴やつ。余計なこと考えずに吸きゆう血けつ鬼きになって村にいりゃ良かったのによ」


　智とも衣いが吐はき捨てる。


「本当ですよ。高村センパイのお父さんは吸血鬼になってるっていうのに」


　エリ子が頰ほおを膨ふくらめた。


「それにしても、あれは不幸な事故でしたね」


　綾菜が気の毒そうに首を振ふる。


「高村さんのお父さんにとっても。あと、お父さんの血を狙ねらっていた村の人達にとっても」


　直樹の父、直太郎は今や立派な吸血鬼だ。村の住人に嚙かまれてそうなったのではない。


　マロをからかっていて嚙まれたのだ。まさしく飼い犬に手を嚙まれるだった。


　当然吸血鬼となり、それまで知らなかった村の秘密を知ることになるのだが、さすがは非常識な人間だ。これっぽっちも動じることはなかった。


『牛乳だけ飲んでれば生きられるか。そりゃ食費がかからなくていい』


　さらに、瞳ひとみを輝かがやかせる。


『吸血鬼だらけの村。ちょっと面おも白しろいぞ。こいつを小説にしたらいけるかもしれん』


　そこに苦く悩のうのくの字も存在していなかった。


「オレ達を人間に戻す方法なんて、直樹が旅に出てまで探すことはないんだよ。神父さんに任せりゃいいんだ。直樹は村にいてくれるだけで……」


　そこで智衣はいけないいけないと首を振る。


「湿しめっぽくなっても仕方ないよな。分かったよ。適当に目を光らせとくよ」


「エリも了りよう解かいしました」


　エリ子も頷うなずく。


「季き代よ実みさんも、お願いしますわね」


　紅華が季代実に顔を向ける。


「ええ、分かったわ」


　一同が解散しかけた時だった。窓の近くに立っていたエリ子があっと声を上げる。


「知らない人が来ましたよ！　きっと今年の生いけ贄にえの人ですよ！」


　学校の裏門からこちらに向かって歩いてくる一人の男の姿が見えた。


「何だ？　今年はえらく薄うす汚よごれた奴やつを生贄にしたんだな」


「おかしいですわね。もうちょっと小こ奇ぎ麗れいな方だったはずですけど」


「高校にどんな用事なんでしょうか？　今年の生贄の中に高校生はいなかったはずですけど」


「いやいや、どう見たってありゃ高校生じゃねーだろ？」


　あーだこーだと話す後ろから、季き代よ実みもその人物を見る。


　いくら吸きゆう血けつ鬼きといっても、昼間の視力は人間並みだ。この距きよ離りではハッキリと顔は認にん識しきできない。


　それでも、男の薄汚れた格好や、ボロボロのリュックは見えた。確かに高校生ではなさそうだ。もっと年上だろう。


　もしその男が、今年の夕ゆう月げつ祭りの生贄だとしても──もしくはうっかり迷い込んだ外の人間だとしても──、季代実にはさほど興味のないことだった。


　だけど、季代実の瞳ひとみが大きく見開かれる。


　男の雰ふん囲い気きが、彼女の胸にある人物を思い起こさせたのだ。


（もしかして……もしかしてもしかしてもしかして……）


　季代実はクルリと振ふり向くと、そのまま生徒会室を飛び出していく。


「あいつ、どーしたんだ？」


「さあ？」


　残された面々が、不思議そうに小首を傾かしげた。








　季代実は階段を駆かけ下りた。はやる気持ちを抑おさえられず、上うわ履ばきのまま中庭へと飛び出す。


　不安で一いつ杯ぱいだった。もし人ひと違ちがいだったら、もし自分の勘かん違ちがいだったら、そう考えると絶望的な気持ちになる。


　校舎を眺ながめている男のもとへと季代実は向かった。少し離はなれたところで足を止める。


　近くで、まじまじと男を見た。


　ボサボサの髪かみの毛に、手入れのされていないヒゲ面づら。年ねん齢れいは三十代半ばといったところだろう。


　でも、かつての面おも影かげは十二分に残している。優やさしそうな瞳はそのままだった。


（やっぱり、間違いない！）


　万感の想おもいが湧わき上がる。


「遅おそいよ、遅すぎるよ。直なお樹き君」


　季き代よ実みは、涙なみだのこもった瞳ひとみを向け言った。


「あれから、何回も何回も何回も夕ゆう月げつ祭りがあって、私も同じ回数、高校二年を繰くり返した。もう直なお樹き君は帰ってこないんじゃないかって、ずっとずっと不安だった」


　季代実は泣き笑いのような表情になる。


「でも、直樹君はちゃんと帰ってきてくれた。ありがとう」


「結果を聞かないのか？」


　直樹が尋たずねる。


「僕が、吸きゆう血けつ鬼きを元に戻もどす方法を見つけて来たのか？　それとも、諦あきらめて吸血鬼になるつもりで帰ってきたのか？　どちらなのかを」


　季代実はゆっくりと首を横に振ふった。


「そんなの、どっちだっていい。だって、これから先、直樹君と一いつ緒しよにいられることに変わりはないんだから」


　季代実は直樹の手を取った。


「約束したでしょ？　このままの姿で、このままの気持ちで私は待ってるって。姿は見てのとおり、気持ちだって、私は変わってないから。直樹君のことが大好きだっていう気持ちは」


　季代実は、改めて言った。


「お帰りなさい、直樹君」


　この時のためにとっておいた、とびっきりの笑え顔がおで。




おわり







　　　あとがき







　この『血ち吸すい村むらへようこそ』が、これまで僕が書いてきたシリーズと一番違ちがう点。


　第一話からヒロイン五人が全員登場しているのだ。


　これは、僕にとっては大変珍めずらしいことだった。


　基本的に、書きながらその先を考えていくという癖くせがある僕。（まるで自転車に乗ってるようだと誰だれかに言われたことがある）


　最終的には複数になるヒロインも、書きながらぼんやりとイメージを固めていくのがいつもの流れ。


　なのに今回は、もともと読みきり短編だってこともあり一話にして全員登場。


（大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？）


　と最初は思ったけれど、五人ともキャラがブレることなく最終回まできてくれました。


　これもひとえに、素す晴ばらしいキャラをデザインしてくれたあらきかなお様のおかげだと思っています。


　ありがとうございます。





　とまあ、そんなこんなで『血吸村へようこそ』は最終回です。


　人間だってばれないように吸きゆう血けつ鬼きの村で暮らす直なお樹きの活かつ躍やく（？）を描えがくのは、楽しかったです。


　ちなみに、ラストにちょっとばかしおじさんになって登場した直樹。


　彼が、みんなを人間に戻もどす方法を見つけて戻ってきたのか？　それとも諦あきらめて季き代よ実みに嚙かまれるつもりで戻ってきたのか？


　どちらなのかは、実はハッキリとは決めていません。


　なので、読者のみなさんの好きな方を選んでくださいまし。





　それではでは。








●オマケ考察　『もし直樹が吸血鬼を人間に戻す方法を見つけてきたとしたら？』





　おそらくそれは、呪のろいを消し去ってしまう奇き跡せきの呪じゆ術じゆつ人形ではないかと？


　呪のろいを他人に移してしまう人形が『ポポペッペ・ポピパラポッペ人形』だったことを考えると、それをさらに上回る呪じゆ術じゆつ人形の名前は『パピラッピ・パピパラパッピ・パピッパパピッパ・パパポイ・ポッピ人形』ぐらいにはなるのではないか？





　ああ、もうわけが分からない。







阿あ智ち太た郎ろう





阿あ智ち太た郎ろう


１９７８年生まれ。


出身地は長野県下伊那郡阿智村。


現在は会社でゲームシナリオなんぞを書いている。


レゴとゾイドと古代魚が好き。
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あらきかなお


大阪在住


２月24日生まれ


イチゴとたんかんと沖縄が好き




電撃文庫


血ち吸すい村むらへようこそ[image: ]
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